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「以上が貴方あなたの不在時にあった諸もろ々もろの経過報告となります。今後も我が学園のため、尽じん力りよくしてくださいね。カイ・アッシュフォード先生」

　諸々の状況説明を終えたところで、学園長──ルーファス・ホワイトハウスは椅い子すの背もたれに体重をかけて溜ため息いきを吐ついた。俺は頷うなずきつつ返す。

「ああ。ただあまり過か度どな期待はしないでくれ。こっちは非常勤教士なんだし」

　先日の超大型異い形ぎよう種しゆ強襲を水みず際ぎわで防ふせいだおかげで、学園本体の被害は外壁の一部が損そん壊かいした程度の軽けい微びなものだ。あと数日で修しゆう繕ぜん完了とのことである。周囲の都市部分の復興はこれからだが、短期間のうちに人もモノも戻りつつある。

　元通りといえば、俺おれの腰こしベルトには、またしても頑がん丈じようなだけで性能の低い白黒一いつ対ついのマジックロッドが下がっていた。

「なあ学園長。できればもう少しマシなロッドはないのか？」

「学園都市復興のため議会の支援を取り付けたといっても、全体の予算は限られていますからね。もちろん貴方の〝実質的な〟活躍と功こう績せきもかんがみて、特例として申請はしているのですが……どうにも貴方の名前を出すと予算が通りづらいんですよ。不思議ですね。議会の重じゆう鎮ちんに嫌われるようなことでもしましたか？」

　有力者である教え子の実家で一発かました程度では、こうも目の敵かたきにはされないだろう。

　三百人議会で俺の正体を知る者は限られる。彼らは議会の中でも選ばれた家柄で、王おう立りつ研けんとも通じていた。俺から愛用の「黒こく獣じゆう」と「白びやく夜や」を取り上げたのも、きっと彼らのうちの誰だれかだろう。

　学園長は続ける。

「戦果報告をきちんとしていただければ、こちらもそれを材料に交渉できるのですが……おっと、そんなに怖い顔をしないでください」

　戦果のすべてを勇者に託たくしてしまった俺に、学園長が眉まゆ尻じりを下げる。

「私の私財があれば個人的に融ゆう通ずうしてあげられなくもないのですが、この通りの状態でして。ご存じないかもしれませんが、先日、非常にたちの悪い賊ぞくに火事場泥棒的にもっていかれてしまったんですよ」

　学園長室のガラスケースは空からっぽだ。

「そりゃあ災難だったな」

　俺とて好きで借かりを作ったわけではない。気の毒だとは思うが、学園を守るための必要経費だ。

　しかしまあ、この機に乗じて学園長にたかってやろうという、俺の計画は水すい泡ほうに帰きした。ただ頑丈なだけのオンボロマジックロッドでも、配給されるだけマシ……か。

　教え子二人のペア戦優勝のボーナスも吹っ飛んじまったな。

　俺の返答にルーファスは目を細めながら続ける。

「では本日から職務復帰ですね。心より歓迎いたします。愛をもって生徒に接してあげてください」

「愛って……俺はやれることをやるだけだ」

　ルーファスが差し出した青いファイルを受け取って、俺は退室した。

　出てすぐにそれを開く。

　ローザ・ワイルド。リリィ・ヒルトン。更新された二人の少女のプロフィールに視線を落とした。そこには先日のペア戦優勝に加えて、勇者との共闘という新情報が追記されている。

　さて、困ったな。

　教えることは山ほどあるのだが──

　思し索さくにふける暇ひまもなく、俺の名を呼ぶ声が廊下に響ひびいた。

「あら、奇き遇ぐうですわねカイ先生。こんな所で出会うなんて、きっとわたくしたちは深い師弟の絆きずなで固く結ばれているのですわ」

　艶つやのある長い金髪を指で掻かき上げるようにして少女が笑う。その隣となりで、黒髪少女がムッとした表情を浮かべながら、不満げに口を開いた。

「奇遇も何も、ずっと尾行して学園長室前に張り付いてたんじゃない。ストーカーよ！」

「そういうローザこそ、わたくしの後ろにくっついてきて、ストーカーじゃありませんこと？」

「べ、別にあんたのことを追いかけてたわけじゃないわ！　たまたま行く先が一緒だったっていうか……」

「では一緒にカイ先生をストーキングしていたと認めますのね。うふふ♪　本当に素直じゃないのだから。黒魔導士ってひねくれ者しかいないのかしら？」

「普段より性格悪くなってるんだけど！　ちょっとカイ！　あんた先生でしょ？　この白しろ豚ぶたをなんとかしてちょうだい！　あんたが戻ってから、ずっとウキウキしっぱなしでテンションもあがりっぱなしみたいなのよ！」

　金髪少女が大ぶりな胸を張る。ゆっさたゆんと豊満に揺ゆれるそれは、彼女の性格と同じくらいにグイグイと主張した。

「わたくしはいつもどおりですわ。まったく……胸に真まっ平たいらな黒板をぶら下げてなにを仰おつしやいますの？」

「黒板なんて下げてないわよ！　刮かつ目もくしなさい！」

　ローザも負けずに胸を張った。何一つ震しん撼かんすることのない凪ないだ海のようだ。

　しかしまあ、相変わらず仲のよいことで。出会った時よりもずいぶんと打うち解とけたな。

　ファイルを閉じて視線を上げると、俺の顔をのぞき込むようにして二人の少女が笑顔を浮かべた。

「「というわけで、おかえりなさいカイ先生！」」

　示し合わせていたように、二人の呼吸はぴったり揃そろっていた。

　金髪ロングのお嬢様がリリィ・ヒルトン。

　この国を牛ぎゆう耳じる三百人議会にも名を連つらねる名門ヒルトン家の令嬢だ。学園の二年生で白魔法専攻。才能実力ともに学園屈くつ指し。その優秀さと出自から、白魔導士の教士たちから引く手あまたのはずなのだが、ある理由でずっと誰の門下にも加わらずにいた。そんな彼女を、ひょんな事から俺があずかることになったのだ。

　隣に立つ黒髪ショートのちびっ子はローザ・ワイルド。

　異形種によって滅ほろぼされた僻へき地ちの村の出身で、身寄りも後ろ盾だてもない中、自分の才能一つでのし上がってきた黒魔法の使い手だ。第七界層に属する高等な攻撃魔法すらも操る〝選ばれし才能〟の持ち主である。が、二年生になるまでいい指導者にも学友にも恵まれず孤独な一匹狼で、伸び悩んでいたのが俺の元に転がり込んできた。目下の目標は打倒〝俺〟という物ぶつ騒そうな少女だ。

　ローザがかかとを浮かせるように背伸びしながら俺に訴うつたえる。

「やっとまた学園生活が楽しくなりそうね！　ここしばらく、午後の授業はずーっと退たい屈くつしてたんだから。さあ、今すぐぶっとばしてあげるわ！」

　その隣でリリィも頷いた。

「ええ。カイ先生と手合わせできなくて、すっかり腕うでがなまってしまいましたわ」

　さっそく実戦形式の訓練を希望する二人。

　が、俺は青いファイルで二人の頭を軽くパンパンと叩たたいた。

「この前は試験演習のために実戦形式で訓練をしたが、あれはあくまで緊急措置だ。しばらくは座学や個別の基礎訓練だぞ」

「「ええー!?」」

　二人同時に抗議の声を上げる。息ぴったりなのは『限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド』の完成に必ひつ須すだが、それ以前に二人の弱点を補強していきたい。

「文句を言うな。二人とも得意分野に特化しすぎて、苦手を放置してきたからな。そのツケをこの前みたいな実戦で払わせるのはリスクが大きいんだ」

　その分の見返りも大きいということは、黙だまっておこう。

「いいか？　ローザはまだ感覚で構築を誤ご魔ま化かしている部分がある。だから今日からは座学を中心に魔法理論の補強だ。リリィはわかっていると思うが、魔法力の負ふ荷かに肉体が耐たえきれるように、基礎体力訓練だぞ」

　ローザが黒髪を振り乱して吠ほえた。

「い、いいじゃない感覚でやっても！　魔法で大事なのはライブ感よ！」

　お前はそのライブ感で無む駄だに魔法力を消しよう耗もうしすぎだっての。

　リリィも不満があるらしく、ほっぺたをぷくーっと膨ふくらませた。

「基礎体力訓練なんて、カイ先生の門下でなくともできることですわ！」

　まあ、ぶっちゃけそうなのだが……いくら文句を言ったところで基礎は避さけて通れないぞ。

　それに……恐らく今の俺では、二人を同時に相手することができない。

　先日の戦いで俺の力はそれほどまでに消耗しきっていた。













　教士として現場復帰したものの、ローザとリリィにはそれぞれ基礎的な練習メニューを課かす。それから、二人には使った記憶がおぼろげだという『限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド』について、座学でのおさらいをメインにした。

　本来なら実際に魔法を使わせる形で復習させたいのだが、今の俺おれには万が一、二人の魔法が暴走した時に抑おさえることが難しい。

　本当なら俺は自身の回復に専念したいところだった。今回は経けい過かがあまり芳かんばしくない。

　学園に復帰して三日ほど経たっても魔法力がこれまで通り充じゆう塡てんされることはなく、ついに四日目の午後に二人──ローザとリリィに、俺は呼び出された。どうやら二人ともしびれを切らしたようだ。

　演習場のステージの真ん中で、マジックワンドを構えてリリィが声を上げる。

「もう走り込みばっかりでは飽あき飽あきですわ！　血ち反へ吐どを吐くほど濃厚な個人レッスンを希望いたします」

「その血反吐を吐かないための基礎訓練なんだが……」

　俺は溜ため息いき混じりに返した。

　リリィの隣となりに並び立ち、ローザが俺を標的に据すえるようにマジックロッドを突きつける。

「そろそろ身体からだの調子もよくなったでしょ？　あんまり怠なまけられてカイの戦闘感覚が鈍にぶっても、こっちが困るのよ。弱いカイじゃ倒しても誇ほこれないもの」

　二人の瞳ひとみは真剣だ。仕方ない。やれるだけやってみるか。

「わかった。それじゃあリリィから……」

　ローザが一歩前に出る。

「ずるいわ！　ま、前みたいでいいから……ふ、ふふ……ふたり一緒に……」

　リリィもニッコリ微笑ほほえんだ。

「ええ。ここは公平にお相手願いますわ」

　ローザもうんうんと頷うなずいた。

「そもそも、あたしたちの連れん携けい強化が必要なんでしょ？　バラバラに戦うんじゃ訓練にならないんだし！」

　柄えの長いマジックワンドをバトンのように振ふってリリィも臨戦態勢だ。

「カイ先生と一対一では、こちらもすぐにやられてしまいますものね」

　俺はしぶしぶマジックロッドを両手でそれぞれ抜き払った。

「どうなっても知らないからな」

　我が門下では訓練時も実戦用の魔法公式ロジツクを採用する。練習用の仮想魔法には頼らないスタイルだ。

　ステージに上がった途と端たん、開始の合図も待たずにローザが炎えん矢やを放った。同時にリリィがローザに加か速そくの魔法を掛かける。絶たえ間まなく連射される炎矢は、一つ一つの威い力りよくこそ抑えられてはいたのだが、牽けん制せいには充分すぎる。

　俺はステージの床石めがけて黒の第三界層──地ち裂れつを放った。地形を変化させる魔法で、ステージの床石を跳はね起こして壁にする。

　炎矢は石材を焦こがしはするものの、穿うがつまでには至いたらない。それにしても手数重視か。実にローザらしい。

　石壁の向こうからローザが吠えた。

「なんだかとっても地味な防御ね！　けど、どんな防御も関係ないわ！　このまま飽ほう和わ攻撃でカイの選択肢を潰つぶすから！」

　リリィが頷きながらマジックワンドを振るう。

「相手に防御態勢を強しいている間に、わたくしがローザを更さらに強化しますわ」

　次々とローザに強化系魔法が付ふ与よされた。このままではまずい……俺は石壁の裏側で正面に白の防御魔法──輝き盾だてを積層展開させる。

　三枚ほど輝盾を張ったところで、横よこ殴なぐりの雨のような炎矢の勢いが弱まってきた。石壁を挟はさんだ向こう側の様子を視認できないのはお互い様だが、白魔法で完全強化されたローザが構築している魔法がなんなのかは、大気のピリつき具合でわかる。

「撃ち抜け……槍術式雷帝インドラ！」

　ローザが最も得意とする第七界層の雷属性攻撃魔法の完成だ。ローザを取り囲むように雷光の帯が渦うず巻まいている。しかも貫かん通つう力りよくを強化するよう槍そう術じゆつ式しきとアレンジまでしてあった。

「いっけええええええええええええええええええええええええ！」

　雷らい帝ていが唸うなりを上げて放たれた。一直線に石壁めがけて撃ち込まれた雷の槍やりは、壁を粉こなみじんに砕くだくと俺の目前に迫る。

　すかさず黒の第六界層──吸きゆう魔までその魔法力を吸収しようとしたのだが……魔法公式の構築は完璧にもかかわらず、俺の魔法は発動しなかった。クソロッドの〝重さ〟を今の俺の魔法力は支えきれないらしい。即座に吸魔の公式を破は棄きする。

　事前に張っておいた輝盾に魔法力を注いだが、目前で、パリンパリンパリンとガラスのように三枚が砕け散った。俺はその場でのけぞるように身をそらす。

　かわしきれない。

　雷槍が左ひだり肩かたを貫つらぬいた。反射的に治ち癒ゆの魔法公式を展開する。だが、魔法は発動しない。起動のための魔法力が足りていなかった。

　直撃部位から全身に雷撃がほとばしる。立っていられず仰あお向むけに倒れてしまう。

　二人の悲鳴と足音が近づいてきた。

「ちょ、ちょっと！　なんでまともに食らってるわけ!?　回避も防御も妨害もなしなんてあり得ないでしょ！」

「カイ先生どういたしましたの!?　あの程度の攻撃を受けるなんて、らしくありませんわ！」

　ローザは「あの程度」扱あつかいされたのにも気付かず、実に気まずそうな表情を浮かべていた。それとリリィ。できれば呆ぼう然ぜんとする前に……俺に回復……魔法を……。




　目を開くとそこは学園の医務室のベッドの上だった。

　寝台の左右をローザとリリィが挟むように陣取って、それぞれ俺の手を握にぎっている。

「なにしてるんだ二人とも？」

　尋たずねると揃って肩をビクンとさせた。リリィが震ふるえた声で返す。

「お、おお、お気づきになりましたのねカイ先生」

　ローザも目を白黒させた。

「ほ、ほんとにびっくりしたんだから。なんで防いでくれないのよ!?　あんたのこと……殺しちゃったかもって心配したんだから」

　俺は目を細めて告つげる。

「もともとローザは俺を倒すつもりでいたんだから、いいじゃないか」

　ムッとした顔でローザは口を尖とがらせた。

「も、もちろんそうだけど、それはあくまで正々堂々、一対一の勝負で倒すっていうことであって……もう！　本当に……心配したんだからね」

　俺の手を離すとローザはぷいっとそっぽを向いた。その目元に小さく光るものがある。

　心配を掛けすぎて生徒を泣かせるなんて、教士失格だな。

　リリィも溜息混じりに俺の手をそっと離した。

「それで……どういうことですの？　先日のあの戦いぶりを見せられたわたくしたちには、カイ先生の実力があんなものではないことは明白……目立たぬようにと他の教士や生徒たちを欺あざむくならいざ知らず、今さらわたくしたちにまで実力を隠す意い図とがわかりませんわ」

　リリィの言葉に、俺はゆっくり頷いた。

「ああ、ちゃんと話すよ。実は……まだ完かん治ちしてないんだ」

「そ、そうでしたの？　ではわたくしたちのために無理をして……」

　しゅんとするリリィの一方で、ローザがそっぽを向いたまま、ほっぺたをぷくーっと膨らませた。

「本調子じゃなかったのね。べ、別に完治するまで休んでてくれてもよかったのに」

　リリィもコクリと首を縦に振る。

「本当に申し訳ありませんわ。稽けい古こをつけてもらおうと無理に引っ張り出してしまって……カイ先生が治るまで、きっちり自習しておきますから」

　ローザがちらりとこちらに視線をよこした。

「ご、ごめん……カイと早く戦いたいってわがまま言ったのあたしだから。リリィは付き合ってくれただけなの。責せめるならあたしにして」

　俺は頰ほおを指で掻かきながら二人に告白した。

「いいって、ちゃんと言わなかった俺が悪いんだ……だから今度こそ正直に話すけど……恐らく完治はしないんだよ」

「な、ななななんですって！」

　リリィが悲鳴を上げた。

　ショックだったのかローザに至っては半分口を開けたまま呆然としていた。

　俺は続ける。

「普段なら魔法を使わなければ数日である程度は持ち直すんだけどな。この前の戦いで、いささか無理をしすぎたみたいだ」

　ぼへーっとしていたかと思いきや、突然ローザが俺の胸ぐらに摑つかみかかってきた。

「なに他ひ人と事ごとみたいに言ってんのよ!?　あんたが強くないとあたしが困るの！」

「そうだよな。次元解析法リグ・ヴエーダシステムの盲もう点てんも突かれたままだし、これからますます異形種の襲撃に対応しなきゃならんのに……ああ、いやそれよりも二人にちゃんと教えなきゃいけないよな」

　ローザは俺の頭をがくがくと揺ゆらした。

「どうして平然としていられるのよ！」

「うおお！　揺らしすぎだぞこっちは病み上がりだってのに」

　リリィに「それくらいになさい」と視線で諭さとされて、ローザはハッとした表情で、俺の胸ぐらから手を離すとしょんぼりうつむいた。

　憂うれうように眉尻を下げてリリィが俺に訊きく。

「本当に打つ手はありませんの？　こうなれば恥はじも外がい聞ぶんもありませんわ。実家に掛け合って最高峰の魔法医を紹介いたします……魔法医の名門サリバン家でしたら父が懇こん意いにしていますから！」

　サリバン……たしか三百人議会に名を連つらねる白魔導士の家名だ。回復系の魔法医学に長たける一族だったと思う。

　俺は首を左右に振った。

「お前の親を頼るとなにか条件をつけられて、リリィの立場が悪くなるかもしれないしな。そもそも、どれだけ優秀な魔法医でも治せないんだ。年単位でゆっくり時間をかけるか……」

　実はこの症状をすぐに治す方法はある。無理矢理、強大な魔法力をぶち込むのだ。ただ、それをするにも魔法力の相性問題が浮かび上がる。

　複数人の魔法力を俺に流し込んでも、波長が混こん濁だくして肉体に馴な染じまない。波長が合わなければ最悪の場合、俺という人間が壊れてしまう。

　かといって、単独で俺の容量を満みたせる、それでいて魔法力の波長が合う人間なんて……恐らくこの世に一人しかいないだろう。

　ローザが俺の顔をのぞき込んだ。

「やっぱり治す方法があるのね？　あたしにできることなら、なんでも遠慮なく言ってちょうだい！　誰だれかを癒いやすことは、あたしの魔法には無理だけど……」

「気持ちだけで充分だ。それより今日の炎矢の飽和攻撃だが、弧こを描えがくような曲きよく射しやにすれば壁を越えてこっちにもっとプレッシャーを与えられたぞ。次から試ためしてみてくれ。よりねちっこく相手に嫌がらせできるから」

「も、もう！　こんな時にダメ出しとかしないでよ！　あんたのことでいっぱいで、せっかくのアドバイスも頭に入ってこないから」

　リリィも俺に迫った。

「でしたらこのマジックワンドを質入れしてでもお金を工く面めんいたしますわ！　それで少しでも治療の足しになれば、わたくしも本望ですもの」

　胸を張るリリィを俺は困り顔で諭す。

「こらこら。魔導士の相棒を借金の形カタにするんじゃない」

「けど……このままでは……」

「そ、そうよ！　なんとかできないの？」

　二人の熱心な眼まな差ざしに、俺も覚悟を決めた。とはいえ、あの方法が今も有効かどうかは一種の賭かけにもなるし、相手の同意だって得られるかどうか……いや、あいつは「オッケー」と言ってくれるか。

　となると、問題はどうやって彼女と接触を図はかるかだ。

　先日の戦闘で俺と組ませると危険だということは、議会と王立研の上層部連中も再確認してるだろうし……うーむ……。

　ローザの雷帝にノックアウトされたダメージが抜けきっていないせいか、頭が回らなくなってきた。

　ともあれ、まずは目の前の二人の心配を取とり除のぞいてやらないとな。

　俺は二人に告げる。

「そんなにしょぼくれた顔をするなって。今すぐに元通りとはいかないが、できるだけ早く復帰するからさ」

　俺は笑顔を作る。二人はほっと息を吐き、ようやく安あん堵どしたようだった。

　誰かのために笑うってのは結構しんどいもんだな。













　翌日の午前中に、俺おれはまたしても学園長室に呼び出された。

　用件は出向依頼だ。わざわざ俺を指名したのは王立魔導研究所だった。

　眼鏡めがねのブリッジを中指で軽く押し上げるようにして、ルーファス学園長が俺に告つげる。

「出向任務の詳細については私もうかがっておりません。というか、極ごく秘ひ扱あつかいだそうです。が、貴方にはこう言えばわかるだろうと伝言されているので、そのまま伝えます」

　一呼吸置いてルーファスは「水袋から漏もれている……だそうです」と続けた。

　水も漏らさぬ防衛システム。先制迎撃を可能にする防壁に穴が開いたということは、どうやら間違いなさそうだ。

　学園に接近するまで超大型異形種を、次元解析法リグ・ヴエーダシステムは感知できなかった。

　人類の版はん図との半分を蹂じゆう躙りん、侵略した未知の存在──異形種。大陸の東で発生したとされるが、その詳細は未いまだ謎なぞだらけである。その外見は巨大な虫のようであり、数百数千……時には数万という群むれを成して人類に牙きばを剝むく。村や街を襲い、巣を根ね付づかせ、土地の竜りゆう脈みやくから魔法力を吸い上げては増ぞう殖しよくを繰り返すのだ。連中が汚お染せんした大地に人は生きることができない。

　そんな厄やつ介かいな連中を水みず際ぎわで食い止めてきたのが、次元解析法リグ・ヴエーダシステムだった。

　異形種がいつ、どこからどの程度の戦力で襲撃してくるのかを予知する神しん託たく装置……だったのだが、それが先日、破やぶられた。

　早急な対策のためにも、手っ取り早く開発者の意見を求める──ってところだろう。

「わかりました。今日にも出で向むくとします」

「おや、ずいぶん素直なんですね。古巣に呼び出されるのが、もしかして嬉うれしいんですか？　あちらに再雇用の目はありませんよ。貴方と私の〝契約〟があることをお忘れなく」

　普段は大物然ぜんとしているルーファスらしくもなく、早口でまくし立てる。

　学園を救うためとはいえ、学園長にはたんまりと借りがある。もとよりローザとリリィが一人前の魔導士になるまでは、俺もここを離れるつもりはない。

「それもわかってる」

　学園長は「結構」と、頷きながらチケットを手にしてヒラヒラと揺らしてみせた。

「貴方の向こうでの仕事ぶりにもよるのでしょうが、正直なところどの程度期間がかかるかわかりません。行きの分しかありませんが、まずは受け取ってください。帰りのチケットはあちらで用意するとのことですから」

　王都キャピタリア行きの列車のチケットは、なぜか三枚あった。

「多くないか？」

「普段は関係者以外足を踏み入れることができない王立研に、社会科見学に行くチャンスですからね。門下生の二人にはすでに通達してあります。もちろん二人ともしばらく公欠扱いになりますから、成績に関しては安心してください」

「安心って……聞いてないぞ!?　まさかローザとリリィを連れていけとでも？」

「ペア戦も優勝しましたし、これくらいのご褒ほう美びはあってもいいと忖そん度たくしまして」

　俺は頭を抱えた。

「貴方がどうしても一緒に行きたくないと仰おつしやるのであれば、二人だけを自由見学に行かせましょうか？　王立研には了承も得ていますし」

　別行動などもっての他だ。

「俺がきっちり監視……いや、引率します。させてくださいお願いします」

　俺は差し出されたチケットを受け取った。学園長は「大変素直でよろしいです。滞在に関する経費の領収書はこちらに回してください」と満足げだ。

　昔の職場をローザとリリィに知られるのは、正直恥ずかしい。いや、王立研の施設を見るのは二人にもよい経験になるとは思うのだが。

　研究室に引ひき籠こもっていた……もとい、研究を第一に考えていたこともあって、王立研での過去に触ふれられるのはつらいものがある。

　こんな事になるなら、もう少し人間関係に気を遣っておけばよかった。




　王立研があるのは王都キャピタリアの中心地にも近い、学術研究区だ。研究所とはいうが、建物が一つあるわけではない。管かん轄かつエリアが都市さながらに栄さかえており、敷地だけでも学園の三倍はあった。

　途中、列車を学術研究区行きに乗のり換かえて、王立研の第一研究棟に向かう予定だ。

　流れる景色を眺ながめながら、俺たちは今、列車に揺られていた。

　用意されていた客車は快かい適てきな一等個室だ。座席が対面していて、引き出し式のテーブルまでついていた。

　教え子二人が俺の向かいの席に並んで座っている。俺の隣は荷物のつまったリュックが陣取っていた。

　どちらが俺の隣に座るかで口論になったので、こういう形になったわけだが……。

　慕したわれるのはありがたい。が、最近どうにも以前よりくっついてくるというか、ひっついてくるというか……まるで親鳥のあとを追うヒヨコみたいだ。頼りにされるのは構わないが、それが依存にまでなるのはいささか問題である。

　そんな二人の姿が、時とき折おり昔の相方と重なって見えた。面倒を見すぎてお姫様になられても困るからな。二人ともとなれば余よ計けいにだ。

　客室の窓側の席にぴたっとはりつくと、向かい側でローザがきらきらと目を輝かせた。

「わああ！　走ってるわ！　ぐんぐん走ってる！　しかも椅い子すはソファーみたいにふかふかだし、魔導文明万歳って感じね！」

　偉えらくご機き嫌げんだ。リリィはといえば、そんなローザに目を細めている。

「あらあら、ローザってば子供みたいにはしゃいじゃって、列車に乗ったことがありませんのね？　窓際の席に興奮できるのがうらやましいですわ」

　向き直ってローザが口を尖とがらせた。

「全然興奮してないわよ！　ちょっとだけテンションがマックスなだけなんだから」

　ちょっとだけマックスとは矛む盾じゆんしている。それに気づかないくらい楽しげに、ローザは続けた。

「授業は公欠扱いで単位もらえて旅行なんて最高じゃない？　というか、なんでも慣なれっこになっちゃって、新鮮な喜びが得られない感性の干ひからびた人って可か哀わい想そうね」

　リリィがますます目を細めた。

「この年齢でお子様の心を持ち続けているなんて、本当にローザってば可か愛わいいですわ。早く心も胸も大きくなれるといいですわね？　わたくしがローザの成長を見守ってさしあげますから」

　ローザが「言ってくれるじゃない」と、マジックロッドの柄に手を掛けた。俺は溜息混じりで二人にくぎを刺さす。

「こらこら、出発早々ケンカするんじゃない。いいか、今回は旅行じゃなくて社会科見学だからな。レポートをきちんと提出できるように、メモとかちゃんととっておけよ」

　リリィが小さく頷いた。

「もちろんですわカイ先生。しかも行き先は王立魔導研究所……カイ先生の以前の職場だなんて、楽しみですわね」

　純粋にそう思っているのなら構わないんだが、リリィの知的好奇心が「先進の魔導研究」ではなく、俺の過去に向くのだけは阻そ止ししなければならない。

　ローザがぐいっと身を前に乗り出した。

「お泊とまりセットが必要ってことは、何日か外泊するのよね？　えっと、もしかしてカイと一緒の部屋……とか？」

「お前はなにを言ってるんだ？」

　リリィの頰ほおがほんのり赤くなった。

「それは一大事ですわ。若い教士と一つ屋根の下……間違いが起こってしまうかも」

「安心しろ。王立研が用意してくれた宿舎でちゃんと別室だ。衣食住全部向こうで面倒みてくれるから」

　ローザが肩を落とす。ハネ気ぎ味みな髪までしょぼんと垂たれ下さがった。まるで猫の耳だな。蚊かの鳴くような声でローザは続けた。

「ええぇ……それじゃあ寝首をかけないじゃない。王立研ならカイの治療もできるんでしょ？　回復と同時に……えいっ！　ってやってやろうと思ってたのに」

　マジックロッドを手にしてローザが素す振ぶりを始めた。

「物ぶつ騒そうなことを言うんじゃない。お前は俺を正々堂々倒すんじゃなかったのか？」

「戦い方を工夫しろって、カイはいつも言ってるじゃない？　寝込みを奇襲するのも立派な戦術でしょ？」

「まず第一に、王立研に俺が呼ばれたのは魔法力低下とは関係ない全くの別件だ。それと工夫はしろと日々口をすっぱく言ってきたが、ＴＰＯはわきまえるように。いいか、これからしばらくは学外になるんだし、世間の目ってやつがシビアなんだ。問題行動を起こせばすぐ学園に苦情が飛んでいって、結果……監かん督とく不ふ行ゆき届きな不良教士の俺の首が、ボンッ！　と、吹き飛びかねない」

　ぷくーっとローザのほっぺたが膨れた。

「ちょ、ちょっと！　自分を人質にとるなんてずるいわよ！」

「ずるくて結構！　ともかく王立研にいる間は俺に勝負を挑いどむのは禁止だぞ」

　リリィはリリィでますます頰を赤く上気させていた。

「本当にローザは大だい胆たんですわね。わたくしも見習って、正々堂々とカイ先生の部屋に押しかけて……じょ、冗じよう談だんですわよ。わたくしもローザも色香で教士を惑まどわせるような、悪い子ではありませんから。あ！　ローザったら惑わす魅み力りよくにちょっとだけ乏とぼしいですわね。カイ先生にマニアックな趣味があればよかったのに」

　リリィは得意げに胸を張った。自信満々なリリィのほっぺたをローザが指でつつく。いや、つつくというかぐりぐりと指先を押し込むようにして告げる。

「もうその手の挑発には乗らないわよ。むしろそっちこそカイにメロメロで、本当は毎晩カイのことを思いながら枕まくらをギューっ！　とか、やってるんじゃない？」

「ば、ば、バカなことをおっしゃらないでくださいまし。そういうローザこそ、カイ先生のことを思ってベッドの上で陸りく揚あげされた魚のように、ぴちぴちとのたうち跳はね回まわっているんじゃありませんこと？」

「のたうたないわよ！　それに跳ねも回りもしないわ！」

　二人がにらみ合ったその時──

　丘きゆう陵りよう地帯にいくつもの巨大な建築物が並ぶ光景が、車窓に飛び込んできた。ローザの黒髪がピョン！　と跳ねるように立つ。

「あっ！　見て見てカイ！　でっかい風車ね！　しかもあんなにいっぱい！」

「ああ。あの風車には魔法力を発生させる装置が組み込まれているんだ。竜脈がない土地でも、あのような施し設せつを利用すれば発達した都市ができるってわけだ」

　ローザはじっと風車の羽根を見つめている。遠くにあって、ゆっくりと回っているのだが、実際はかなりの大きさだ。全高だけなら学園の建物よりも高いかもしれない。

「ぐるぐる……ぐるぐる……あうぁ……目が回るわ」

　ローザはへなへなと腰こし砕くだけになって席についた。

「風車で目を回すなんてトンボか」

　リリィが口元に手を添そえて楽しげに笑う。

「うふふ、ローザって本当に変な子ですのね。そうですわ！　王都まで時間もたっぷりありますし、到着前に軽く食事を済すませましょう」

　リリィが手荷物からサンドイッチのバスケットを取り出した。学園のカフェテリアに頼んで、サンドイッチを作ってもらっていたらしい。

　ローザのハネっ毛が再びピンと立った。

「あ、あたしの分は!?」

「もちろん三人分用意していますわ。わたくしってば優しいでしょう」

「あ、ああ……あ……ありが……とぅ」

「もっともっと感謝してくださっても結構ですのよ？」

　そういえば出発が急すぎて、胃いの中が空からっぽだった。

「悪いな……いや、ありがとうリリィ」

「白魔導士たるもの、仲間を空腹の危機から守るのも仕事の内ですわ」

　三人で車窓に流れる景色を楽しみながら、俺たちはリリィの用意したサンドイッチで腹を満たした。

　歓談しながらの食事なんて久しぶりだ。二人とたわいない話をしたり、最近学園内で流は行やっていることや、白魔導教士のマルクスへの愚ぐ痴ちをこぼす。

　食べ終わってからしばらく、窓の外を流れる風景にも慣れたローザが、荷物からトランプを取り出した。三人でばば抜きをして到着までの時間を潰したのだが……十戦やって俺は一度もトップで上がることができなかった。

「お前ら……なんか示し合わせてないか？　視線でサインを送り合ったりとか……」

　している様子はなかったのだが、つい、訊いてしまった。

　残ったジョーカーが、俺に皮肉っぽく笑いかける。ローザが首を傾かしげた。

「そんなのしてないわよ。っていうか、カイって弱いのね」

　リリィも意外そうな顔をした。

「駆かけ引ひきはカイ先生の得意分野と思ったのですが、こういうこともありますのね」

　お開きとばかりに俺はジョーカーを山札に戻した。しかし、人生でここまで勝ち運に見放されたのは前ぜん代だい未み聞もんだ。

「カードは得意だったんだが……そうだ、結局どっちが何勝したんだ？」

　ローザが手をぱっと開いた。

「あたしは五勝ね」

　リリィが頷く。

「わたくしも同じですわ」

　こんなところまで、ぴったり合わせなくてもいいのだが……しかし、一勝もできなかったのは悔くやしいな。今度違うゲームで細さい工くをしてでも勝って、勝かち誇ほこってやろう。と、大人げなく思ってしまった。




　中央駅から学術研究区の路線に乗のり継ついで、指定の駅で迎えの車に乗せられる。

　学園からものの数時間で、俺はかつての職場に戻ってきた。

　王立魔導研究所──通称、王立研が誇る白はく亜あの巨きよ塔とうは、まさに人類の叡えい智ちの結晶だ。王立研は七つのセクションに分かれているのだが、俺たちが案内された第一研究棟は他の六つの研究棟を統とう括かつする心臓部だった。

　研究棟は竜脈の上に建たてられ、各種魔導機器を自由に使うことができた。研究を志こころざす者にとっては楽園にして終着点と言える……そんな場所だ。




　白衣姿の研究員たちが、第一研究棟のメインロビーを忙いそがしそうに行き来している。

　彼らはみんな一般研究員──平ひらの研究員たちだ。一般研究員は、より優秀な主任研究員と呼ばれる特権階級のラボに入り、コキ使われながら経験を積つみ、限られた枠わくである主任研究員を目指すのである。そのあたりは、学園の門下生システムに近い。門下生は優秀な成績を修めて卒業を目指すのだが、王立研の一般研究員は師し事じを受けた主任研究員にとりたてられて、そのラボを引き継ぐことを目標としている。

　とりわけ、この第一研究棟は他のセクションに比べて主任研究員の個人権限が強く、その研究分野も自由で多た岐きにわたっていた。

　受付で待つよう言われてしばらく……ローザとリリィはガラス張りのロビーにそわそわと、なんだか落ち着かなさそうにしている。

「シンプルな内装……というよりも、とても殺風景ですわね」

「まるで魔法実験の時に使う試験管とかビーカーみたい」

　リリィが溜息を吐き、ローザが感想を漏らした。調度品の類たぐいもなければ、古城のような学園の建物とはまったく趣おもむきが違う。壁一つとっても継ぎ目がなくまっさらだ。

　以前はこの無機質さをなんとも思わなかったんだが、改めて言われてみると味気ない。

「前からこんなもんだったぞ。しかし……担当者が来やしないな」

　首になって……もとい、離職してからそろそろ一年か。誰かを頼ろうにも、引き籠もって研究していたせいで、他の研究員の顔をまともに覚えていないのだ。顔見知りの人数は片手の指で収まる。が、第一研究棟だけでも職員は千人単位だった。取り次ぎを頼めそうな知り合いと遭遇する確率はかなり低い。

　どうしたものか。どこかに行こうにも、研究棟内のセキュリティーは厳重だ。ロビーより先に進むために、保安システムを干かん渉しよう、破壊しながらというわけにもいかない。

「あ……カイ先生。こんなところに子供がいますわ。迷子かしら？」

　ロビーの奥──ラボへと続く自動扉から、小柄な少年が姿を現した。途と端たんに、急ぎ足で行き交っていた一般研究員が整列する。一礼して全員が少年に道を譲ゆずった。

「ふふふ、ありがとね。けど、足を止めている一分一秒も無駄にしちゃだめだよ。ほら、解散解散」

　少年がパンッ！　と、手を叩くと、一般研究員たちは蜘く蛛もの子こを散らすように、ほうほう持ち場に戻っていく。

　そして少年はそのまま歩みを進めると、俺たちの前で立ち止まった。

　透き通るような白い肌に、青みがかった髪色。小柄で華きや奢しや。背せ丈たけはローザといい勝負だった。白衣を纏まとい、腰に下げたマジックロッドは白魔導士用の高級品だ。

　少年は俺を見上げるようにしてから、ニッコリ笑う。

「初めまして。ボクはアオイ・サリバンだよ」

「ああ……カイ・アッシュフォードだ。二人はローザとリリィ。俺の門下生になる」

　紹介がてら俺は二人に挨あい拶さつするよう促うながした。ローザとリリィがちょこんと頭を下げる。

　顔を上げるとリリィが不思議そうな顔でアオイを見つめた。

「サリバン家に縁えんがあるのかしら？」

「本家の嫡ちやく男なんだよ。リリィ・ヒルトンっていうのはキミかな？　同じ選ばれた名家を継ぐ者として、仲よくしようね」

　困惑したように眉尻を下げながら、リリィは「え、えぇ」と言葉も少なく返した。

　サリバンと言えば、リリィの実家と同じ三百人議会に名を連ねる魔法医学の権威だ。俺の治療にリリィが頼ろうとしたくらいの、治癒や生命に関する白魔法の専門家でもあった。

　どうりでこの少年が出て来ただけで、他の一般研究員が大おお仰ぎように隊列を組んで一礼したわけだ。確かサリバン家は王立研に多額の寄き付ふという名の投資をしていた。他の名家が持つ民間の独立した研究機関ほどではないにせよ、サリバンの名が王立研で発言力を持たないわけがない。

　アオイは視線を俺に向け直した。

「ふーん。それにしても……なんかがっかりだなぁ。冴さえないねカイ君って」

　いきなりふっかけられた。

「ちょっと……カイに失礼じゃない！　だいたいなんであんたみたいなちびっ子が、こんなところにいるのよ？」

　ローザがアオイに食ってかかる。まいったな。ローザは三百人議会のこともろくに知らないのだ。黒魔法の知識と才能と技術はもっているのに、世間一般の常識に関しては俺以上に疎うといところがある。今度補習に一般教養を足たしておこう。

　アオイが溜息混じりに返した。

「っていうかぁ……キミって自分が誰に口を利きいてるのかわかってないよね？」

「わかってるわよ。常識も礼儀も知らない失礼で高こう慢まんなおこちゃまに……でしょ？」

　澄すまし顔だったアオイの眉がビクンと引きつった。その抗議はローザにではなく、保護者の俺に向かう。

「ちょっとカイ君さぁ……困るんだけど。こういう駄だ犬けんみたいなのは、ちゃんと飼い主がしつけておいてくれないと」

「だ、誰が駄犬よ！　いいカイ？　口出しも手出しも無用よ！　人生の先輩として、あたしが指導してやるわ」

「あーもう、キャンキャンうっさいなぁ」

　同じくらいの目線の高さで二人は睨にらみ合った。争いは同レベルの者同士で起こるというが、まさにそんな感じだ。

　リリィが微笑ましそうに目を細めた。

「なあリリィ。そろそろローザを止めてくれないか？」

「あらカイ先生、それではおもしろくありませんわよ」

　おもしろがるな。ここは俺がどうにか収めるしかなさそうだ。

「こらローザ。相手がどうであれ、条件反射的に嚙かみつくんじゃない。心に棚たなを作って感情を抑よく制せいし、深呼吸して十秒カウントしてから返答を考えるように。それと……アオイって言ったな。お前の実家が名門だからって、いきなり冴えないだのがっかりってのは言いすぎじゃないか？　まあ、俺がしょぼいのは認めよう。ただ、他の大人相手にそういう態度は……」

　言葉を遮さえぎるようにして、アオイは俺を鼻で笑う。

「ハンッ……事実を言っただけじゃん？　だいたい教士なんてしてるくせに、なにそのダッサいマジックロッドは？　しかも白と黒を一本ずつって意味わかんないよ。どう見ても最低品質で、そこいらのゴミ箱でも漁あさった方がマシなロッドが出てくるんじゃない？　むしろない方がマシっていうかさ？　本当にカイ君って王立研にいた人なの？　そうは見えないなぁ」

　疑惑の眼差しもごもっともだ。まあ、こういう手合いには俺も慣なれている。昔からお偉い連中にはさんざん色眼鏡で見られてきたしな。

「きちんと照会すれば俺がここの主任研究員だったことはわかるはずだ」

「知ってるよ。知っててあえて訊いたの。元最年少主任研究員のカイ君。ハァ……バスティアン先生に頼まれなきゃ、誰が案内役なんてするもんか」

　このクソガ……少年が、本日の案内役とは頭が痛くなりそうだ。

　アオイは俺を睨みつけた。

「ともかく、ここにキミを歓迎する人間はいないし、キミの最年少記録もボクが更新したから、レジェンドぶってデカイ顔されると迷惑なんだよね。ましてや出戻りなんて１００％あり得ないから」

「なんだその……最年少記録ってのは？」

　アオイは胸を張って軽く握った手の親指を立てると、自分の顔を指さした。

「二は十た歳ちで王立研の主任研究員に抜ばつ擢てきされた誰かさんなんて過去の遺物ってこと。今の最年少記録はボク……アオイ・サリバンの十四歳と二ヶ月だからね」

　十四歳で主任研究員とは、実家の後押しがあったにしても驚きだ。そうか……俺が離職すると同時に、その空席に滑すべり込こんだのがアオイというわけだ。

　片や端はたから見れば意味不明な研究に没頭する金食い虫。もう一方は多額の寄付で王立研を支えるスポンサー様の御おん曹ぞう司し。

　今が平和と勘かん違ちがいしている連中が、どちらを取るかなんて火を見るよりも明らかだ。

　アオイは俺の顔をビシッと指さした。

「で、放ほう逐ちくされた出で来き損そこないがなにしに来たのかな？　どうしても一般研究員からやり直したいっていうなら、モノの頼み方ってものがあるでしょ？　その頭は飾かざりかなぁ？　もっと有効に使えるんじゃない？　例えば床にこすりつけるとか……ね？」

　アオイの嫌味についに静観していたリリィもキレた。笑顔でチクリとアオイを刺す。

「名家の後押しとコネで主任研究員にさせてもらっただけの、頭の軽い御お神み輿こしっていかにも担かつぎやすそうですわね」

　他の誰かが言ってもただの「負まけ惜おしみ」にしか聞こえないのだが、同格の名門ヒルトン家の令嬢の言葉となると違ってくる。

　それでも、アオイは余裕の表情だ。

「ヒルトン家の人間とは思えない物言いだね。俗ぞく物ぶつに囲まれて悪い方に染そまっちゃったのかな？　ボクは心の広い人間だから、リリィさんの妄もう言げんを許してあげるよ」

　リリィが無言で背中に手を回すと、マジックワンドを抜こうとした。すかさず止める。

「ちょ、待てリリィ！　早まるな！」

「教育的指導が必要ですわ！」

　リリィの言葉に合わせて黒髪のハネっ毛が揺れる。

「珍しく意見が一いつ致ちしたわね！」

　隣でローザまでマジックロッドを抜き払った。

「とりあえず『ローザさんごめんなさい自分が間違っていました。これからはボクのことをパシリに使って、朝昼晩最低三回は罵ののしってください』って言うまで殺すわ」

　門下生から殺人犯を出すわけにはいかない。俺はローザとリリィにくぎを刺す。

「冷静になれ二人とも。相手は子供じゃないか」

　俺の言葉が気に入らないのか、アオイは不機嫌そうにマジックロッドを抜いた。

「決闘みたいな野や蛮ばんな事は嫌いなんだけど、降ふりかかる火の粉は払わないとね」

　いや、お前が火を付けて回ったんだろうに。こいつはこいつで相当な問題児だ。

　三人まとめて灸きゆうを据すえる……にも、今の俺ではローザとリリィを抑え込むのも難しい。

　気づけば一般研究員たちが、距離を取って俺たちの動向に注目していた。

　ローザ、リリィ、アオイ……いつ、誰が魔法公式ロジツクを構築し始めてもおかしくない──その時、ロビーに男の声が響き渡った。

「おやめなさいアオイ。力には責任が伴ともなうと、あれほど言ったではありませんか？」

　ラボへと続く自動扉から、長身の男がゆっくりとこちらに歩み出る。固かた唾ずを呑のんで見守っていた周囲の一般研究員たちが、その男にも深々と頭を下げた。

　ウェーブがかった髪は紫色の光こう沢たくをたたえている。ほっそりとした体たい軀くだが背は高く、身なりはすらっとしていた。その顔はまるで面のようだ。糸のように細い目のせいか、パッと見ただけでは表情が読みにくい。

　アオイと同じく白衣に袖そでを通し、腰には使い込まれた白魔法用のマジックロッドを下げていた。見た目の印象だけで判断できる。こいつはかなりの使い手だ。そういう人間なら自然と目にとまるはずなんだが……。

　こんなやつ……第一研究棟にいただろうか？

　男の登場にアオイは溜息混じりでマジックロッドを納おさめた。

「バスティアン先生？　どうしてこんなところに？」

「貴方がいつまで経たっても戻らないから心配して来たのですよアオイ」

　そういうと、男は俺に向き直った。

「失礼いたしました。私はバスティアン・ホープ。アオイと同じく、主任研究員をしています。カイさんとはちょうど入れ違いでして、第六研究棟からの異動となりました。二十五歳で主任になって以来、サリバン家には変わることなく格別にお引き立ていただいて、彼の家庭教士を兼けん任にんしていたのですが……こうして彼が主任研究員になったあとも、サリバン家の方々から目付役を仰せつかっております」












　なるほど。どうりで俺が知らないわけだ。

　バスティアンは穏おだやかな口振りで微笑をたたえながら続けた。

「カイさんのお噂うわさはかねがね伺うかがっております。なんでも白と黒、両属性の魔法を操ることができる天才だと。さて……立ち話もなんですし、門下生のお二人の見学のため、さっそくラボを紹介しましょう。ああ、カイさんは王立研に在籍していましたから、案内なんて不要ですよね」

　俺たちをラボに招くのがよっぽど嫌なのか、アオイは不満げだ。ウサギのように片足だけ地じ団だん駄だを踏みながら告げる。

「待ってよバスティアン先生！　こんな奴らに……だ、だいたい天才なんてこの学術研究区には掃はいて捨すてるほどいるんだし、褒められたからっていい気になるなよロートル！　バスティアン先生の社交辞令だからな！」

　リリィとローザが視線で合図を送り合った。「ぶっ飛ばすわ！」「やっちまいましてよ？」とそんな会話が聞こえてきそうだ。

　アオイの言い分くらいはわかってる。こっちだって曲がりなりにも大人だ。

「いいですかアオイ。これは正式なオーダーなのです。貴方がどこの誰であろうと、国に尽つくすと誓ちかった私たち研究員は、決定に従わなければなりません」

　柔やわらかいのは口振りだけで、かなり強力な勧かん告こくだ。

「……う、うん。わかったよ……しょうがないなぁ」

　納得はしていないと顔に書いてあった。というか、アオイはローザに「あっかんべー」をしている。ローザも両目で同じく「あっかんべー」をして応戦した。

　子供かお前ら。

　困ったように眉を八の字にさせて、バスティアンは俺に向き直る。

「ご迷惑をおかけしました。さあ、こちらへ……といっても、かつての職場ですし勝手知ったるなんとやらでしょうね」

「あ、ああ……いや、よろしくお願いします。ほら、二人も……」

　俺が促すとローザとリリィも小さく会釈をした。




　バスティアンに連れられて俺たちはロビーを後にする。どうにもアオイはバスティアンを先生と呼ぶほど慕っているみたいだが、こんなに落ち着いた大人な先生の教え子が、どうしてこうも悪ガキになってしまったんだ。

　教育ってのは……もしかしたら『限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド』よりも難しいのかもしれない。













　第一研究棟のラボをいくつか見学させてもらったのだが、俺おれが見知っている魔導士は一人も残っていなかった。バスティアンの言った〝異動した〟という言葉を疑ったわけではないが、こうもさっぱりと痕こん跡せきがなくなるのは味気ない。

　変わらないのは建物と施し設せつだけのようだ。

　まあ、おかげでローザとリリィに過去をほじくり返される心配はなくなったな。

　それぞれのラボが進めている研究の内容はまちまちだった。だが、正直なところどれもパッとしない。こんな言い方はしたくないが、以前の方が活気があったように思える。

　それでもリリィは見学を楽しんでいた。防御魔法を研究しているラボでは、そこの主任を質問責ぜめにして理解を深めたくらいだ。

　黒魔法の研究をしているラボは、この第一研究棟にはないのでローザは終始、あくび混じりだった。

　そんなラボ巡めぐりのトリを飾るのは、アオイとバスティアンの共同研究室である。場所は西館の端はし──かつて俺のラボだった研究施設だ。

　長い廊下を歩きながら、ローザはつまらなさそうにあくびをもう一つ重ねた。

「ふああぁ……もっとこう、おもしろそうな研究はないわけ？　超最強無敵のすっごいマジックロッドとか、第十界層に分類される極きよく大だい破壊魔法とか」

　アオイが「これだから黒魔導士って野や蛮ばんなんだよね。研究分野で大成できないのもしょうがないかな？」と、皮肉った。

　俺が知る王立研の魔導士の比率は７：３で白魔導士が多い。これは気質の問題で、才能のある黒魔導士ほど前線に出たがるから仕方のないことだ。

「あんたさっきから、いちいち絡からんでこないでくれる？」

「事実を言っただけじゃないか？　怒りっぽいと小じわが増えるよ、おばさん♪」

「なによ！　おばさん扱あつかいとは失礼ね！　年齢だって二つしか違わないじゃない？」

「それならなおさらボクに敬けい服ふくしなよ？　たかが学園の生徒じゃないか？　二つ年下のボクは王立研の主任研究員なんだぞ」

　コツン……と、バスティアンの拳こぶしがアオイの脳天に落ちた。体たい罰ばつとはほど遠い、優しい鉄拳制裁だ。

「いい加減にしなさいアオイ。ローザさんといいましたね。大変失礼いたしました。ほら、謝りなさい」

　バスティアンが小さく頭を下げると、ローザは勝ち誇ったように胸を張った。

「ええ、わかればいいのよ！」

　すかさず俺がローザの後頭部を押さえつけるようにして、頭を下げさせる。同時に俺も謝罪した。

「すまん。ローザはその……ちょっとアレなんだ」

　下を向いたままローザが口を尖とがらせ、不満げに呟つぶやく。

「アレとはなによ！　先にふっかけてきたのは向こうなのに！」

「見学態度がなってないんだからイラつきもするさ。まったく学園のレベルの低さに溜息しか出ないね。入学しなくて正解だったよ」

　アオイもローザも納得していないようだが、バスティアンは諭さとすように言った。

「今は黒魔導士の主任研究員は第一研究棟にいないんですよ。明日、黒魔導士が多い第三研究棟の見学ができるように、こちらから話を通しておきましょう」

　さすがのローザもバスティアンの厚意には素直な反応だ。

「あ、ありがとう……ございます」

　言い慣れていないとはいえ、お礼を言うのに若じやつ干かん口ごもるのも直さなくちゃな。

　まあ、それでもローザからまがりなりにもお礼の言葉が出ただけよしとしよう。

　ゆったりとした歩幅で進みながらバスティアンは続けた。

「そうそう……これは異動した白魔導士の研究員から聞いた噂うわさなんですけどね……かつてこの第一研究棟には、ラボに誰だれも寄せ付けず、じっと一人で引ひき籠こもっては湯水のように研究費を使う謎なぞの〝幽霊主任研究員〟がいたそうです。もしかして、カイ先生ならご存じなんじゃありませんか？」

　俺は「あ、ああ。そんな噂もあった……かもな」と、言葉を濁にごした。なにを隠そう俺のことだ。バスティアンは糸のような目を一いつ層そう細める。

「その主任研究員の研究分野は王立研の上層部によって秘ひ匿とく隠いん蔽ぺいされているので、なにをしていたかを知る者は、同じ研究員にはいなかったそうなのです。そして……真しん偽ぎのほどは定かではないんですけどね、十年前の大戦の英雄──シディアンとレイ＝ナイトが使用したという、伝説のマジックロッドを作成したのも、その研究員ではないか？　と、まことしやかに囁ささやかれていたそうです」

　俺はなんとなく視線を斜ななめ上うえに外はずした。

　ローザとリリィが瞳を宝石のようにキラキラと輝かせる。

「え、それ本当なの!?」

「こちらの施設にレイ＝ナイト様がいらしたんですか!?」

　バスティアンは「さあ、そこまでは。開発したものを受領しに二人の英雄がやってきたという話は……そういえば耳にしませんでしたね」と返した。少女二人ががっくりと肩を落とす。紫色の髪を軽くかくようにして、申し訳なさそうにバスティアンは続けた。

「いや面めん目ぼくないです。しかし、幽霊主任研究員の手によって生み出され、二人の英雄が使用したそのマジックロッドは、現在ではどういうわけかこの第一研究棟の機密保管庫に保管……いえ、厳げん重じゆうに封印されているのだとか……。まあ、噂ですから本当にあるのかは眉まゆ唾つばものですよ」

　ローザがもじもじと膝ひざをすりあわせるようにした。

「あ、あ、あのバスティアンさん！　そのマジックロッドを一目でいいので拝おがむことはできませんか？　第三研究棟よりも、そっちの方が……ないならないであきらめますから、保管庫の中を見せてくださいお願いします！」

　あのローザが敬語!?　しかも隣でリリィも「是ぜ非ひわたくしからもお願いいたします。レイ＝ナイトさまの痕こん跡せきに触れられる機会なんて、コレを逃せば二度とないかもしれませんわ！」と、熱の籠もった瞳で懇こん願がんした。

　ますます困ったように眉尻を下げてバスティアンは二人に告げる。

「さすがに私の権限ではご要望にお応こたえできそうにありません。機密保管庫には幾いく重えにも結界が張られています。解かい錠じようするには三百人議会の議員──その過半数の承認が必要です。おいそれとはいきませんよ。先日の襲撃以来、キャピタリアも警戒レベルの引き上げがあったりと、何かと浮き足だっています。被害を受けた学園都市復興のために、議会で決めなければならないことは山積みのようですから……すみません。お力にはなれそうになくて」

　機密保管庫と言えば聞こえはいいが、要は現体制の維い持じに邪魔な技術や魔法を封じ込めたパンドラの箱だ。学園の生徒に公開するようなものじゃない。

　ずっと黙だまっていたアオイがローザに勝ち誇ったような笑みを浮かべた。なにも言わないが、その表情からして「ミーハーの追っかけ気分で機密に触れようなんて浅せん慮りよにもほどがあるよね」と、言わんばかりだ。

「むきー！　ぶっ飛ばされたいの？　っていうかぶっ飛ばす！」

　猿さるか！　わかりやすい怒りを発はつ露ろさせたローザをなだめつつ、心の中で溜息を吐く。

「やめておけ。国家機密だ」

　俺の技術と潤じゆん沢たくな研究費をつぎ込んで、アップデートを重ねてきた愛用のマジックロッド「黒こく獣じゆう」と「白びやく夜や」が、国家を揺るがす機密の仲間入りをしたなんて、ずいぶん出世したものだな。こうなった以上は、俺の手に戻る可能性は万に一つもなさそうだ。

　先導していたバスティアンが足を止めた。

「さて、こちらがアオイと私の共同研究室になります」

　真っ白な壁の前にネームプレートが下がっている。ノブも引き手もない自動扉だ。主任研究員か、それに認められた一般研究員が扉に触れることで解錠されるようになっていた。

　アオイが自慢げに笑いながら自動扉に触れる。

「せっかくだから見ていくといいよ。ボクの素晴らしい研究をね」

　扉が開くと中には……いくつもの檻おりが並んでいた。布をかぶせて中身が隠されているものもある。

　オープンになっている檻の中で蠢うごめくのは、人間の子供くらいの大きさの蟻型異形種ワーカーアントだった。

　咄とつ嗟さにローザがマジックロッドを抜く。

「なんでこんな所に異形種がいるわけ!?」

　ローザの瞳に黒い炎のような殺気が宿る。

　そんなローザの手首を軽く摑つかんで制止しながら俺は首を左右に振ふった。

「待てローザ。よく見ろ。異形種は檻に閉じ込められている」

　これにはリリィも目を丸くする。

「おかしいですわ！　異形種は捕ほ獲かくするとしばらくののちに、自じ壊かいしてしまうと……だから今まで、その生態の研究がうまくいかなかったはずですのに!?」

　学園の授業で習う教科書通りの反応だ。

　異形種は捕獲された場合、自壊してしまう。そのタイミングはおよそ数百秒。個体によってまちまちだ。

　この特性を利用して、結界に閉じ込め続けることで自壊を待つ戦法をかつて試ためしたこともあったが、そうなるよりも前に攻撃魔法をぶち込む方が早かったので、あえなくボツったのが懐なつかしい。

　どうやったのかはわからないが、異形種を自壊させずに捕獲するというのは俺が知らない技術だった。

　アオイは得意げに続ける。

「教科書が書かき換かわる日が近いね。異形種の捕獲は可能……なんて小さなことは言わないよ。ボクの研究と実験が成功すれば、世界は救われるんだ」

　その瞳は純粋に純真で、年齢相応の夢に溢あふれていた。

　リリィが興味深そうに研究室内に入ると、明かりに吸い寄せられる羽虫のように、ふらふらと檻に近づいた。檻の目前でしゃがみこむ。今にも手を伸ばして、檻や中の異形種に触れたいところを、じっとこらえているようだ。

「不思議ですわ。どういった技術ですの？　それに、どのような実験をしますの？」

　アオイは両腕をがばっと広げた。

「凡人たちは異形種をただの恐ろしい敵としか思っていないのに、リリィさんはとっても素晴らしいね。凡人は自分から檻に近づいたりしないし、ましてや攻撃しようなんて、脳みそが硬化してる証拠だね。その点、リリィさんは柔じゆう軟なんで、先入観っていう鎖くさりから思考が解放されているようだ」

　もったいぶりつつ、敵対行動を取ったローザを凡人扱いしながらリリィを持ち上げるアオイ。バスティアンもここは好きにさせるつもりなのか、静観の構えだ。

　皮肉を返すより先にリリィはアオイの言葉にハッとした顔になった。

「異形種を敵としか思えない……味方にするということかしら？　言葉は通じなさそうですけれど、なにか他に意思疎そ通つうの手段があるなら……」

　この戦いを終結に導みちびけるかもしれない……か。それができたなら世界の救世主だ。

　アオイは人差し指を立てて「チッチッチ」と振る。

「味方にはならないよ。だけど……もっとすごい利用法があるんだ。ボクが研究で取り組んでいる課題は魔法力問題さ。魔法力が集まる土地は限られているでしょ？　そのほかの魔法力発生装置も、風力なら風が止やめばおしまいだし、地熱や波力や水力にも限界がある。けど、無限の如ごとく湧わき続ける異形種のエネルギーを利用できたとしたら？」

　なるほど。俺はつい、口を挟はさんでしまった。

「異形種の魔法力化か」

　眉間にしわを刻きざんでアオイが俺の顔を指さす。

「ちょっとカイ君さぁ。これからがいいところなのに空気読んでよ……」

　どうやら正解だったらしい。そのアイディアをアオイ自身が考えついたというなら、たいしたものだ。アオイは溜息混じりに続けた。

「ハァ……まったくもう……当てずっぽうって怖いね。けどまあ正解。おめでとうカイ君。バスティアン先生と研究中なんだけど、もし異形種を魔法力にできたとしたら……その魔法力で人類はなんだってできるようになるんだ。例えば異形種から取り出した魔法力を人体に直接注入して、魔法力を回復させる……とかね。魔ま晶しよう石せきを落とすまで延えん々えん戦うなんてナンセンスさ。異形種は人類の脅きよう威いじゃない。恩おん恵けいにして福ふく音いんなんだよ」

　その言葉にローザのハネっ毛がピンと立った。

「なにそれずるいわよ！　けど……凄すごいじゃない！　魔法撃ち放題になるの？」

「やっと凡人にもボクの凄さが理解できたみたいだね」

　魔法力切れに悩まされっぱなしのローザには、その技術が確立できたなら朗ろう報ほうだな。

　憎にくむべき相手である異形種から力を得るというのは、複雑な心境かもしれないが。

　ローザはぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

「異形種をもって異形種を倒す……まさに一石二鳥ね！」

　複雑な心境ではなかったか。意外にシンプルだなローザ。

　リリィはというと、俺をじっと見つめていた。

「あの、カイ先生……もしその技術があれば……治療にも役に立つのではありませんかしら？」

　俺の魔法力を回復するには、莫ばく大だいな魔法力が必要になる。が、誰の魔法力でもいいというわけではない。魔法力の絶対量で俺を上回り、かつ波長が合わなければならない。

　魔晶石で代用も不可だった。高出力には違いないが、人間の波動と相あい容いれないのだ。

　そもそも、魔導装置が作られるようになったのも、人間がそのままでは活用できない竜脈や魔晶石の持つ莫大な魔法力を利用するためである。もし、竜脈の魔法力や魔晶石の魔法力を直接使えるような人間がいたら、間違いなく世界最強だ。

　俺は小声でリリィの質問に返した。

「難しいだろうな。異形種の魔法力化って着眼点は素晴らしいんだが……まだ実験は一度も成功してないだろうし」

　俺の言葉にアオイの顔から血ちの気けが引いた。

「な、なにを根こん拠きよにそんなことを言うんだ？」

「どういった理論かも大体、見当はついているんだ」

　なにせ以前に同じ事に挑戦したのだから。まあ、俺の場合は理論だけだったし、こうして異形種を捕獲する術すべもなかったから実験段階にも進めなかったわけだが……。

　アオイが俺を憎らしげに見み据すえる。

「デタラメ言うなよ旧式！」

　過去の人扱いはむしろ歓迎。枯かれた技術の旧式だってまだまだやれるんだぜ。不安定な新型より動作が安定しているからな。

　せき払いを挟んで俺はアオイに返した。

「……それじゃあ聞かせてくれ。異形種から魔法力を抽ちゆう出しゆつした際に、その波長は人間のそれとはまったく違うものになる。無理に取り込めば、人間側が拒絶反応を起こして、最悪死に至いたるはずだ。その解決策は見つかったのか？」

　過去に自分がぶち当たった壁を投げつけた途と端たん、アオイは金魚のように口をパクパクとさせた。

「な、なんで……なんでなんでなんでなんで!?　まだバスティアン先生しか知らないのに、なんでそのことを知ってる!?　そうか……どうやったかわからないけど、ボクの研究を盗み見たんだな！　この泥棒！」

「昔、同じような課題に取り組んだことがあったんだ。異形種を資源にするっていう思考に行き着いたのは立派だぞアオイ後輩」

　アオイは悔くやしそうに瞳に涙なみだまでため込んだ。

「うっ……うう……そうか……わかった。旧式のポンコツロートルだと思って見くびってたよ」

　俺に対する警戒レベルを一段引き上げた。そんな印象だ。

　ちなみにローザとリリィはというと──

「さすがですわカイ先生！　元王立研の主任研究員にして、わたくしの先生ですわね。とても誇らしい気持ちで胸がいっぱいです」

　嬉しそうにぷるんぷるんと上下に揺れる二つの丘から、俺は視線をゆっくり外した。

　ローザも「まあ当然よね。カイの場合、誰かさんとはくぐってきた修羅場の数が違うもの。カイは十年前の大戦でシディアンと共闘したことがあるのよ！　すごいでしょ！」と、こちらもこちらで自分の事でもないのに得意げだ。

　シディアンとレイ＝ナイト。二人と共闘した……ということにはしているが、ローザにもリリィにも「同じ戦場にいたかも」程度の伝え方しかしていない。

　パチ……パチ……パチ……パチ……。

　騒さわぎを鎮めるように、ずっと沈黙を守ってきたバスティアンがゆっくりと手を叩く。

「いやあーそうでしたか。カイさんは大戦時に前線に……さすがです。私など臆おく病びようなもので、後方支援に回っておりましたから。あの戦いを生き残ったのであれば、アオイよりも早くこの研究の有用性に着眼するのも不思議ではありませんよ」

　アオイは俺を睨みっぱなしだ。むしろ先駆者の失敗談を聞いて、今後の研究に活いかすチャンスだろうに。元から好かれてはいなかったが、すっかり嫌われてしまったな。

　バスティアンが俺にそっと手を差し出した。

「どうでしょう。私には権限はありませんが、王立研への復帰の手助けをさせてはいただけませんか？　上層部に貴方の復帰を掛け合ってみたいと思うのですよ。優秀な人材には相応ふさわしい居場所というものがあるでしょう？」

　つまり学園は俺に釣つり合あわない……と言いたいらしい。突然の申し出に驚いたのは、俺ではなくローザとリリィだった。捨て猫のように心細そうな視線が俺に注そそがれる。

　心配するなって。

「悪いな。自分の居場所は自分で選ぶつもりだ。不満がないといえば噓うそになるが、今の俺には学園の水が合うらしい」

　バスティアンは差し出した手をゆっくり下ろした。

「そうですか。貴方のような優秀な人材を放出してしまうなんて、王立研にとっては損そん害がいにも等しい判断だと確信しましたよ。ですが、無む理り強じいもできませんしね」

　やけに持ち上げてくれるな。今のでアオイのイライラがさらに増したように見える。

「理解してもらえて助かるよバスティアン。ところで、この異形種を閉じ込めている檻なんだが、これってもしかしてアオイじゃなく、貴方が？」

　俺の質問に「共同研究ですから成果も結果も分かち合うものですが……この檻に関してはどちらかといえば、私の担当とでもいいましょうか……」と、アオイに気を遣うようにバスティアンは言葉を濁すのだった。




　バスティアンによる檻の仕し組くみに関するレクチャーはこうだ。

　檻そのものはなんら特別な素材ではないらしい。ポイントは檻に施ほどこした特殊な封印なのだという。

「これはまだ仮説段階なのですが、異形種は他の個体と魔法力を使って通信しているようなのですよ」

　似たような事を俺も考えたことはあったが、どういった方式で通じ合っているのかまでは、さっぱりわからなかった。

　バスティアン曰いわく、異形種は俺たち人間が感知できない領域にまで周波数を高めた魔法力を飛ばし合っている。それが結界などに捕とららわれると、通信が途と絶ぜつして自壊を選択する……というのが彼の仮説だった。

　この檻には擬似的に高周波数の魔法力を結界内にて再現している……しかも「待機」を命じる周波数を探り当てたらしい。

　もし事実ならば、どれだけの異形種の大群も無力化できる。が、バスティアンは付け加えた。

「この周波数を発生させれば、全ての異形種を行動不能にできると思ったのですが……どうやら『待機』を含めた命令の周波数は定期的に書き換わっているようなんです。この個体も、一度外に出してしまうと書き換わってしまうでしょう。今回、こうして捕獲に成功したのは幸運でした」

　ローザにはちんぷんかんぷんなようで、話の途中から理解することを放ほう棄きしていた。一方、リリィはなんとかついてきているようだ。さっと挙手する。

「では、もし、この檻から外に出してしまうと……もう、同じ檻では捕獲できないということかしら？」

「ええ、その通り。異形種は双方向的な通信をしていて、常に情報の書き換えを行っているようです。凡人の私なりに、精一杯やった成果なのですよ」

　謙けん虚きよなバスティアンの言葉にアオイが付け加えた。標的はローザだ。

「うちの先生のすごさがわかったかぺたんこ？」

　ローザはきょとんとした顔だった。フラットラインをいじられても気にする素振りがない。

「ええ。すごいわねバスティアンって」

　途中で理解を諦あきらめたローザにも、バスティアンがどれだけのことを成したのかは理解できたようだ。

　予想外の素直すぎる反応に、アオイの方が黙り込んでしまった。俺は自分の顎あごを親指と人差し指で軽く挟むようにしながら頷いた。

「しかし……双方向的な通信か……そいつはやっかいだ」

　バスティアンが口元を緩ゆるませる。

「安心してください。檻の中にいる限りは、この個体から他の個体に情報が送られるということはありません。檻に呪じゆ符ふを組み込んで、この個体が発する信号を弱めていますから。部屋の外まで信号が届くことはありませんよ」

　呪符というのはかなり高度な魔導技術だ。魔法公式ロジツクを符に込めるのだが、高度な魔法になるほど呪符の作成は難しくなる。バスティアンは呪符にも精通しているのか。

　俺はアオイとバスティアンを交互に見てから訊きく。

「せっかく捕獲した個体なのに、生態の調査はしないのか？」

　アオイが不機嫌そうにそっぽを向いた。

「他の研究棟からも主任研究員が何人か来て調べようとしたけど、もう八匹もおじゃんになっちゃったからね。待機状態でむやみに傷つけると自壊するんだ。本当にやっかいだよコイツらって。だいたい虫けらの分際で、いったいなんのやりとりをしてるんだよ……まったく」

　それでアオイの研究も足踏み状態というわけか。

　リリィがニッコリ笑った。

「まるで乙女心のように繊せん細さいで傷つきやすいんですわね」

「異形種って強いのか弱いのか、正直よくわからないわ」

　ローザも腕組みして呟く。シンプルで素直な言葉だが、存外そういうものかもしれない。人類を苦しめる異形種という存在の、どれほどを俺たちは知っているんだろうか。

　檻の中でピクリとも動かない蟻あり型がたの異形種は、虚うつろな瞳でじっとローザを見つめていた。もちろん眼球かどうか俺たちに調べる術はなく、眼球とおぼしき器官にすぎないのだが……この異形種がローザに注目するのは、いきなり魔法をぶっぱなされそうになって、本能的に警戒したからだろうか？

　いや、そもそも意思があるかも不明なのだ。













　第一研究棟での見学が終わり、俺おれたちはロビーまで戻ってきた。

　アオイはふくれっ面つらだが、バスティアンと一緒に見送りに来てくれた。

　ローザとは視線が合う度たびに心の中で中指を立てあっているようだ。馬の合わない人間というのは、どうしたってどこにだっているものである。

　相あい性しようのよい人間とは、ごく希まれにしか出会えないのだから人生は不公平だ。まあ、俺の場合は他者への配はい慮りよが足りないといえば、それっきりだが。

　そんな俺にも分わけ隔へだてなく接してくれる奴もいるにはいるのだが、先日、久しぶりに顔を合わせたのがもう、ずいぶんと前の事のように思えた。

　不意に彼女の事を思い出したのも、似たような背格好の少女が、偶然視界に入ったからだ。

　白壁のロビーに、真まっ赤かな炎を纏まとったような少女が、独ひとりぽつんと立っていた。

　つい、言葉が漏もれる。

「えっ……なんでお前がこんなところにいるんだよ」

　思わず声を掛かけてしまった。

　俺を見つけると、情熱的な赤いボブカットと、リリィにもおとらない大きな胸を躍おどらせて彼女は俺たちの前に駆かけてきた。

「やっほー！　ひさしぶりー！」

　あっけらかんとした口くち振ぶりで、手を振りながらこちらに向かってきたのは──勇者アストレアその人だ。

　ローザもリリィも彼女の姿を見るなり、背筋がピンとなった。まあ、半分はトラウマだよな。アストレアと一度でも戦闘行動を共にしたことがあれば、自然と気持ちが引ひき締しまる。

　そしてもう一人、突然の勇者の登場にあからさまに震ふるえる者がいた。

「え、え、え、え、ええええええええええええええええええ！　なんで勇者アストレアが!?　ど、どどどどうしようバスティアン先生!?」

「落ち着いてくださいアオイ。ええと……見たところどうやら、ご本人のようですね」

　二人はアストレアの顔を知っているようだ。そういえば、先日の学園都市防衛戦の功績を表彰されて、新聞に顔出ししていたっけ。

　アストレアは俺の目の前に立って「うふふ～！　カイとこんな所で会うなんて、運命の赤い糸かなぁ？」と、茶ちや目めっ気けたっぷりの口振りで言う。

「冗じよう談だんだろ？」

「あはは～～バレたか。えっとねー……今日はこの剣の受領に来たんだよ！　この前の戦いのご褒ほう美びだって。すごいでしょ？」

　そういう彼女の腰には新しい長剣の鞘さやがぶら下がっている。王立研で受領ということは、最新の魔導技術を満まん載さいして作られた剣だろう。彼女が持つ莫ばく大だいな魔法力は、その剣に乗せられて、軽く振るうだけで必殺の威力を発はつ揮きするのだ。

　その威い力りよくをより高める武器を、アストレアは報酬として手に入れたようだ。

「そいつはよかったな」

　俺の返事も聞かずに、アストレアはローザとリリィにハイタッチを要求していた。

「ハーイローザ！　相変わらずツンツンだね？　ちゃんとご飯食べてる？　ヤッホーリリィ！　またちょっと大きくなったんじゃない？」

　二人ともガチガチになりながら、アストレアとハイタッチを交かわした。勇者を前にしたら問題児も形かた無なしだな。

「で、こっちの人たちは？」

　アストレアの視線が白衣の二人──アオイとバスティアンに向く。

「主任研究員のアオイとバスティアンだ」

　俺が最低限の紹介をすると、先に動いたのはアオイではなくバスティアンだった。

「バスティアン・ホープといいます。勇者アストレアのご高名はかねがねうかがっております。お会いできて光栄です」

「えー！　ちょっと恥はずかしいかも。そっちのキミはアオイ……なに君かな？」

「あ、ああ、アオイ・サリバンです！　握あく手しゆしてもらってもいいですか!?」

「いいよー。へー……お父さんの研究でも見学にきたのかな？」

　アオイの差し出した手をアストレアはギュッと握にぎる。それだけでアオイの顔が耳まで真っ赤になった。

　ローザが「ミーハーはどっちなの？　っていうか死ね」と、心の中で呟いたような顔をする。

　アオイは顔から湯ゆ気げを上げながら「あのええと……は、はい！」と、返事をした。おいおい、最年少主任研究員を誇ほこりにしていたのが噓みたいな変わりようだな。

　アストレアはバスティアンに向き直った。

「とっても元気なお子さんですねー！」

「ええと……元気すぎていつも手を焼いています」

　名字が違うのに先入観で親子設定してしまう勇者様も勇者様だが、バスティアンも訂てい正せいはしなかった。大人の対応は結構だが、のちに変な誤解が生まれなければいいんだが……。

　そっとアオイから手を離すと、アストレアはもう一度俺に向き直る。

「でね、ここで待ってるとカイが来るから、お願いを叶かなえてあげたらいいって……偉い人に言われたの。なんかぁ、カイもこっちでがんばんなきゃいけないんでしょ？　わたしってば、その応援団長に選ばれたみたいなんだぁ」

　どうやら議会の上層部は俺の現状も把は握あく済ずみか。正直なところ、次元解析法リグ・ヴエーダシステムの改良プランは魔法力低下状態でも対応可能と思っていたんだが、バスティアンの仮説を聞いてその考えを改める必要が出て来たところだ。小改良では異形種の双方向通信による情報共有に、対応仕切れない。

　渡りに船にしてはできすぎている。先日の戦いの報ほう酬しゆうは、彼女とでも言いたげだ。

　改めて俺はアストレアに聞く。

「偉い人っていうのはつまり三百人議会の決定ってことだよな。けど……いいのか？」

「うふふ～～昔もそうだったし、カイが困ってるなら……わたしはカイに全部あげちゃってもいいって思ってるくらいだよ。って、キャー！　どうしよ。こんなに人がいっぱいいるところで恥ずかしいかも」

　自分で言って赤面しながらアストレアは、バンバンと俺の背中を平手で叩いた。

　カハッ！

　呼吸が止まる。骨が軋きしむ。この馬鹿力さんめ。

　ゆっくりと息を整えて俺は返す。

「まあ、確かに困っている。いつもいつも……すまん」

　途と端たんにアストレアは真ま面じ目めな顔をした。

「謝らないで。本心だから。わたしがカイにあげられるものなら、なんでもあげたいの。この命だって構わないんだから」

　至し極ごくシリアスに表情を引ひき締しめるアストレアに、俺はもう一度「すまん」と口にしてしまった。次の瞬間──

　俺の襟えり首くびは三人の手に摑まれた。

「ちょっと！　なんなの！　どういう会話なの！　意味がわかるように説明して！」

　ローザが鬼のような顔で牙きばを剝むく。

「ど、どどういうことですの！　女性から全部あげるだなんて……ふしだらですわ！　命まであげるということは、命の次に大切なものだってあげられますわよね!?」

　リリィは涙目になりながら羞しゆう恥ち心しんで顔を真っ赤にしていた。

　俺の襟首に手を伸ばしたのは少女二人だけではない。

「なんで旧式が勇者様と親しん密みつなんだよおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ローザとリリィに混ざってお前まで暴走するなアオイ。

　アストレアが愉ゆ快かいそうに笑った。

「あははは～！　カイってば超人気者だね！　ファンに囲まれちゃって」

　いや、絶対違うから。

「三人とも落ち着け。説明するから……」

　アストレアも「はいはい。みんなそれくらいにしてあげないと、カイ死んじゃうから」と、興奮する三人をなだめた。

　ここはきちんと話しておかなきゃいけないな。

　ようやく解放されて、俺は全員に告つげる。

「ええとだな……俺は現在、先日の異形種との戦闘の影響で魔法力が低下した状態だ。能力ダウンについてはローザとリリィにも話したが、これを一気に回復させるには、俺と相性のいい魔法力の持ち主の魔法力を注入しなきゃならない。しかも、俺より大きな魔法力を持った人間じゃなきゃダメなんだ」

　そこまで言うとアストレアが胸を張った。

「どーんとまかせて！　わたしってば、カイとは相性バッチリなうえに、カイよりも大きな魔法力を持ってるから」

　これで戦士ではなく魔導士だったなら、どれだけの使い手になっていただろう。

　一魔導士としてはもったいなく思う。

　アストレアは「魔法ってぜんぜんわかんないんだよねー」と、早そう々そうに戦士の道を選んで勇者となり、今に至るのだが、おそらく、そんな彼女こそ全人類最大の魔法力の持ち主だ。

　ローザもリリィも目を丸くした。

「その役目って、あ、あたしじゃ務つとまらないの？」

「わたくしにもお手伝いさせてくださいませ！」

　俺は小さく首を左右に振った。二人は学園の生徒としては高い魔法力を持っているが、まだその全てが開花していない。魔法力の総量では、束たばになってかかってもアストレアの足下にも及ばないだろう。

「気持ちは嬉しいんだが、複数の人間から魔法力を注入しようとすると、どうしても波長が乱れて上手くいかないんだ。一歩間違えると最悪死ぬしな」

　二人はしょんぼりと肩を落とした。アストレアが「心配しなくてもダイジョーブだよ？　カイとはふっるーい付き合いだもんね。こういうのって一度や二度じゃないし」と、あっけらかんと笑ってみせる。

　アストレアの説明にローザもリリィも、なにかむずがゆそうな顔をした。二人揃ってじっとこちらを見つめてくるので、頷きながら告げる。

「そういうことだから、ここはアストレアに任せてもらっていいか？　彼女は俺の治療に関しては十年前からのエキスパートなんだ」

　ローザもリリィも渋しぶるようにぎこちない素振りで首をコクリと縦に振る。

　十年前の大戦で勇者アストレアとともに戦った魔導士は……彼女と比べれば運用にこそ長たけれど、総魔法力は二回りほど下回る。燃ねん費ぴの悪さも手伝って力を使いすぎてしまい、しばしば今回のような魔法力の低下を起こしていた。

　その度、勇者の世話になっていたのである。

　折おりを見て俺から頼むつもりでいたが、お膳ぜん立だてした連中がいたと思うと歯がゆいな。

　が、用意されたものだとしても、このチャンスをみすみす棒に振るのは下げ策さくだ。誰かの思惑にのせられようと、据すえ膳ぜん食くわねばなんとやら。

　ますます泥沼にはまりそうな気もしなくはないが、次元解析法リグ・ヴエーダシステムの万全なくして、人類の安あん寧ねいは得られない現状なのだから。ここは一つ、アストレアに骨を折ってもらうことにしよう。

　ただ、アオイの視線が少し気がかりだ。俺がアストレアと旧知の間柄というのが、この少年にはおもしろくないのだろう。更に輪をかけて嫌われたな。

　俺はバスティアンに告げた。

「それじゃあ、今日は世話になったな」

　バスティアンが細めている重そうなまぶたを開いた。

「あの、お伺うかがいしたいのですけれど……どのような方法で魔法力の回復を？」

　俺は「まあ、一般的なやり方だよ」と、あたりさわりのない返答をした。アストレアが「えっとねー！　まず服を脱ぬいで……」と親切心を出そうとしたので「じゃあ、宿舎に行くぞ」と、俺はアストレアの腕をとって第一研究棟のロビーから逃げるように退散する。

「カイってば強引だね。十年前にその強引さがあったらよかったのに」

「変な誤解を招まねく言い方をするんじゃない！」

　急ぎ足の俺を、ローザとリリィが猛もう追ついしてきたのは言うまでもない。




　三人を引き連れて街に出る。

　第一研究棟のお膝ひざ元もと、城下町のように広がる研究都市をしばらく歩く。俺が先導しながらこの界かい隈わいを紹介した。

　といっても、万年研究室暮らしで、宿舎や店の場所をある程度把握しているくらいだ。土と地ち勘かんはあるがゆっくり食事ができる店を知らないことに、今になって気づいた。

　結局、女子三名の意見を尊そん重ちようして、俺たちはパンケーキの専門店に腰を据えた。

　テーブルに着き注文を終えてしばらく……大きな皿が運ばれてくると、ローザの瞳がキラキラと輝く。

「キャー！　なにこれ！　すごいわよカイ!?　クリームの巨塔ね」

　花びらのように並べた五枚のパンケーキの中心に、うずたかく生クリームがそびえ立っていた。パンケーキの周囲を飾る色とりどりのフルーツが眩まぶしく、目に痛い。見ているだけで胸焼けしそうだ。

「さすがキャピタリアで最近流行中の南国風パンケーキですわ♪」

　リリィも同じくスペシャルパンケーキを前に、ニッコリ機嫌をよくした。先ほどまでの俺を追及する厳きびしい表情が噓のようだ。

　二人に促うながすようにアストレアが言う。

「それじゃあ、食べちゃおっか！　カイは見てるだけでおなかいっぱいみたいだし」

　アストレアは同じものを三人前頼んだ上に、クリームを大盛りにしていた。もはやクリームで下に敷しかれたパンケーキが見えない。

　俺はブラックコーヒーだけで充分だ。三人が同時に黄色い声を上げる。

「「「いっただっきまーす！」」」












　テーブルには白いココナッツのソースと、黒くろ蜜みつのシロップが備そなえられている。こんなところでも白黒でわかれるのだが、意外にもローザはココナッツソースに「美お味いしい！　こんなの食べたことないわ！」と興奮している。リリィは黒蜜シロップを気に入ったようで「このちょっぴりビターな感じが大人の風味ですわね」と、ますます上機嫌だ。

　アストレアは一皿をココナッツソースでぺろり。もう一皿を黒蜜シロップでこの世から消し去り、最後の一皿は二種類のソースを混合してあっさりと平たいらげた。




　食後に熱い紅茶を飲みながら、三人は談笑する。アストレアと再会してすぐの、あの緊張も食事のテーブルを囲んだことで、いくらかほぐれたようだ。

　ウェイトレスが皿を下げて、テーブルの上がすっきりしたところでアストレアが俺に向き直る。

「それじゃあ今夜、カイの部屋に行くね」

　瞬間──俺は三杯目のコーヒーを吹き出しそうになった。

「うっ……いきなりなにを言い出すんだ」

「早いほうがいいでしょ？　えっと、必要な道具はわたしが持ってきたから。あの腕うでにがっちゃんってやるやつ」

　言い方が誤解を招くから、これ以上アストレアに喋しやべらせるのはまずい。

　再び表情が固まったローザとリリィに、俺は説明した。

「早まるなよ二人とも。ええとだな……俺の魔法力低下を治す方法なんだが……」

　アストレアがニッコリ笑う。

「二人で密着して一晩をともにするんだよねー！」

「人が説明する前に誤解しか招かない言い方をするな」

　ローザとリリィはお互いに顔を見合わせると、耳打ちしあった。

「聞きましたかしらローザ？　大人って不純で不ふ潔けつな生き物ですわね」

「聞いたわリリィ。一晩をともにするってつまりその……そういうことでしょ？」

　内緒話が漏れまくりだ。わざと俺に聞こえるようにやってるな。

「いいから説明させてくれ。まずリンカーギアという魔導器を使って、俺とアストレアの魔法力の同期をとる。そして繋つながりを確立して意識を深層レベルにまで落とすことで、二つの魂たましいを共きよう鳴めいさせるんだ」

　リリィがびしっと俺の顔を指さした。

「や、やや、やっぱり不純ですわ！　つ、つつ、繋がりを確立するなんて」

「それで？」

　ローザはいつの間にかマジックロッドを手にしていた。警けい棒ぼうのように手のひらにロッドの柄えを何度もタシン……タシン……と、当てるようにしながら、疑いの眼差しで俺に告げる。

　返答次第でぶっ飛ばすとでも言いたげだ。

　アストレアが笑顔で返した。

「すっごく気持ちいいんだよー！　カイと繋がるのって」

「お前は黙だまっててくれアストレア！　お、おいローザ。この店、気に入ったよな？　パンケーキは美う味まかっただろ？　そんな店の中で黒魔法をぶっぱなして、営業停止にするのはもったいないと思わないか？」

「なら、あとでちょっと表で話しましょう。そうね……建物とか民家とかない広い場所がいいわね」

　ローザの視線がそのままアストレアに向いた。

「ところでカイとはいつくらいまでいっしょだったの？　じゃない、だったんですか？　シディアンとはその……同じようなことしたんですか？」

　アストレアは困ったように眉尻を下げた。

「え、えっとねー。シディアンとレイ＝ナイトとは、あんまり仲良かったわけじゃなくて仕事上のお付き合いだったんだぁ」

　さすがのアストレアも、ここ一番では口が堅い。が、ローザはますます疑惑を深めたようだった。

「カイは本当に知らないの？　同じ戦場にいたっていうけど、遠目に見たとか……噓ついたら、あたしのマジックロッドから青い閃せん光こうがほとばしるわよ？」

　それはまずいな。なんとか話を逸そらさなくては。

「な、なあリリィ……そろそろローザを止めてくれないか？　友人が間違った道に進もうとするのを止めるのだって友情だぞ」

　リリィは残念そうに眉尻を下げた。

「もちろん間違っていれば引き留めますけれど……カイ先生、わたくし蘇そ生せいのような超高度の魔法は、まだ習得していませんので……大変残念ですわ」

「残念で済すますな。だ、だいたいだな、俺は大人でアストレアも大人だ。大人同士の付き合いを未成年の二人にとやかく言われる筋すじ合あいはない」

　リリィの頰が赤らんだ。

「大人の……お突き愛ですって？」

「脳内で奇妙な変換しただろ」

「そ、そもそもカイ先生は……誰かを好きになったことはありますの!?」

「お、お前、このタイミングでそういうこと訊くか!?」

　俺とリリィのやりとりを眺ながめていたアストレアが、楽しげに目を細めた。

「カイは好きな人がいっぱいいるんだよねー？　ずっと前に言ってたの覚えてるよぉ」

　リリィが椅子から腰を浮かして前のめりになる。

「ど、どどどどどういうことですの!?　まさかハーレム的な……」

「ち、違う！　おいアストレア！　俺はそんなこと言った覚えなんてないぞ！」

　ちっちっちと、アストレアは立てた指を左右に振った。

「あれはものすごーい戦いのあと、だだっぴろい荒こう野やでねー……荒こう涼りようとした大地の真ん中にぽつんとそびえた岩山の上から、昇る朝日を見てカイは言ったの。『俺はみんなが好きだから、この世界を守ってみせる』って。カイの愛は大きすぎるんだよねぇ。独ひとり占じめするのは大変だよ？　世界と天てん秤びんにかけられちゃうんだから」

　いかん。そんな事を言ったような記憶が……ある。やばい顔から火が出そうだ。

　リリィのほっぺたがますます真っ赤になった。

「さ、さすがカイ先生ですわ！　なんて……壮大ですの。ある意味、百人切りとかよりも恥ずかしいですわ」

　恍こう惚こつの表情をやめてくれリリィ。なんだ百人切りって……。

　アストレアが付け加えた。

「そういえば、あの日も一緒に二人で朝を迎えたっけ。一晩中カイってば大暴れだったんだよ。すっごく強いんだから」

　岩山の上に登ったのは、数万の大群に包囲されたからだろうに。一晩かけてアストレアと二人で殲せん滅めつしたっけな。若いころは無茶できたもんだ。

　ローザが口元を緩ませる。その視線はアストレアに向いた。

「ねえアストレア。カイと初めて……その、今日やることをしたのって、何歳の時？」

「えっとぉー……たしか十四歳だったかなぁ？」

　うっとりしていたリリィの眉が、ピクリと動いた。

「ロリコンですわ！」

「ロリコンじゃないの！」

　ローザも息ぴったりでリリィに合わせる。それから二人して「「ということは……条件さえ満たせばわたくし（あたし）たちも……」」と不ふ穏おんなユニゾンを奏かなでる。

　アストレアは「あっはっは～！」とお気楽そうに笑ってから俺を弁護した。

「そんなことないよ。カイだって十七歳だし。三つしか違わないから大丈夫大丈夫」

　俺はガタッ！　と椅子を引いて立ち上がった。

「わかった。口で説明するより、実際見てもらう方が早い。二人には今夜……儀式を見てもらう。それでやましくないことをきちんと証明するからな！　なんだったらレポート書いて提出しろ。よく書けていたら単位の足たしにしてやるから」

　逆切れした俺に、ローザもリリィも急にしおらしく、膝頭をこすりつけるようにもじもじっと恥じらいだした。

「ちょ、本気で言ってるわけカイ!?」

「冗じよう談だんのつもりでしたのに、は、はははは恥ずかしいですわ！」

　今さら遅い。二人には今夜一晩、大人をからかった罰ばつとして仕事をしてもらおう。

　儀式の最中、俺とアストレアが完全に無む防ぼう備びになってしまうからな。信頼の置ける護衛役に二人はこれ以上ないほど適任だった。




　夜──

　宿舎に戻った俺の部屋に、三人が集まった。アストレアはナイトキャップにパジャマ姿で、自分用の枕まくらとテディベアと、受領したばかりの長剣を小こ脇わきに抱えてやってきた。

「それじゃあ始めよっかカイ？」

　ローザもリリィもぽかんとした顔だ。俺はアストレアが持ってきてくれたリンカーギアの調整を済ませる。この魔導器は手首に嵌はめる腕輪型で、手て錠じようのように二つの腕輪がチェーンで連結されていた。これを俺が左の手首に装着し、アストレアが右の手首に着けた状態で、一晩熟じゆく睡すいするのである。

　ただ、この眠りというのがやっかいで、最低八時間は昏こん睡すい状態になってしまうのだ。

　儀式は俺とアストレアを仮かり初そめの死に追いやるものだった。

　説明を聞き終えると、ローザもリリィも、どことなくホッとしたような顔になった。

　が、すぐにローザが口を尖とがらせる。

「なーんだ……たいしたことないわね。身構えて損そんしちゃったわ」

　リリィも深呼吸をして、大きな胸をゆっくり撫で下ろした。

「そうでしたのね。けれど……密着というのは？」

　すると、アストレアが俺の隣にやってきて、ベッド脇に長剣を立てかけた。

　枕を並べ、その枕元にテディベアを設置しおえると、右手にリンカーギアを装着する。カチャリと音を立てて、細い手首に腕輪が固定された。

　そして、アストレアはそっと俺の左手に自分の手のひらを合わせた。絡めるようにして、指と指の隙すき間まにアストレアの白い指先が滑すべり込こむ。

　最後に優しく包むように俺の手を握りこんで、アストレアは二人に告げた。

「密着完了！　わたしの魔法力がこの手を通じてカイに注がれるっていう感じかな」

　今の所、この方法に勝る回復手段がない。それこそ本日見学した、異形種や魔晶石から直接魔法力を人体に注ぐ方法の確立が待たれるといったところだ。

　俺はローザとリリィに告げる。

「それでだな……二人に頼みがある。俺もアストレアも、一度この儀式を始めると朝までは目を覚さまさない。まあ、ここは王都のど真ん中だし、心配はいらないと思うんだが……もし、なにかあったら俺とアストレアを守ってほしい」

　しごく真剣に伝える。アストレアは「だいじょーぶだって。カイってば心配性なんだからぁ」と口では言いながら、ちゃっかり長剣を持ち込んでいるあたり抜け目ない。

　とはいえ、その剣も意識が戻らなければ使いようもないのだが……。

　ローザが不思議そうに首を傾げた。

「いったい誰がカイとアストレアの寝込みを襲うっていうのよ？　二人ともみんなのために戦ってきた英雄じゃない？」

　公式にカイ・アッシュフォードの戦果は記録されていないのだが、ローザは俺をアストレアと同格に扱った。

　リリィはといえば、少しだけ深しん刻こくそうな表情を浮かべる。

「カイ先生よりも、アストレアさんが狙ねらわれているのかもしれませんわね。わたくしには闇やみの深いところまで見通す目はありませんけれど、三百人議会も一枚岩ではありませんし。政敵がどこかに潜ひそんでいる可能性もある……ということですわ」

　これにはローザが目を剝いた。

「ちょ、ちょっと！　なんでアストレアを狙うのよ？」

「最強の勇者を葬ほうむるのに、今ほど好機もない……ということでしてよ」

　アストレアは眉尻を下げて「にはは～」と力なく笑う。可能性は低くともゼロではない……そんな雰ふん囲い気きだ。

　異形種との戦いが膠こう着ちやく状じよう態たいとなり、仮初めの平和がある感情を生んだ。

　特に強大な力を持つアストレアのような英雄への〝恐怖〟だ。

　もし彼女が人類に敵対するようなことがあれば？

　異形種以上の脅威になりかねない。そんなことを本気で考える連中も、残念ながら存在するようだ。アストレアの困り顔がなによりの証拠だった。

　恐れられるのは、力を持ちすぎた者の宿命なのかもしれない。

　こういった懸け念ねんもあるから、アストレアに頼みづらい部分もあったんだが、それでも快かい諾だくしてくれた彼女に感謝しなきゃな。

　ローザとリリィは互いに向き合うと頷いた。

「とりあえずリリィは先に仮眠をとってちょうだい」

「三時間で交代でいかがかしら？」

　二言、三言の会話だけで作戦会議終了とは、恐れ入ったな。そんな心強い二人の少女に、アストレアは笑顔を取り戻した。

「それじゃあおやすみなさーい！」

　瞬間──

　ブンッ！　と視線がぶれた。俺は背中からベッドのマットレスに叩きつけられる。

「──ッ!?」

　どうやらアストレアにぶん投げられたらしい。そのまま「おじゃましまーす」と、彼女は俺の隣に滑り込んだ。

　さすがにこれは……恥ずかしい。いや、見せるとは言ったのだが、二人並んで横になる姿を、ローザとリリィにまじまじと観察されるのは……精神的に来るものがある。

「本当に添い寝するのね」

「添い寝でも充分に大人の関係ですわ」

　ぐうの音も出ないのだが、早くもアストレアは寝息を立てていた。

「ZZZ……ZZZ……むにゃむにゃ……」

　同時に、アストレア側の準備ができてリンカーギアにはめ込まれた宝玉に魔法力の光が宿った。

「それじゃあ……なにもないとは思うんだが……頼む」

　二人は同時に頷いた。

「任せてちょうだい！　カイが弱いまんまじゃ、あたしも倒し甲が斐いがないんだし」

「護衛任務は白魔導士の腕の見せ所ですわ」

　俺も身体をベッドのマットレスに預けて目を閉じた。

　左手から温かい波長の魔法力が流れ込んでくる。リンカーギアによってアストレアと同調すると、すぐに俺の意識は深い闇の底に落ちていった。

　そう……だからアストレアと枕を並べても、いかがわしいようなことになることなんて……ない……んだ。




　翌朝、目を覚ますとローザとリリィが俺の顔をじっとのぞき込んでいた。

「よお、おはよう……ん？　どうしたんだ二人とも？」

　やけに日ひ差ざしが眩しく感じる。

「取り逃がしたわ！」

「申し訳ありませんわ。けれど追撃に出てこの場を離れるわけにもいかなくて……」

　風通しがよすぎて新鮮な空気が吹き込んでくる方を向くと……建物三階にある宿舎の壁が、一面まるごと吹き飛んでなくなっていた。

　どうやら本当に襲撃があったようだ。俺は二人に笑顔で返す。

「ありがとう。よく守ってくれた」

　ローザは申し訳なさそうにうつむき気味だ。

「け、けど……相手の正体も全然わからなくて……」

「まあ、議会のアストレアを危険視する一派の刺し客かくだろ」

　俺の隣でアストレアががばっと身を起こした。

「おはよー！　朝ご飯楽しみだね？　あっ……」

　壁の穴にだいたいの状況を察さつしたらしい。アストレアは笑顔で呟く。

「あーあ。証拠はないけど心当たりに殴なぐり込こみをかけたくなる朝だねぇ」

　さらりと怖いことを言うな。

　しかしまあ、久々にすがすがしい朝だな。

　心配そうにリリィが俺に訊く。

「あ、あのカイ先生？　魔法力の方は……」

「七割ってところだな。まあ、二人を指導するだけなら、ひとまずはこれで充分だろ」

　完全回復とまでいかなかったのは、やはり俺自身の衰おとろえもあるのだろう。そっとアストレアに確認する。

「そっちはどうだ？」

「うーん、こっちも七割くらいまで減っちゃったかな。けどだいじょーぶだよ！　一ヶ月もすれば元通りだから」

　七割の力のアストレアでも、倒せる刺客なんていないだろうな。

「そうか。それなら護衛も必要ない……というか、お前にとっては足手まといだな」

　アストレアは口をすぼめるようにした。

「ぶーぶー！　足手まといなんて言わないよ！」

　そう思うのはアストレアの優しさだが、事実だ。魔法による補佐をもって勇者アストレアは完成するのだが、半はん端ぱな味方は彼女の被保護者になってしまう。

　ローザが俺を睨みつけた。

「ところでカイ……もう儀式は終わったのに、なんでずーっと手を握ってるの？」

　見ればリンカーギアは役目を終えて、ロックが解除され外れていた。なのに俺はアストレアの手を握ったままだ。

　慌あわてて手をほどくと、アストレアは笑う。

「そんなに急がなくてもいいのに。ねえカイ……また困った事があったら、なんでもわたしに相談するんだよ？　添い寝して欲しければいつでも言ってね」

　その笑顔だけは昔から何一つ変わっていなかった。




　斯かくして俺はひとまず戦えるだけの力を取り戻した。アストレアは宿舎の食堂で一緒に朝食を摂とると、所用で議会のある中央区に向かった。殴り込みではないというのだが、しかるべき抗議をするとのことだ。

　襲撃者が誰を狙ったのかはハッキリしないところもあるのだが、アストレアのおかげで力も戻り、次元解析法リグ・ヴエーダシステムの大幅改良も上手く運びそうだ。













　翌日──

　ローザとリリィとは別行動を取ることにした。バスティアンの根回しで今頃は第三研究棟だろう。二人には見学した内容のレポート作りを指示してある。

　そこでは白黒両属性のマジックロッドや、戦士用の武器開発を行っているので昨日ほどはローザも退たい屈くつしないはずだ。

　二人と離れ、俺おれは独りで第一研究棟にやってきた。受付で登録を済すませて中に入る。昨日の見学権限ではなく、今日の俺は仮ながらも主任研究員扱あつかいだ。

　ラボへと続く自動扉は恭うやうやしく俺に一礼でもするように、前に立っただけでスッと開いた。

　行き先は機密保管庫である。

　入り組んだ迷宮のような廊下を進み、その最奥にある建物の一区画にたどり着く。

　広間の中心に三メートルほどの巨大な金属製の扉が鎮ちん座ざしていた。他とは壁の厚みが違う。物理的な厚みだけでなく、保管庫を囲むすべての壁面に強力な結界が張はり巡めぐらされていた。金属製の扉も魔法によって強化された重厚なものだ。

　触ふれただけで感知されるため、俺は目視で結界を確認する。複合的な結界だ。こいつを突とつ破ぱするのは骨が折れるな。

　腰にぶら下がったポンコツ二本が恨うらめしい。この中に封印されているかもしれない「黒こく獣じゆう」と「白びやく夜や」さえあれば、結界なんて訳ないんだが……と、矛む盾じゆんしているな。

　フッと、背後に気配が浮かび上がった。

「おや、こんなところにお一人で……泥棒の下見だったら悪い事は言いませんから、およしなさい」

　柔にゆう和わな声には聞き覚えがある。振り返ると、紫髪の男が細めた目でじっと俺を捕ほ捉そくしていた。主任研究員──バスティアンだ。

　やれやれと俺は小さく手を扇あおぐように振った。

「泥棒とは失礼な。ちょっと迷子になったんだよ」

「かつて第一研究棟の主任研究員だった貴方にとっては庭みたいなものでしょう？」

「俺は自分の研究室からあまり出歩かない性た質ちでな」

　妙みようだな。まるで俺が訪れることを知っていたみたいなタイミングだ。

「貴方は本物のカイ・アッシュフォードなのですか？」

　その質問には疑惑に加えてにじみ出るような俺への〝敵意〟を感じた。

　まあ、仕方ないか。なんで俺がラボエリアに入っているのかも不明なら、機密保管庫前にいるなんて怪あやしすぎる。

　無表情な面のように眉まゆ一つ動かさず、バスティアンの追つい及きゆうは続いた。

「かつての主任研究員ですが、現在は部外者の方がどうやってここまで入ったというのです？」

　俺は先ほど受付で発行された許可証を見せた。

「昨日は教士として引いん率そつだったが、今日は臨時研究員として仕事をしに来たんだ」

　許可証は議会承認済みの公的なものだ。

　バスティアンから警戒するような空気が霧む散さんした。

「なるほど、そうでしたか。私としたことが疑うたがってしまいました。申し訳ない」

　どうやらわかってもらえたらしい。

「そこで一つ相談なんだが、この中にあるっていう二本のマジックロッドを使わせてもらえないだろうか？」

　駄だ目め元もとで訊いてみると、バスティアンは頷いた。

「ええ、構いませんよ」

「な、なに!?　本当にいいのか？」

「議会の過半数の承認を得られれば……と、昨日もお話ししましたよね。お察さつしください。そもそも貴方がいくら優秀な研究者でも、保管庫内に封印された『黒獣』と『白夜』は英雄でなければ扱いきれない代しろ物ものと聞いています。使える保証もありませんよね？」

　正体を明かせば、俺の話をもう少し真剣に聞いてくれるかもしれないが、かといってバスティアンに保管庫を開ける権限はない。ここは黙だまって退たい散さんするとしよう。

「ああ、そうだったな。今のは冗じよう談だんだ。忘れてくれ。それじゃあ俺はこれで……」

　立ち去ろうとすると退路をバスティアンに塞ふさがれた。

「カイさん。一つ伺うかがってもよろしいですか？」

「一つと言わずなんでも訊いてくれていいぜ」

　小さく頷いてからバスティアンは告げる。

「カイさんは今のキャピタリアを……いえ、この世界をどう思っていますか？」

「世界を引き合いに出すなんて、えらく大きくて、とりとめのない話だな？　まあ、あんまりよくはないだろう」

「誠まことに同感です。異形種という脅威はもちろんですが、この不穏さや不安定さはむしろ人類側に問題があると思います。特にここ十年の腐ふ敗はいと退たい廃はいはひどい……と、戦場にも出ず後方で震ふるえていた私に言えたことではありませんが……ともかく、今の世界はおかしいのです」

　世界が悪いってのは、割と思考が視し野や狭きよう窄さくに陥おちいっている時に出がちな言葉だ。バスティアンは冷静な大人のように思っていたんだが、俺の勘かん違ちがいか。

「おかしいって、具体的には？」

「現に勇者アストレアが飼い殺しにされているではないですか？　彼女に政治的野心がないのは会えばわかるというのに……軍部の中枢に据えるべき大人物を、一介の戦闘教官においたのは三百人議会です」

　半分は前線に近い方がいいというアストレアの希望もあるんだろう。それが議会の思惑と合致した結果だ。もちろん、彼女を辺境送りにするには飽あき足たらない一派もあるのだろうが……。

　俺は内心の反論を胸にしまって頷いた。

「なるほど。たしかにな……」

「おお、わかってくださいますか！」

　声を大きくしてバスティアンは俺の手を両手で包むように握にぎった。その手をブンブンと上下に振る。

「お、おいおい。オーバーだな」

「議会の欺ぎ瞞まんに愛想を尽つかして、英雄……シディアンとレイ＝ナイトも世を捨て野やに下ったのですよ。彼らのような天才が世界を導くべきなのに……議会とは名ばかりの世襲制ですからね」

「いいのか？　サリバン家に恩義があるって言ってたじゃないか」

「恩義はあります。ただ……近くで見すぎたせいで私は幻滅してしまったのです。血統の素晴らしさと受け継いだ才能は合がつ致ちしますが、それにあぐらを掻かいて努力を怠おこたる者のなんと多いことか。嘆かわしいのです。才能を持つ者はそれに見合う研けん鑽さんを積つみ、その力の全てを注そそいで人類全体に奉ほう仕しすべきなのですよ」

　極きよく端たんな考えだが、そうやって乗り越えたのが十年前の大戦だ。俺はあえて反論した。

「そういう意見もあるだろうが、一人の人間が力を持ちすぎるのはやっぱり怖いことじゃないか？」

　バスティアンはハッと肩を震えさせた。

「す、すみません。つい、声が大きくなってしまいました。そう……ですよね。ああ、それでも私は力ある者が適正に力を振ふるい、それが評価されることこそ正常と感じてしまうのです。カイさん……もし、貴方が封印された『黒獣』と『白夜』を使えるというなら、この扉の鍵かぎを破ってしまいたいとさえ思います。ですが、私も議会の飼い犬です。もしそのようなことをすれば、国家反逆罪に問われて極きよつ刑けいも免まぬがれないでしょう。たとえどのような理由があろうと──それこそ、この国を滅ほろびから救う偉業を成なし遂とげたとしても、機密保管庫の扉を議会の承認なく開くことは罪なのです」

　バスティアンは自分に言い聞かすような口くち振ぶりで、俺に無茶をしないよう忠告した。

　俺が無言で頷くと、バスティアンの視線が腰の辺りに向いた。

「ところで、昨日も気になっていましたが、その……聞き苦しい言葉で申し訳ないのですが、カイさんの腰に下がっているそれは産さん業ぎよう廃はい棄き物ぶつかなにかですか？」

　クソポンコツロッドのみすぼらしさは、バスティアンにさえもそう言わしめるものだった。

「あ、ああ。ちょっと訳ワケありでな」

「よろしければ今すぐ、第三研究棟の知人に試作品をこちらへ回してもらうよう手配しましょうか？」

「え、ええ!?　いいのか？　あの、悪いんだが金の方が……」

「構かまいませんとも。十年前の大戦において前線で戦った貴方に、一市民としてなにか恩返しがしたいのです」

　昔がんばってよかったな、俺。

　俺は深くゆっくり頭を下げた。

「すまん。いや、ありがとうございます。この恩はいずれ返します」

「そんなそんなもったいないお言葉です。では、一度ロビーに参まいりましょう」

　バスティアンに連れられて、俺は第一研究棟の殺風景なロビーに戻った。ほどなくして連絡を付けたバスティアンは、俺の元にやってくると「二十分ほどで届きますので、こちらで受領してください。私は研究があるのでこれで」と、言い残し、研究室に戻る。

　それから二十分も経たずに、第三研究棟の研究員がやってきて、俺は試作品のロッドを受領した。

　飾かざりはなくいかにもプロトタイプといったシンプルな外観だが、白も黒も軽量高強度な新素材を盛り込んだ意欲作だ。若じやつ干かん、こちらの魔法力に敏びん感かんに反応しすぎる節ふしもあるのだが、使い手がミスさえしなければ、かなりの速度で魔法を構築展開できそうだ。

　試作高速演算型とでもいったところか。気に入った。ただ、魔法力の入力許容量は一般的なマジックロッドよりもやや高い程度なので、過信は禁物だな。




　再びロビーからラボ側に戻ると、あてがわれた部屋に俺はやってきた。

　実験器具などはなにもない、会議室のような部屋だ。あるのはホワイトボードとペンだけだが、それで充分だ。

　俺は現在使われている次元解析法リグ・ヴエーダシステムの魔導術式をホワイトボードに書き出した。

　実用化にこぎ着けた時から、ずっとそのままだ。

「さて……どうしたもんかな」

　まずは式の再構築からだ。異形種が通信の概がい念ねんを持つことも考こう慮りよしつつ、未来予知精度を上げることに専念しよう。




　三時間ほどで式の再構築を一いつ旦たん終了した。ホワイトボードに収まりきらず、会議室の床も壁も術式でびっしり埋うまる。それらをなぞるように、先ほど受領した試作ロッドを使って仮想魔法状態で起動する。エラーを吐けば、その都度原因を特定し、再度実験を繰り返した。

　試作ロッドは優秀だ。もし、オンボロロッドだったら最初の実験失敗が発覚するまで二十時間以上はかかっていたところだが、五分で失敗にぶち当たる。

　七回目のエラーを修正し、再び術式を走らせる。

　八回目のトライで最後まで術式を完走させることができた。

　ローザやリリィに術式理論の基礎を教えるのが、自分の基礎の見直しになったのかもな。予定より早く仕上がった。

「よしっ……っと。ハァ……マジで楽しいわ。やっぱり向いてるのかもしれん……引ひき籠こもり」

　誰に言うわけでもなく、ひとりでに声が漏もれる。

　壁や床まで埋め尽くした術式を脳内に焼き付ける。あとは、次元解析法リグ・ヴエーダシステムの管理局にこの術式を圧あつ縮しゆくしたもの──魔法公式ロジツクを提出し、書かき換かえてもらえばひとまず更新完了だ。一旦、公式化してしまえば他の人間には中身をいじれなくなる代わりに、誰にでも扱えるようになる。積層レイヤー化した術式を統合するのだ。

　今回の魔法公式ロジツクはステルスへの完全対応とはいかなかったが、探知領域と時間軸への走そう査さ範囲を最大三倍にまで拡張した。これまでの三倍の範囲と、三倍の未来を予測できるようになったというわけだ。問題となる消費魔法力は二割増し程度に抑おさえてある。今回、もっとも力を割さいたのは省魔法力化だった。

　一段落ついて床に寝ね転ころぶと、不意にドアがノックされた。

「カイ……いるの？」

　声はローザのものだ。どことなくオドオドしたような雰囲気だった。ここまでどうやって来たんだ？

「鍵なら開いてるぞ」

　ドアが開く。少女が二人、入館証をストラップ付きのパスケースに入れて、首から下げていた。

　ローザとリリィは廊下から部屋の中をのぞき込んで、ぎょっとした顔になる。

「こ、これはいったいいかがなさいましたの？」

　リリィの裏返った声に俺は「まあ、出張サービスってやつだ。それより二人はどうやってここに？」と訊き返した。

「ええと、第三研究棟の見学を終えたところで、カイ先生が第一研究棟にいると第三研究棟の研究員の方からうかがいまして。こちらでバスティアンさんに問い合わせたところ、入館許可をいただきましたの。ロビーで待っているよりもいいだろう……と」

　バスティアンが気を回してくれたのか。しかし、リリィばかりが喋しやべってローザはだんまりだな。部屋の隅々まで描かれた術式をじっと目線で追いかけていた。

「ローザ……もしかしてなんの術式が理解できるのか？」

　声を掛けると黒髪を揺らして、ローザは「えっ!?」と、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「いや、そんなにまじまじと術式を見てるから……ついな」

　まだ理解できる段階じゃない。これがわかるなら俺が教えることがなくなってしまうくらいの高度な内容だ。

　ローザは首を大きく左右に振った。

「ぜんっぜん意味不明ね。ただ、部屋中に書き散らかしてるから唖あ然ぜんとしてただけよ。なにかの術式っぽいけど、やっぱり落書きにしか見えないわ。それに……文字が下手くそねカイって。もうちょっと読みやすい字で書いてよ」

「悪かったな。文字も式も汚くて」

　俺の書く術式は学園の座学で習うようなお行儀のいいものではない。座学も優秀なリリィでさえも「わたくしにも、ちんぷんかんぷんですわ」と言わしめるものだった。

「まあ、世界を守る要かなめって奴だ。二人とも次元解析法リグ・ヴエーダシステムは知っているよな？」

　ローザもリリィも素直に頷いた。

「それのバージョンアップを頼まれたんだ。ここに広がってるのはその設計図だ」

　リリィが目をまん丸く見開く。

「えっ？　そ、それは本当ですの？」

「噓うそを吐ついてどうするんだ。次元解析法リグ・ヴエーダシステムは俺がここで作ったんだよ」

　余よ計けいなトラブルに巻き込まれないよう秘密にしてきたが、二人には教えても問題ないだろう。言いふらすようなタイプでもないし。ローザは「へー」っと、ぼんやりまた術式を見回していた。あまり興味がないようだ。

　リリィはといえば「カイ先生ほどの魔導士が、どうしてこうも無名なのでしょう」と、深しん刻こくそうな面持ちだ。

　しまった。勘かんぐられてレイ＝ナイトと紐ひも付づけられるのも面倒だ。俺はゆっくりと身体を起こす。

「さてと……それじゃあ掃そう除じして帰るか。ちょうどいい。二人とも手伝ってくれ」

「「ええーっ!?」」

　二人が同時に抗議の声を上げた瞬間──

「勝手にうろつくな胸フラット！　バスティアン先生が許可してもボクが許さないぞ」

「胸フラットって……あるわよ！　ちゃんとあるから！　ちょっと隣に立ってるのと比較されがちなだけよ」

「あら、わたくしがそばにいなくても、ローザの大きさは変わりませんわよ。常にこぢんまりとしていて慎つつましやかで赴おもむきがありますもの」

　廊下に少年の声が響いた。不機嫌そうに肩を怒らせて、アオイがやってくるなり部屋の惨さん状じように唖然とする。

「部屋をこんなにめちゃくちゃにして……出て行け！　とっとと出て行け！」

「出て行けとは失礼な。ちゃんと全部消して帰るぞ」

　アオイはぐるりと部屋の中を見渡してから「それなら今すぐ消してやるよ」と、白の第六界層──浄じよう化かの魔法公式ロジツクを構築した。浄化の対象は俺が使ったペンのインクだ。

　本当はリリィにやらせたかったのだが、アオイによって室内は綺き麗れいに元通りの殺風景な白い部屋に戻る。

　俺は溜息混じりに返した。

「消す手間が省はぶけたよ。ありがとうな」

「いいからとっとと帰れよ旧式！」

　相変わらずの嫌われようだ。ローザとリリィは俺がなにも言い返さないのが不満らしく、俺を左右から挟んで仕切りに肘ひじで小こ突づいてきた。地味に痛いからやめなさい。

　ムキになって応じることもないだろう。

　管理局に頭の中に刻んだ新型公式を託たくせば、今回のミッションは終了だ。

　アオイに追い立てられる格好で、俺たちは第一研究棟から退散した。













　その日のうちに次元解析法リグ・ヴエーダシステム用の新型魔法公式ロジツクを管理局に提出して、俺たちは夜間の便で学園都市への帰途に就ついた。

　帰りの列車内では、ローザがしきりに俺のマジックロッドを「貸してくださいちょうだいよこせ使わせろ」と、奪うばおうとしてきた。第三研究棟の試し作さく品ひん──しかも超高速型ともなれば、速攻を信条とするローザが〝のどから手が出るほど欲しい〟逸いつ品ぴんだ。本日、第三研究棟でマジックロッドの開発工こう程ていを見学したばかりなのだから、余よ計けいにである。

　可愛い門下生にプレゼントしたい気持ちも山々だが、基礎が固まる前にこの手のチート装備を持つと、ローザ自身の伸びしろを潰つぶしてしまいかねない。

　それに俺の弱点というか……白と黒、双方のロッドのレベルは可能な限り均きん等とうに近くなければ、扱あつかいづらいことこの上なかった。

「悪いがこいつは渡せない。俺の使うマジックロッドがなくなっちまうからな」

　ローザは「ちぇー。カイのケチ！」と子供っぽく口を尖とがらせ、リリィは「でしたらわたくしがプレゼントしましょうか？」と、ローザにニンマリ微笑ほほえみかける。

　俺からロッドを譲じよう渡とされるのは構わないが、ライバルからの施ほどこしはローザのプライドが許さない。それをわかっていて提案するリリィもリリィである。いい性格をしてるな、まったく。




　プチ修学旅行を終えた翌日──朝一番でルーファス学園長に今回の報告書を提出した。それから経費の領収書をまとめるなど、雑ざつ務むを片付ける。それで午前が終わってしまった。ゆっくり本を読む時間もないなんて、教士というのはせわしない職業だ。

　昼食をリリィに誘われて、ローザとともに三人でカフェテリアで摂とる。元々ローザは見かけの割によく食べる方だが、今日はリリィもそれに負けていなかった。

　午後からは門下生二人のたっての希望で組み手の時間である。

　場所はいつもの演習場で、仮想魔法は使わず実戦形式だ。

　ステージに上がるなり、さっそく戦闘の火ひ蓋ぶたが切られた。二人の連携攻撃はこれまでになく呼吸が合っている。俺を攻略するために作戦を練ねってきたみたいだな。先日までの俺だったら、あっという間にたたみ込まれていたところだ。

　だが、今は違う。

　受領した試作ロッドのおかげで、魔法力が普段の七割程度であっても、ローザとリリィを手玉に取ることができた。

　開始から五分。余裕を持って二人の攻め手をいなし続けている。そろそろローザの息が上がる頃だ。瞬しゆん発ぱつ力りよくに長たけるが、相変わらずペース配分と持続力がローザの弱点だ。

　数多あまたの攻撃魔法を俺の輝き盾だてに防がれたローザが、なにを思ったのかリリィの支援魔法が完成する前に、さらなる追撃を仕掛けてきた。

　想定外の行動だが慌あわてずその構築を読み解く……風ふう刃じんをアレンジした術式だ。

「吹き荒れろ爆ばく風ふう！」

　瞬間──俺の目の前で暴風が爆はぜた。遅れて俺の輝盾が発動する。こちらの予想よりも遙はるかに速い一撃だ。

　俺の身体からだは上空高く吹き飛ばされた。一いつ矢し報むくいてローザはドヤ顔だ。

「どう！　攻撃対象を特定せず、攻撃力も皆かい無むだけど周囲の全員を吹き飛ばす、スペシャルな魔法よ!!」

　見れば俺だけでなく隣に立つリリィまで、ローザの魔法は吹き飛ばしていた。リリィはスカートを手で押さえたまま「あんまりですわあああああああ！」と、悲鳴をあげつつステージ外に墜つい落らくする。

　ローザが胸を張った。

「爆風そのものに威力はないけど、高く遠くに飛ばすことで、落下ダメージが期待できるって寸すん法ぽうよ」

　味方をリングアウトさせて自慢できることじゃないだろうに。

　リリィは自身を鉄てつ壁ぺきで強化して落下ダメージを軽けい減げんした。俺はといえば、大たい気きと重じゆう圧あつの複合魔法──限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドの飛ひ翔しようによって空中に静止する。

　上空からローザに告げた。

「そんな手抜き魔法で勝かち誇ほこるな」

「手抜きじゃないわよ！　カイの輝盾よりも発動が高速だったし、広範囲な上に省魔法力といいことずくめでしょ？」

「起動が速いのも消費魔法力が低いのも、対象を指定する工程をすっ飛ばしたからだろ。自分以外を無差別攻撃するなんて、迷惑極きわまりないぞ。援護してくれるリリィと分断されてどうするんだ？」

　ステージの脇に墜落したリリィは、治ち癒ゆの魔法を自分にかけながら「打ち合わせにありませんわ。というか、自爆もいいところですわね」と溜息を吐いた。

　俺はストン……と、飛翔を解いてステージの上に戻るなり、ローザに近づくと彼女のおでこにデコピンを食らわせる。

「いった～～い！　体罰反対！」

　おでこの辺りに手を添そえてローザが口を尖とがらせた。

「お黙りやがれ。もし単独で異形種の群に今の魔法を使っても、敵を散らしてしまって逆に対処しづらくなるだけだ。封印安定だな。だいたい……なんでこんな欠けつ陥かん魔法を使ったんだ？」

　ローザは小さく頭を垂たれる。

「だって思いついちゃったんだもの。思いついたら即実行！　それが黒魔導士でしょ？　カイの防御を崩くずすにはこれが最速にして唯一の手段だったの。っていうかカイってばずるいじゃない。ただでさえ強いのに、高速型の高性能ロッドなんて……」

　悔くやしそうにローザは自分の手元に視線を落とした。彼女の手にするロッドは本来の寿命をとっくにすぎてしまっている。それを修理しながら騙だまし騙だまし使ってきたのだ。

　俺は右手に握った高速試作型ロッドを見つめた。保証はできないが、今後、学園でなにも起こらなければ、こいつが消えることもそうそうないだろう。

「まあ……そうだな。そんなに気に入ったなら……きちんと学園を卒業した時に、まだこのロッドが俺の手元に残っていれば卒業祝いに進呈しよう」

　すると、不満げだったローザの瞳がキラキラと輝いた。

「ほ、ほほ、本当に!?　約束よ！」

「ああ。だからちゃんと勉学に励はげむんだぞ。留年なんてしてくれるなよ？」

　これで俺もよっぽどのことがない限りは、この試作ロッドで無茶はできなくなったな。

「と、当然じゃない！　そっちこそなくしたり売ったりしないでよね！」

　俺の右手をとると、ローザはロッドに頰ほおずりしだす。

　リリィが俺たちの元に戻ってくると首を傾かしげた。

「では、今使っているロッドはどうなさいますの？」

「こ、これはこれで大事にとっておくのよ！　もし壊れても……相棒だもの」

　今度は自分のロッドにローザは頰ずりした。彼女なりの愛情表現のようだ。

　複数のロッドを持つというのは悪いことじゃない。役目を終えたロッドを処分してしまう魔導士も多い中、思い出の品として大切にするというのも一つのあり方だ。

　投とう機き目的で蒐しゆう集しゆうするよりよっぽど健全である。

　まあ、全力を出して壊してばかりな非常勤魔導教士より、よっぽどモノを大切にしていると言えるだろう。我ながら耳が痛い。

　さてと──どうしたものかな。

「もう少し組み手の相手をしようか？」

　白と黒、ともに高速型の試作ロッドは絶好調だ。

　俺の言葉にリリィがそっと首を左右に振った。

「今のわたくしとローザでは、復活を遂とげたカイ先生に一矢報いることすら難しいですわね。組み手は新たな攻略方を編あみ出だしてから、またの機会にお願いしますわ」

　ローザは「まだやれるわよ！」と不満げだが、先ほどの奇襲が俺に通じなかった以上、残りの手札をどう組み合わせても勝ち筋がない……ってところだな。

　リリィがそっと俺の隣に立つと、腕に身体を絡めるように寄り添った。柔やわらかくも弾力のあるモノが、二の腕に吸い付くように押しつけられる。

「今日はその、もう一つお願いがありますの」

「な、なんだよ急に……」

　やんわり振りほどこうとすると、リリィは俺の腕をぎゅーっと抱きしめた。心細そうな目で俺を見上げる。

「実はわたくしたちが首都に赴おもむいている間に、全学科共通の課題が出ていまして」

　ということはローザもか。リリィが課題に窮きゆうするなんて珍しい。ローザはといえば、課題という単語を耳にした瞬間に、猫耳のようなハネっ毛をビクンと揺ゆらした。

「どういった課題なんだ？」

　リリィが小さく頷く。

「魔導士としてのルーツを探る……という課題ですの。自分自身の起源を知ることで、己おのれの魔法適性を知るだなんて、はっきりいってナンセンスですわ」

「手厳しいな。リリィは家系や先祖を調べることの、なにがそんなにいやなんだ？」

「家名のみで優秀だと思われるのは心外ですもの。わたくしはわたくしの努力とカイ先生の適切な指導があったからこそ、優秀なのですわ」

　俺の指導を評価してくれるのは嬉しいが、リリィの場合、おべっかなどではなく、純粋にそうだと思っている節ふしがある。ともすれば依存心にも繋がってしまいかねない。

「俺が教えたことなんて、実はたいしたことないんだ。いずれリリィもローザも、自分で歩んでいけばぶつかる壁を少しだけ早く提示しているだけだからな。だからリリィは自分の努力だけを誇ればいい」

「もう、カイ先生は無自覚にもほどがありますわ……その道を信じて歩けるのは……せ、先生だからですのに」

　後半がもごもごと小声になって聞き取れなかった。

「どうしたんだ急に？　蚊かの鳴なくような声で意見を言うほどリリィは引っ込み思案じゃないだろ？」

　柔らかな物腰でも、その胸には誰にも負けないという大きな自じ尊そん心しんを秘ひめている。それがリリィ・ヒルトンだ。相手に遠慮するような性格ではない。

　俺の腕から離れるとリリィはほっぺたを膨ふくらませて、ぷいっとそっぽを向いた。

「先生は乙女心をもっと学ぶべきですわ」

「乙女心って……」

「大戦の影の英雄ならいざ知らず、今は指導者ですもの。わたくしたちのような年頃の女の子とふれ合うからには、乙女心の基礎知識を押さえてほしいものですわね」

　基礎乙女心理学なんて学科、聞いたことないぞ。

　黙ったままのローザも気になるところだ。ルーツを知るということは、彼女のトラウマを逆さか撫なでしかねない。

　ローザの故郷は異形種の襲撃を受けて地図上から消えた。彼女が黒魔導士となったのも、仇かたき討うちのためだ。

「あ、あたしは今日はもう帰るから。やっぱり課題は自分でなんとかするし」

　声色がいかにも不安そうで、かすかに震えていた。

「待てローザ。この時間ならカフェテリアも開いてるだろうし、ちょっとお茶でもしていこう。リリィもな」

　おどおどするローザとは対照的に、リリィは活いき活いきとした表情になった。

「あら、よかったですわねローザ。カイ先生がきちんと相談に乗ってくださるなんて」

「べ、別によかったなんて……思ってないけど……」

　リリィは自分の相談とかこつけて、本命はローザの相談に俺が乗るよう仕し向むけていたのか。意外に策さく士しで友達思いだな、リリィ。




　カフェテリアは閑かん散さんとしていた。どこぞの門下のゼミが休講したのか、飲み物と軽食をお供ともに自習する生徒がちらほら見受けられる。

　セルフサービスのカウンターでローザとリリィは紅茶を、俺はコーヒーを頼むとカフェテリアの隅の席に着いた。

　ふと見れば、本を立ててテーブルにつっぷし身を隠してはいるが、先日ローザに試験演習でぶっ飛ばされた黒魔導士の生徒──ペトラ・パーネルの姿もあった。俺が視線を向けるとますます身体が縮ちぢこまる。が、立ち去る気配はない。警戒することもないか。いくらペトラがローザに恨みを抱いていても、白はく昼ちゆう堂どう々どう仕掛けてはこないだろう。

　改めて、俺は課題について確認した。

「課題についてだが……そうだな、まずはリリィの事を聞かせてくれ。といっても、お前の家庭の事情については先日実家を訪問したんで、ある程度は把は握あくしてるけどな」

　リリィは紅茶で唇くちびるを湿しめらせると、ゆったりとした口振りで語り出した。

　その内容は半なかば予想の範はん疇ちゆうだ。彼女はずっと〝籠かごの中の鳥〟だった。

　三百人議会に名を連つらねる名門名家にはよくある話だ。先日会ったサリバン家の嫡ちやく男なん──アオイも似たような境きよう遇ぐうながら、あの少年には導き手となるバスティアンがいた。最年少主任研究員になれたのもきっと指導の賜たま物ものだ。

　一方、リリィの家庭教士は、正直彼女を教えられるほどの使い手じゃなかった。リリィが実家を飛び出して学園にやってきたのは無理もない。

　が、問題らしい問題といえばそれくらいで、リリィの家系は代々名門の白魔導士。源流をたどるまでもなく、リリィも自分が何者か自覚しているようだ。

　リリィはこう、締しめくくった。

「わたくしのルーツについては以上ですけれど、それがなんだ……と、あえて申し上げたいですわ。過去に一族がなにを成なしたかよりも、わたくしがこれからなにを成すのか。それが重要ですもの」

　力強い意志の籠こもった眼まな差ざしで、サファイア色の瞳がじっと俺を見つめる。なにか気の利いた言葉を返したいところだが、さっぱり思い浮かばない。

「そうだな。まあその……俺もリリィには期待してる。けど、時々手を抜くぐらいがいいぞ。いつも全力だと疲れるからな……っと、ペース配分の得意なリリィに説とくようなことじゃなかったか」

　リリィはホッと表情をほころばせた。

「その点、重々承知しておりますわ。ところで……以前から気になっていたのですけれど、カイ先生のご実家はどちらになられますの？」

　何のことはない素そ朴ぼくな疑問に、突然ローザが跳はねるように席から立ち上がった。

「ちょ、ちょっとリリィ！　その質問は……その……」

　立ったもののすぐさま意気消しよう沈ちんする。俺の故郷についてはまだリリィに話していなかった。同じ境遇なりにローザは気遣ってくれたんだな。

　この際だからリリィにも教えておこう。それにローザにも、詳くわしいところまでは話していなかった。いい機会かもしれない。

「前にローザにはざっくりと説明したんだが……俺の故郷は東方の深い山中、獅し子し渓けい谷こくってところにあったんだ。なんで過去形なのかと言えば、異形種に滅ほろぼされて今はもうないからだ。このご時世、よくある話さ」

　リリィの表情が曇くもる。俺の方が慌てて取りつくろった。

「いやいや、お前が気落ちする事なんてなにもないぞ」

「え、ええ……ですけれど……」

　自分が無神経な質問をしたばかりにと、すっかりリリィは落ちこんでしまった。今度はローザが俺に訊く。

「ね、ねえカイ！　そこはどんなところだったの？」

「超ド田舎いなかだぞ。なんせ竜脈もまともに走ってないような場所だからな。山間で土地も狭いし、住人だって大していなかった。俺が住んでいたのは獅子渓谷の最奥にある、レオルって村なんだ。地図にも載っていない辺境だよ」

　ローザが立ったままティーカップ片手に促す。

「意外ね。そんなところでカイは誰に魔法を教わったの？　高名な先生がいたとか？」

「誰って訳じゃないんだが……うーん、今でこそ謎なんだけどな……住人もろくにいない寒村なのに、バカでかい城みたいに立派な図書館があったんだ」

　途と端たんにローザの視線が鋭くなった。

「図書館？　なんだか噓うそっぽいわね」

「噓みたいな話だが本当なんだ。なにを隠そう、俺の家系はその図書館の管理人……平たく言えば司書だった」

　これはアストレアにも話したことのない事実だ。

　ガキの頃は先祖の事なんて、ちっとも興味がなかったんだが……今となっては家系図くらい見ておけばよかったと思う。

　幾千、幾万の蔵書とともに、俺の源流を記しるした書物も異形種の襲撃によって消滅してしまった。

　ローザがムムムッとした顔で俺に訊く。

「それで、なんで司書が魔法使いなのよ？　しかも白黒、両方使いこなせるなんて……それならうちの学園の司書さんだって、最強魔導士かもしれないじゃない？」

「俺の故郷じゃ魔法は白黒に分かれていなかったんだ。俺がどちらも苦手意識を持たずに使えるのは、世間から隔かく離りされたド田舎に生まれ育ったおかげかもな」

　リリィが首を傾げた。

「ということは、わたくしたちは成長するうちに〝どちらかの魔法を苦手〟とすり込まれているということなのでしょうか？」

「おかげで自分に合わない魔法を学ばないで済すんでいるって話だ。特化分業化することで魔法使い全体が進化したってことさ」

　戦士に至いたっては魔法力を物理攻撃力に変換している。ある意味、無属性の魔法使いだ。

　ローザがさらに険けわしい顔をした。

「じゃあなんでカイはどっちも一流なのよ？　普通、特化してもそこまでの使い手にはなれないわよ！」

　意外と鋭くツッコミを入れてくるな。

　正直なところ、こればかりは俺にもわからない。ごく希まれに白黒両属性を使える者はいるらしい。が、どちらも中ちゆう途と半はん端ぱに終わるのが常識だ。

　そうならなかったのも、俺が……いや、俺の家系がたまたま〝そういう力〟を持っていたとしか……ともあれ、確かめる手段はもうない。

　獅子渓谷を異形種が埋うめ尽つくし、図書館は結晶核の暴走による爆発で消滅し、生き残ったのは俺独ひとりなのだから。

　それに心当たりはもう一つある。教育環境の違いだ。

　俺は笑顔でローザに返した。

「まあ、読んでいた本の差って奴だ。頭の柔らかいガキの頃から、やることといえば本を読むことばかりだったんでな。俺が引き籠もり体質なのも、持って生まれた資質に加えて環境が育はぐくんだんだ。本来の俺はもっとこう……社交的で親切で人当たりもいい人格者の素敵人間だったに違いない。どこで道を踏み外したんだろうな。はっはっはっは」

　乾かわいた笑い声を上げる俺に、リリィが「カイ先生は充分親切ですわよ」と目を細めた。一方ローザは「環境のせいにする時点でお察しね」と、身みも蓋ふたもないことを口にする。

　さらにローザは身を乗り出して俺に迫った。

「で、どんな本を読めばカイみたいになれるわけ？」

「そいつはその……」

　俺が図書館で読んでいたのは、いつ頃書かれたものかもわからない代しろ物ものだ。文字も現在使われているものではなかった。さしずめ古代魔法エンシエントといったところだな。

　残念ながら、それらに類るいする書籍……いや、あの文字そのものを、俺は学園在学中から今に至るまで、どこにも見た覚えがない。

「言えないっていうの？」

「それはもう古い本なんだ。が、故郷の図書館ごと全部吹っ飛んじまった。あれから方々当たって同じような本を探したが、見つからなかった」

　ローザはじーっと俺の顔をのぞき込んだ。

「本当に……噓ついてない？」

「本当だって。この目が噓を吐いているように見えるか？」

「ええ、本当ですわ。カイ先生がわたくしたちを騙すわけありませんもの」

　リリィはさらりと言ってのけた。そこまで盲信されると困るが、結果的には俺の助け船になった。ローザもようやく椅子に腰掛け直す。

「まあ、半分閉じたようなじとーっとした目だけど……信じてあげるわ」

　そりゃどうも。目つきが悪いのも白黒両属性使えるのも、生まれつきだ。

　ともあれ、王立研で主任になれたことも、アストレアと共闘できたのだって、幼少期から俺を取り巻いていた環境のおかげだな。

　ローザは紅茶をぐいっと飲み干した。

「けど、本当に意味がわかんないわよね。異形種の侵攻する標的って。うちの村はきっと、とばっちりだったんだと思うけど……カイの故郷も同じだったの？」

　俺も頷く。異形種の行動は未いまだに謎に包まれている部分が多い。

「確かに妙だな。レオルどころか獅子渓谷には竜脈がないんだが……」

　先日の学園都市襲撃は竜脈狙いの意図も感じられた。

　異形種が何らかの方法で通信しているという事実を鑑かんがみるに、連中は竜脈を目指す以外の目的で、組織だって動くこともあるようだ。

　まあ、その目的をいくら予想したところでどうしようもないのだが……。

　俺は二人が不安になる前に話を切り上げた。

「ま、俺の過去についてはこれくらいにしよう。リリィも俺も話したんだし、次はローザの番だな」

　ローザは「あはは……えーと、あたしはいいから」と及および腰ごしだ。リリィが席を立つとローザの席の後ろに回り込んで、ローザの頭に大きな双丘をゆっさり乗せた。

「逃がしませんわよ。カイ先生に相談したいとおっしゃったのはあなたでしょう？」

　途と端たんにローザの顔が真っ赤になる。

「あっ！　ちょっとなんで言うのよ本人がいる前で！」

「あら、わたくしとしたことがうっかりですわ。さあ、恥は掻かき捨すてですわよ」

　みれば視線の隅すみっこで、ローザを一方的にライバル視しているペトラ・パーネルが読んでいた本の背表紙に嚙みついていた。なにをやってるんだあいつは。

　冷めたコーヒーを飲み干して、俺はローザと向き合った。

「まあ、言えないことや言いたくないことも多いだろうから、無理にとは言わないが」

　脳天から重圧を感じながらローザは首を窮きゆう屈くつそうに左右に振る。

「べ、別に……言いたくないわけじゃないの。ただ記憶がおぼろげなのよ」

「おぼろげってどの程度だ？」

「この前、ペトラに恐きよう怖ふの魔法を撃たれた時に思い出した……ような気がするんだけど……実はね……」

　こちらの声に聞き耳を立てているのか、自分の名前が出た途端にペトラの表情がキラキラと輝いた。が、ローザとリリィの背後側なので気づいているのは俺だけだ。

　ローザは小さくうつむいた。

「保護された時からずっと、記憶にもやがかかっているみたいで……村を襲われた事実はちゃんと把は握あくしてるし、異形種への怒りだって今も胸の中で燃え続けてる。けど……村での思い出や……家族の事や……ここに来るまでの自分が……わからないの」

　あまりのショックに心に負った傷が記憶を封じてしまっているのかもしれない。

　ローザの頭頂部に胸を押しつけるようにしながら、リリィが首を傾げた。

「それではローザ・ワイルドというお名前も、本名ではないのかしら？」

　こうやって質問から逃げられないようにしているつもりらしいが、もう少し他の方法はなかったのだろうか。

　ローザは上を向こうとしてつっかえながら返す。

「それは間違いなくあたしの名前……っていうか、さっきからなに乗せてんのよ！」

「こうすると逃げられませんし、なにより楽ですの。あっ……ローザにはちょっとわからないことですわね」












「死にたいの？」

「わたくしを殺してしまえるほど、ローザは冷れい酷こくでも残忍でもありませんわ。とっても優しい女の子ですものね……胸以外」

　最後にボソッと宣戦布告を熨の斗しまで付けてリリィは送りつけた。ローザの手がマジックロッドに伸びる。止めた方がよさそうだ。

「とりあえずリリィは席に戻れ。ローザは記憶が曖あい昧まいでルーツを調べるのは難しいみたいだから、俺から学年主任に事情を説明しておく。かといって課題を免除というわけにもいかないから……」

　リリィがそっとローザを解放してニッコリ微笑んだ。

「わたくしと一緒に、源流云うん々ぬんではなく現状とこれからの自分についてレポートをまとめましょう？　それでいかがかしらカイ先生？」

　ローザがムッとした顔になりながら「勝手に決めないでくれる！」と抗議する。

「そうだな。それで問題ないよう、こっちもそれぞれの学年主任に話をつけておくよ」

　と、言ったものの白、黒、双方の二年生学年主任教士の顔を、俺は知らなかった。あまり顔を合わせたくない白魔導教士マルクスもいるので、そいつが主任でない事を祈るばかりだ。




　──翌日。さっそく二人の学年主任を訪たずねると、俺のような非常勤教士に二人はそれぞれきちんと対応してくれた。

　無事、ローザとリリィの課題は受理されて、俺もようやく教士らしいことができたような気がする。

　学園に戻って一つ問題も解決し、これからは平常通りできそうだ。

　しばらくは基礎体力訓練に充あてよう。ローザもリリィも今のまま、俺に挑いどみ続けるのは愚ぐの骨こつ頂ちようと理解しているようだった。

　基礎訓練だけにやることはシンプルだ。学園の外周を走るのだが、ローザは常にマジックロッドで炎えん矢やの魔法公式ロジツクの構築を維持したまま走らせた。まずはタイムよりも魔法公式ロジツクを崩さず、最後まで走り続けることを意識させる。

　リリィも同様だが、こちらは常に輝盾と鉄壁を自身にかけた状態をキープさせた。負荷は掛かり続けるが〝それが普通の状態〟と思えるようになることが、支援系の白魔導士には重要だ。

　ある日、周回を終えたローザが休憩しようとすると「あれ？　あたしのタオルないんだけど」と、自分の荷物を探って首を傾げていた。

　どうも度々、彼女の私物がなくなっているようだ。

　誰かがローザの持ち物を盗んで呪いでもかけようというのだろうか。度を越すような事をしでかすつもりなら、ペトラを一度シメ……もとい、厳重注意をしなければいけなさそうだ。













　白髪しらが交まじりの紳しん士しがモノクルを光らせて、学園の長い廊下を向こうからトボトボと歩いてくる。まるで世界が終わったかのような、絶望一色の顔をしていた。

　なにも見なかったことにして無言ですれ違うと、紳士は俺を呼び止めた。

「挨あい拶さつもなしか？　本当に恩師の顔を忘れたというのかね？」

　かつて俺がこの学園で学んでいた頃、半日だけその門下に加わった白魔導教士のベテラン──マルクス・アルテベリ。

「人相が違いすぎて気づかなかった。それじゃあ、俺おれは忙いそがしいんで」

「待ちたまえ。いや……君とはこれまで色々あったが……まさかこんな手を使おうとはね。いやいや驚いたよ。やはり君の差し金かね？」

　無視して行きたいところだが、俺はしぶしぶ振り返った。先日の試験演習で買えるだけ恨うらみは買ったと思うのだが、どうも様子がおかしい。

「差し金と言われても俺にはさっぱり」

「無関係とは言わせないぞ。君が王立研に出向してすぐに、学園に臨時教士が来るなんてことが偶ぐう然ぜんにも起こりえると言えるのかね？　王立研からの出向だぞ！」

「はぁ？　なんだって？」

　初耳だった。マルクスは両肩を子犬のようにプルプルと震ふるわせる。

「その臨時教士のために席を譲ゆずらされたおかげで、私は閑かん職しよく送りだ！　あのルーファスとかいう若造め……なぜこの私が機材庫の管理などせねばならんのだ！」

　なんとなく、学園長のマルクスへの評価がどれくらいのものか理解できた。

　マルクスにとって生徒は体ていのよい道具でしかない。そんなに道具扱いが好きなら機材庫こそお似合いだろう。しかしマルクスに代わって入るのは同じ白魔導士か。

　俺と同じように王立研を追い出されたのだろうか？

　深い皺しわが刻まれた顔を真っ赤にしたマルクスに、俺はさらりと告げる。

「そいつはご愁しゆう傷しよう様さまです。で、王立研から来た後任の白魔導士の名前はなんていうんですか？」

「君のそういう白しら々じらしい態度はどうかと思うがね！」

「抗議すればいいじゃないですか？　エリート専門のマルクス教士を機材庫送りにするとはなんたることだ！　って」

　自分で言っていて矛盾に気づいた。プライドだけは天にも届くマルクスが、ルーファスに言われたからといっておいそれと承しよう諾だくするはずがない。

　たとえ相手が王立研出身者でも、マルクスなら抵抗するなり、一いつ旦たん譲ってもすぐに追い出す算段を始めるはずだ。

　悔くやしそうに眉まゆ尻をピクつかせながら、マルクスはぼそりと呟つぶやいた。

「来るのは魔導医学の名門サリバン家の次期当主だ。抗議などしようものなら……」

　サリバン家の次期当主って……アオイ・サリバンだと!?

　自尊心の権ごん化けにして権けん威いに弱いマルクスにとって、サリバンの名は重くのしかかったようだ。

　ステッキ型のマジックロッドで俺の顔を指すと、マルクスは言葉を吐き捨てた。

「全部君だ……君さえやってこなければ……こうなったのも試験演習で生徒あいつらが不ふ甲が斐いなかったばかりに……失態だ。あの戦績さえなければルーファスなんぞの言うことなど……他の教士が機材庫係になるべきだ！　ううッ！　この代だい償しようはいつか君にきっちり払ってもらうからな！」

　言い切ると不機嫌そうに肩で風を切って、マルクスは廊下の向こうに消えていった。ついさっきまで死にそうな顔をしていたのに、意外と元気じゃないか。

　しかしなんでアオイのやつが学園で臨時教士などしようというんだ？　王立研でバスティアンとともに、研究を続けるのが望みなんじゃないのか？

　さっぱりわからん。が、なんだか嫌な予感がしてきた。




　午後の基礎訓練を始めようとしたところに、アオイが白魔法専攻の生徒をぞろぞろと引き連れて、俺たちの元にやってきた。嫌な予感ばかりがよく当たる。

　連れて来られた生徒の多くはマルクスの元門下生だった。ウォームアップを始めるローザとリリィに、アオイがニンマリ口元を緩ゆるませる。

「へー。走り込みだなんて、今時ずいぶんと原始的なことしてるね？　あれ？　もしかしてボクは魔導士育成機関ウイザードガーデンじゃなくて戦士養成機関ソードテンプルに着任しちゃったのかな？」

　途と端たんにローザが殺気立った。

「なんで王立研の研究員がこんなところにいるわけ？」

　アオイはハンッ！　と、ローザを一笑に付ふした。

「教士をするのさ。どこぞの旧式ポンコツに務つとまるなら、ボクには楽勝だよね」

　リリィが視線も合わせず冷淡に返す。

「王立研出身の有能教士でしたら、もう間に合っていますわ」

　アオイはリリィに向き直った。

「それは誤解だよリリィさん。ここにいるのは前時代的な旧式のポンコツ無能教士でしょ？　有能であるはずがない！　だいたいリリィさんみたいな選ばれた人間が、どうしてこんな底辺門下に在ざい籍せきしているの？」

　リリィは無言で黙もく々もくと準備運動にいそしむ。これ以上言葉を交わす気はないようだ。アオイは気にせず憂うように語り続けた。

「ああ……それにしても学園のレベルの低さには驚かされたよ。白魔導士のエリートばかりを集めた門下があるって聞いてたんだけど、これが本当にひどくてね。だから、今日からボクがみんなを再教育してあげることにしたんだ。まあしばらくの間だけどさ。ボクとしては今の王立研での研究の息抜き……ってところかな？」

　連れて来られた二十名ほどの生徒たちは一様に複雑そうな顔つきだ。マルクスの権威が失しつ墜ついしたとはいえ、それでもマルクス門下というだけで学園ではエリートを気取ってきた連中である。

　それが突然、自分よりも年下のクソガ……少年の門下生にされたわけだ。人間ができているならいざ知らず、内心ムカつきっぱなしだろう。

　とはいえ、アオイは王立研の現役主任研究員にして、サリバンの家名を背負っている。アオイにはマルクスなど比較にならない、権威の後光が射さしていた。

　まるで誘ゆう蛾が灯とうと羽虫だな。身を焼かれるとわかっていても、近づかずにはいられないのが権力ってものだ。

　俺は溜息混じりに呟いた。

「息抜きか……まあ、そっちはそっちで好きにやってくれ」

　アオイは無邪気に笑う。

「うーん、なんでボクが来たのか理解できてないみたいだから正直に言うね。ボクがここにやってきたのは……キミだよ。キミが目的なんだカイ・アッシュフォード」

　ビシッと俺の顔を指さしてアオイは続けた。

「王立研を追われて転がり込んだ学園……その居場所にすら居られなくしてあげるよ」

　ローザが「あんたさっきからなんなのよ！」と、食ってかかろうとした。リリィがかろうじて止めているのだが、そのリリィの表情も俺が今まで見たことがないくらい冷たい。まるで氷の彫ちよう像ぞうだ。

　動じず気にも留めず、アオイはリリィに訊く。

「というわけで、これからボクは学園でカイ門下を潰すつもりだけど、リリィさんだけは特別に助けてあげようと思ってね。今なら序列一位でボクの門下生にしてあげるよ？」

　リリィはそっと冷たい息い吹ぶきでも吐きかけるように告げた。

「お断りいたしますわ」

　アオイはやれやれと肩を上下に揺らす。

「この旧式は出向のボクと違って、王立研から放ほう逐ちくされた出で来き損そこないだよ？」

「わたくしが師し事じするのは英雄レイ＝ナイト様とカイ先生だけですわ。お引き取りを」

　まったく心動かされないリリィに、アオイは大きく息を吐いた。

「ハァ……しょうがないね。これまでは同じ名門のよしみで誘ってあげてたけど……どうなっても知らないからね？　さあ、みんな行こうか。今からミーティングだよ。弱小門下の潰し方についてレクチャーするから……って！　冗談冗談♪　王立研仕込みの超カッコイイ魔法公式ロジツクを教えてあげるね」

　ぞろぞろと白魔導士の羊たちを引き連れて、少年は学園の敷地内に戻っていく。

　白い一群に「全員、足の小指をクローゼットの角にぶつけて死ね！」とローザが呪いの言葉を吐き捨てた。

　これには俺もリリィも苦笑いだ。アオイがばらまいていった毒気が抜けてしまった。

「こらこら、どういう死因だそれは」

「うふふ。とってもローザらしいですわ」

　ローザは俺たちに向き直るとほっぺたを膨ふくらませる。

「な、なによ！　悔くやしくないわけ二人とも!?」

　俺は頷いた。

「別に悔しいことなんてないぞ。こうしてリリィが残ってくれたんだから」

「当然ですわ。わたくしは真に尊敬できる方の元で学びたいですもの」

　敬意が重い……が、そんな考えは贅ぜい沢たくだ。

　俺にはローザとリリィ、二人がいてくれるだけで充分すぎる。門下生だって人数が多ければいいってものでもない。

　それにしても、まさか俺を叩きのめすためだけに、アオイが学園に出向してくるなんて思わなかった。

　王立研の最年少主任研究員。俺がかつて持っていた称号も名誉も栄光も栄えい達たつへの道も、今はアオイの手中にある。

　他に妬ねたまれるようなことは……と、思ったところでアストレアの笑顔が頭をよぎった。

　まさか、あいつとの関係性がアオイの怒りに火をつけたのか？　そういえばアオイは熱心な勇者信者だった。が、それにしたって俺を倒しても、俺とアストレアが築きずいた関係性までは奪うばえないだろうに。

　まあ、こっちとしてはできるだけ関わり合いにならないよう、気をつけるくらいしか自衛手段がなさそうだな。




　翌日──

　アオイの提案で、今週末に特別野外講義をするというお達しが、ルーファス学園長経けい由ゆで俺に届けられた。

　早朝のすがすがしい陽光が射し込む学園長室で、俺は眼鏡めがねの優やさ男おとこを問とい詰つめる。

「アオイの門下がなにをするかは自由だが、なんで俺たちまで参加なんだ？」

　革張りの椅子に深く腰掛けてルーファスは目を細めた。

「アオイ・サリバン先生のたっての希望でして。サリバン家から当学園に振り込まれる寄付金の額を考えると、無下にはできないんですよ」

　まったく──人類の命運を左右するかもしれない、未来の英雄候補たちを育はぐくむ学園も経済活動の原則からは逃れられない。

　おそらくその特別野外講義で、俺をダシにしようというのだろう。俺一人で済すめばマシだ。リリィは耐たえてくれるかもしれないが、アオイがあまりにナメた態度を取るとローザの方が心配だ。

　俺はルーファスに訊たずねる。

「それで、いったいなにをするんだ？」

　どことなく歯切れの悪い口振りでルーファスは説明した。

「なんでもフィールドワークで低級の異形種を捕ほ獲かくする実習だそうです。捕獲する魔導技術が実用化していたとは驚きですね。ええと、その筋の研究では権威のバスティアン・ホープという方が考案したとかで、狙ねらうのは防壁の近辺にある小さな巣のようです。ただ、まったく危険がないとも言い切れないじゃありませんか？」

　俺は溜息で返した。

「アオイは主任研究員だろ？　万が一、何かあっても生徒全員を守るくらいはできるんじゃないか？」

「こちらで調べたところ、アオイ先生は実戦経験がないそうなんですよ。なにかあった時に頼りになる大人にそばにいて欲しいんですよね。それに勇者とともに戦った経験のある二人の生徒もいるとなおよいです」

　アオイは俺たちの帯同を求めたが、それとは別の理由でルーファスも俺たちの参加に賛成ということか。

「ガキのお守もりはごめんだ」

「問題児……もとい、希少な原石であるローザさんやリリィさんを導き育て磨みがきあげているじゃありませんか？　ここは一つ、お願いできませんか？　もし、なにかあった時に貴方がアオイ先生を助けたりでもすれば、あの少年の貴方への評価も変わるかもしれませんし」

　ルーファスは笑顔だが、眼鏡のレンズの向こうにある目が笑っていない。

　アオイに評価されたいなんて思わないが、学園長への借りは減らせる時に減らしておかないと、利子が雪ゆき達磨だるま式しきに重なりそうだ。

「わかった。トラブルなんて起こらないに越したことはないんだが、注意するよ」

「なんだかんだ言っても、子供が危険に巻き込まれるかもしれないと思うと、いてもたってもいられなくなるのはカイ先生のよいところですよ。転ばぬ先のなんとやらと言いますし、私は保険というのは〝かけること自体〟に意味があると思うんです」

　学園都市の近隣なら危険も少ないだろう。先日、俺が改良を加えた次元解析法リグ・ヴエーダシステムなら、これまで以上に〝万が一〟にも対応しやすくなっている。

　なにより、アオイがどうやって異形種を捕獲するのか興味もあった。

　ローザとリリィにも実戦を積つませるよい機会かもしれない。

　どうやら週末の予定は決まったな。













　俺おれが承しよう諾だくしたことがアオイに伝わると、すぐに作戦プランの企画書が送られてきた。

　細かな作戦内容は現地でとのことだが、サンプル捕ほ獲かく対象は決定しているらしく、異形種の巣の座標はきちんと記しるされていた。学園から北東方面。防壁にも近い。この位置なら範囲を拡張した改良型次元解析法リグ・ヴエーダシステムの探知圏内だ。

　時間軸も広げてあるため、最大三日後までの危険を察さつ知ちできるだろう。異形種に動きがあれば、事前にシステムが感知し、警告するはずだ。

　まあ、それでも万全とは言いがたい。こちらが想定していないシステムへの欺ぎ瞞まん工作を、異形種が開発しているかもしれない。が、その可能性は低い。もしそんなものができていたなら、とっくの昔に人類側の防衛ラインを突破されているからだ。

　先日倒した要よう塞さい級きゆうの魔法迷彩も、連続で仕掛けてこないところを見るに、完璧とは言いがたいのだろう。

　ともあれ、アオイを嫌うローザとリリィに説明するのは骨が折れた。

　作戦概がい要ようをきちんと話し、安全性への配はい慮りよや地訓練の有用性を説とき、乗り気ではない二人を説得する。最後の決め手は「もし、なにかあった時にアオイを助けてやれば、鼻を明かせるんじゃないか？」という言葉だった。

　ローザもリリィも「じゃあなにかトラブルが起こってくれないとね」と、ようやく納得したのだが……うーむ、こういう発はつ破ぱのかけ方こそトラブルの元かもしれない。生徒のやる気を出させるというのは、どんな魔法公式ロジツクよりも難解だ。

　そうして五日がすぎた。以降、アオイが接触を図はかってくることもなく、俺は引き続きローザとリリィに基礎訓練を施ほどこすことに集中した。

　二人ともコツを教えると呑のみ込こみが早い。早くもローザは炎えん矢やの構築を維い持じしたまま、ほとんど普段通りに走り続けられるようになった。そこで今度は炎矢のような攻撃魔法ではなく、自身の気配を消す隠いん蔽ぺいをかけたまま走る課題をやらせている。

　攻撃魔法では高い集中力を見せるローザだが、隠蔽のような補助系の黒魔法は苦手なようだ。発動待機状態ではなく隠蔽を身に纏まとったまま走るというのも、攻撃魔法に対して愚直なほどに一いち途ずでまっすぐで不器用な彼女には難易度が高かった。

　リリィはといえば輝き盾だてと鉄てつ壁ぺきを維持し続けて走るのに飽あきたらしく、こちらが指示する前に加か速そくの魔法を加えることで、課題の難易度を上げていた。リリィといえども、三つの魔法を均きん等とうに切らさず維持するのは容よう易いではないらしい。それでも成立させられるあたり、魔法を摑つかむ指先の感覚が柔やわらかいというか、天性の柔じゆう軟なんさを感じさせる出来だった。




　──迎えた週末。土曜日の早朝。

　学園を囲む城門前に大型の輸送車が停まっていた。大戦時の軍の払い下げだ。三十人ほどを運ぶことができる大型車両だが、それ自体に戦闘力はない。あくまで移動用の足だった。

　集合時間ぴったりに着くと、すでに到着していたアオイがニッコリ微笑ほほえんだ。

「ずいぶんとゆっくりなんだねカイ門下って。ルーズなのは感心できないなぁ。決められた時間の五分前行動もできないんだ？」

　ローザが「ムキャー！」と動物が鳴くような威い嚇かくの声を上げた。

　リリィがすかさず「いけませんわローザ。頭がお猿さんになっていましてよ？」と、たしなめる。ローザは余よ計けいに「ムキャキャ──！」と声を上げた。

　おいおい、しっかりしてくれ。って、ローザのやつわざとやってるような感じだな。

　輸送車にはすでにアオイの門下生たちが乗り込み済みだ。彼の生徒ら二十人で席の大半は埋まっていた。後方の荷台には金属製の檻おりが積つまれている。

　俺は軽く額ひたいの辺りを手で押さえながらアオイに訊きく。

「で、俺たちの席はないとか、そういった細やかな嫌がらせはしないだろうな？」

「嫌がらせ？　ちっちゃいなー。そんなこと考えてもみなかったよ。言ったでしょ。ボクが望むのはキミの完全敗北だよ。死地に置き去りにするくらいはしてもいいけど、ここに置いていくわけないじゃん？」

「置き去りとか物ぶつ騒そうなことは……いや、まあお前にしてはいい心構えだ」

「……え？」

　アオイは気の抜けた声を出した。

「もし身の危険を感じたら逃げ出してもいいんだ。でなきゃ死ぬからな……ほら、二人とも先に乗れ！」

　アオイを視線で威嚇するローザとリリィに乗車を促うながして、俺も輸送車に乗り込んだ。

　運転はアオイの門下生が担当するらしい。代かわろうか？　と、申し出るのも変な気がするので、黙だまって揺ゆられることにした。

　硬いシートの感触に、昔の事を思い出す。戦線に投入される時は、だいたいいつも同型の輸送車両だった。こいつは乗り心地なんて関係なく、人員と装備を戦いの道具として運ぶだけの無ぶ骨こつな鉄てつ塊かいだ。

　ローザが早速その座り心地に不満を漏もらす。

「なによこの椅い子す……クッション入ってないでしょ？　ちょっとリリィ、あんたの胸についてる邪魔そうなソレ、一個貸しなさいよ。お尻に敷しいたらちょうどよさそうだし」

「あら、ローザってばひどいことを仰おつしやいますのね。それより意外ですわ。ローザって上半身はあっさりですけど、下半身はムッチリしていますから、お尻にクッションがついているようなものなのに」

　言うなりリリィの手がローザの臀でん部ぶを横から舐なめるようにさすった。ローザがビクンと身を震ふるわせる。

「キャ!?　ちょ、ちょっといきなりなにすんのよ!!　ケンカ売ってるわけ？」

「先に売ったのはローザですわよ？　そうですわね。お返しがしたいというのなら、おっぱい揉もみまして？」

「むううう……」

　ケロッとした顔でリリィは返す。日を追うごとにあしらい方が上達しているな。

　二人がじゃれ合っている間に、アオイが運転席の脇わきに立って、居並ぶ一同に説明を始めた。

「えーと、事前に資料は配ってるけど、愚ぐ鈍どんで蒙もう昧まいなキミたちのためにおさらいね。これからボクらが行くのは学園から北東十キロの位置にある小規模な巣だよ。異形種はワーカーアント型だけだから、戦闘になったとしてもキミらなら楽勝だよね？」

　方角からしてローザの故郷ではない、別の集落跡だ。防衛するだけの戦略的価値が低い巣には、異形種も相そう応おうにしか戦力を割り当てない。

　アオイは白衣のポケットから白い紙かみ束たばを取り出した。紙し幣へいほどの大きさで、表面に魔法公式ロジツクが走らせてある。

　呪じゆ符ふ──魔法力さえ込めれば、そこに書かれた魔法を白黒無関係に使うことができるものだが、作成の難易度が高く、おいそれと誰でも作れる代しろ物ものではない。

　どれも同じように見えて、一枚一枚が微妙に違っていた。

　おそらく〝停止の波長〟の周波数を変えているのだろう。

　まず間違いなく、呪符はバスティアンが作ったものだ。

「で、今回はこの封印の呪符を全員に一枚ずつ配布するから、ワーカーアントをおびき寄せて各自、この呪符を貼はって魔法を発動させること。もし、行動を停止した個体がいたらボクに報告ね！」

　アオイの門下生から「停止しなかった場合はどうするんですか？」と質問が上がった。

「その時は撃げき破は殲せん滅めつ……っていうか、説明しなくてもそれくらい察さつしてよ？　本当にどんくさいなぁ」

　しごく面倒くさそうにアオイが質問した生徒を睨にらみつける。それだけで生徒は「し、失礼しましたッ！」と震え上がった。他の生徒たちまで萎い縮しゆく気ぎ味みだ。

　が、士気の低下を気にも留とめず、アオイは俺と並んで座るローザとリリィを見み据すえた。

　揺れる車内でよろけそうになりながら、一番後方の俺たちの座席までやってくる。

「というわけで、特別ゲストのカイ門下のみなさんにも参加してもらいたいんだけど、もちろんいいよね？　ここまで来てノーなんて言わせないよ」

「構わないが……」

「うん！　じゃあせっかくだし、門下の名誉を賭かけて勝負しようよ！　この呪符の束の中で、捕獲が成功する波長の周波数はたぶん一枚だけ。どっちの門下が先にワーカーアントを行動停止させられるか競ってみない？　ちなみに、呪符を貼ってダメだったら次の呪符をボクのところまで取りに来るんだよ。一人で複数持つのは禁止だから。一人一枚！　ね？　公平でしょ」

　それはずいぶんと俺たちには不利なルールだな。

　呪符を扇おうぎ状じように開いて、ヒラヒラと扇あおぐようにしながらアオイは目を細めて満足げだ。

「なあ、そんなんで勝って楽しいのか？」

　アオイが連れて来た二十人に対して、こちら二人。札の束はおよそ百枚ほどだ。いくらローザとリリィが優秀でも、十倍の人数を相手にするのは分が悪い。

　俺の言葉にアオイは素直に頷うなずく。

「当然だよ！　これから先も、ボクはキミに勝って勝って勝ちまくるんだ。けど、こっちも鬼じゃないからね。最初の二枚を選ばせてあげるよ」

　アオイはスッと札を差し出した。俺はじっと読よみ解とく……も、無理だった。いくつかの術式がブラックボックス化している。

　まあ、この中のどれが当たりかなんて、正解となる波長の周波数がわからない以上は、考えるだけ無駄か。

　ローザが席から立ち上がった。

「なに悩んでるのよ？　カイが選べないならあたしが……」

　言いかけてローザは黙り込む。そのまま呪符を穴が開くほど見つめて、そっと呟つぶやいた。

「これね」

　と、至いたって静かな口振りで、ローザは一枚を抜き取った。

　アオイは「当たりを引いた……みたいなハッタリもするんだ？　カイ門下でコスイことばっかり教わってそうだね」と皮肉っぽく笑う。

　ローザはきょとんとした顔をした。

「これがアタリなんだから、今回の勝負はあんたの負けね。はい、じゃあハズレだけどリリィの分ね」

　もう一枚を適当に束から抜いて、ローザはハズレ呪符（？）をリリィに手渡した。

「あら、ハズレくじをもらっても嬉うれしくありませんわ。というか、ローザってばものすごい自信ですのね？」

「そう？　これくらい見み極きわめができなきゃ、最強最速の黒魔導士にはなれないわよ」

　運と速度は密接に関係していないと思うが、自信満々でローザは胸を張る。

「ではわたくしに、その強運を分けてくださいませ」

　言うなりリリィはローザの選んだアタリの呪符と、自分が受け取ったハズレのそれを取り替えっこした。

「あっ！　ちょっと……もう、お嬢様って自分勝手よね」

「お嬢様だから自分勝手というのは誤解ですわ。生まれつきですもの。それに、わたくしであれローザであれ、どちらかの勝利はすなわち、カイ先生の勝利ですし」

　屈くつ託たくのないリリィの笑みにローザの方がしぶしぶ折れる。

「ハァ……そうだけど……しょうがないわね。そっちの呪符はアタリだから、ちゃんと一発で仕留めなさいよ？」

「ええ、大任しっかりと引き受けましたわ」

　二人の少女のやりとりに、アオイは「まあ好きに吠ほえてなよ」と、呆あきれながら車両の先頭に戻っていった。




　荒野にぽつんと土つち塊くれの山がそびえている。

　ワーカーアント型の異形種が作る蟻あり塚づかだ。一キロ手前に車両を残し、俺たちは徒歩で蟻塚の三百メートル手前まで移動した。

　水を打ったように静かだ。かつては肥ひ沃よくな農耕地帯だったのだろう。井戸や耕作地に文明の名残なごりはあるが、ただ風が吹き抜けるばかりの寂さびしげな丘きゆう陵りよう地帯がどこまでも続く。

　もし巣に攻撃をしかければ、それこそ〝蜂はちの巣すを突つついたような〟勢いで異形種が湧わき出だすに違いない。

　集団の先頭を行くアオイが、立ち止まり振り返った。

「えーと、たしかバスティアン先生が言ってたんだけど、この辺りの異形種はどれも雑ざ魚こばっかりだから、安心していいんだってさ。というわけで作戦開始！」

　アオイがマジックロッドに光こう弾だんの魔法公式ロジツクを展開した。サリバン家は魔法医の名門と聞いていたが、攻撃系の白魔法の構築も速く美しい。なにより教科書通りだ。

　光弾に魔法力を注そそぎ込こみ、見上げるほど巨大な大光弾にまで育て上げると、宣戦布ふ告こくかゲームスタートと言わんばかりにアオイは蟻塚めがけて放つ。

　空気を裂いて轟ごう音おんを立てながら、三百メートル先の蟻塚めがけて大光弾は勢いをなくすことなく飛んでいった。

　アオイの門下生たちが散開しつつ、お互いをフォローできる絶妙な距離を保たもつ。

　一方、ローザとリリィは手がつなげる距離に並び立った。

　俺も両手にそれぞれ、白と黒の試作高速型ロッドを構えた。一応、万が一に備そなえてオンボロクソロッドも持ってきてはいるが、こいつに頼るような状況になったらその時点で終わりだな。

　大光弾が直撃し、蟻塚の壁を崩くずす。そこから文字通り異形種が湧き出すが、様子がおかしい。

　俺はすぐさま白の第一界層──看かん破ぱで視覚を強化した。蟻塚に開いた穴を凝視した次の瞬間──

　漆しつ黒こくの槍やりが蟻塚の穴から噴き出した。

　曲射された黒い槍の群むれは確実にこちらを捕ほ捉そくしている。

　咄とつ嗟さに声が出た。

「全員輝盾を斜ななめ前方に展開ッ！　死にたくなければ従したがえッ!!」

　即座にリリィが強固な輝盾を生み出す。隣のローザも一緒に守るような防御の傘かさだ。

　黒い雨が叩たたきつけるような土砂降りとなって、上空から俺たちを一いち網もう打だ尽じんにしようと落ちてくる。

　一瞬、空が黒く埋うめ尽つくされてそのまま押しつぶされたと錯さつ覚かくした。看破の魔法公式を投げ捨てて防御に専念する。

「並列同時詠唱パラライゼーシヨン──連装輝盾!!」

　呆ぼう然ぜんと動けないでいるアオイや、あまりの出来事に身動きがとれなかった生徒たちを守るように、俺は輝盾を八連装で広域展開した。

　黒い槍状のそれは魔法力そのものだ。術式に当てはめれば白魔導士の光弾にも近い。

　さしずめ魔槍といったところか。

　その魔力の波長は白でも黒でもない。姿までは確認できなかったが、今までに見たことのない攻撃から、発射したのは新種の異形種である可能性が高かった。

　俺の張った輝盾とぶつかり合うと、激しく魔法力をスパークさせて魔槍は消える。

　が、集中打を受けた輝盾の一部が破られた。それに守られていた男子生徒の頰ほおを、魔槍がかすめる。

　ジュッと音を立てて頰が焼けた。まるで赤せき熱ねつする焼きごてでこすられたようだ。

「う、うあああああああああああああああああああああああああ！」

　悲鳴が上がる。

　ようやく状況を呑み込めたアオイの門下生たちは、一目散に逃げ始めた。

　完全に接敵していたら皆殺しに遭あっていてもおかしくない。距離があったことが唯ゆい一いつの救いだ。

　ローザとリリィ以外は、全員が想定外の異形種による遠えん隔かく射撃に、完全に冷静さを欠いていた。普段から試験演習などで仮想魔法を使い、万が一にも死ぬことはない。それに慣なれきったエリートには酷こくな状況だ。死線をくぐった経験のあるローザとリリィとは、比べるべくもないのである。

　斉射に続けて、崩れた蟻塚の壁の穴から、ソルジャーアント型やマンティス型といった個体強度の高い異形種が湧き出した。

　アオイが叫ぶように声を上げる。

「な、な、なんだよこれ！」

　俺だって同じように叫びたい気持ちでいっぱいだ。強化した次元解析法リグ・ヴエーダシステムなら、この状況を三日前には把は握あくできたはずだ。

（──となると、連中はそれよりも前に戦力をこんな辺へん鄙ぴで拠きよ点てんにもならない蟻塚に集結させて、休眠状態をとっていたっていうのか？）

　異形種どもは今日、この日にこの場所が攻撃を受けると、まるで知っていたかのようだった。

　今はこれ以上考えている暇ひまはない。先ほどの魔槍の第二射も来るはずだ。アオイの顔が恐怖に歪ゆがんだ。

「ぼ、ボクは自分の生徒を守らなきゃ……あはは……そうだよ！　守るためなんだ！」

　熱に浮かされたような声でアオイは急に輸送車の方角に向けて歩き出した。

　ここで誰かが時間を稼かせがなければならない。

「アオイ、救援要請を頼む！」

　俺の声にアオイは応えなかった。情けない背中を晒さらしながら敗走する。乾いた笑いを浮かべて、なにもしていないのにヘトヘトになりながら、生徒たちの後を追っていた。

「バスティアン先生、バスティアン先生、どうしていないんだよ！　こんなのおかしいよ！　助けてよ！」

　まるで取とり憑つかれたように恩師の名を呼び続けながら、アオイは現場を放ほう棄きした。

「ローザ！　リリィ！　二人も逃げろ」

　数百の異形種の精せい鋭えいが俺たちめがけて突撃を開始した。が、二人が引く気配はない。

　ローザが黒の第七界層──雷らい帝ていの構築に入っている。

「足手まといにはならないわ！　っていうか、全員で当たればなんとかできるかもしれないのに」

　逃げてしまった生徒たちに恨みがましくローザは呟く。が、リリィの意見は違った。

「パニックを起こされるよりも、いない方がマシですわ。現に初動で相手の攻撃に反応できず、輝盾で自分すら守れないのですもの」

　説得して撤退を促すのは難しそうだ。

　ここは三人だけでしのぐことになりそうだな。

「頼むから援軍を寄こしてくれよ」

　アオイの様子からして心こころ許もとないが、俺を挟んで左右に並び立った二人に告つげる。

「できるだけ俺たちで引きつける。ローザは正面を。リリィはローザのサポートだ。討うち漏もらしは俺が狩る」

　雷帝の構築を終えたローザがマジックロッドの先端を異形種の群に向けた。

「それじゃあ遠慮なく行くわよ！　槍術式雷帝インドラ！」

　ローザの放った青い雷撃が、迫り来るマンティス型の先行部隊を蹴け散ちらした。

　が、次の瞬間──




　ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！




　俺たちを中心に半径数十メートルの地面が、えぐれるように陥かん没ぼつを起こした。

　崩落に巻き込まれ吸い込まれるように落下する。土煙が舞まい、視界が利かなかった。だが、周囲に無数の気配が蠢うごめいているのだけはわかる。

　体勢を崩しながらも、ローザとリリィはなんとか着地した。墜つい落らくにはもう慣れっこなようだ。リリィは自身を強化して耐たえ、ローザは風ふう刃じんをアレンジした魔法で軟着陸する。

　俺も咄嗟に飛ひ翔しようの魔法で対応し、落下のダメージはないに等しい。

　土煙が風に巻き上げられ薄まると、ようやく周囲を確認することができた。地上から十メートルほどの縦穴の底に、俺たち三人は閉じ込められた格好だ。

　見回すと壁にチーズのような虫食い穴がいくつも空あいていた。子供一人通れるかどうかというトンネルだ。

　その小さな横穴に無数のワーカーアント型異形種が蠢いていた。連中はこちらにしかけてくることもなく、もぞもぞと横穴に逃げ込む。ご丁てい寧ねいに俺たちの退たい路ろにならないよう、逃走と同時に穴を塞ふさいで行きやがった。

　落とし穴とは入念だな。再び見上げて確認する。地上まではおよそ十メートル。飛翔でローザとリリィを抱えて出る分には問題なさそうだが……。

　脱出の算段を立てる最中、さらに天から蓋ふたをするように、魔槍の第二射が降ふり注そそいでくるのが見えた。

「やばいな。完全に俺たちを殺しにかかってる罠わなじゃないか」

　即座に輝盾で魔槍の雨を防ぎながら、俺は背筋に冷たい汗を感じた。

　不用意に飛べば魔槍の狙ねらい撃うちにされかねない。

　魔槍が止やむと、今度は近接戦闘に長たけるマンティス型と、それを護衛する防御役の大型異形種──スカラベ型が、地上から次々と飛び降りてきて俺たちに襲いかかる。

　連れん携けいが取れているじゃないか。まったく嫌になる。これまでの異形種の戦い方じゃないな。

　ローザが高速で魔法公式ロジツクを組み上げる。

「炎矢連撃！」

　超高速の炎矢の三連射はマンティス型を次々と葬ほうむっていった。俺も常に輝盾を張っているような、防御の固いスカラベ型に対して白の第九界層──超振動テトラコルドでその防御効果を消していく。合わせて柔らかくなったところをローザが仕留めていった。

　マンティス型とスカラベ型を、ローザとの連携で倒してふと思う。手ぬるい……というか、まるでこちらを試ためしているような意図すら感じる攻撃だ。

　リリィが俺とローザに鉄壁と加速をかけながら声を上げる。

「次が来ますわ！　カイ先生、作戦はありまして？」

「どうやら向こうは持久戦が狙いのようだな。遺い憾かんながら付き合うしかなさそうだ」

　一気にこちらを潰つぶすつもりなら、全戦力を投入して味方の損そん耗もうも考えず、魔槍による第三、第四の射撃で制圧してくるはずだ。

　だが、異形種は戦力を小出しにしている。まるで寄せては返す波のように。

　こいつは実にやっかいだ。全戦力を一挙投入してくれれば……俺には限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──虚触ヘカトンケイルがある。

　敵が一カ所に集まってさえいれば、この一撃で大半は消し去れるだろう。が、リスキーだ。もし虚触を放てばいくら高性能であろうと、試作ロッドの損そん壊かいは免まぬがれない。

　残敵の掃そう討とうにオンボロクソロッドを使うことになれば、今の俺の魔法力でどこまでやれるのか……。

　ええい。弱気でどうする。こんな時こそ大人が余裕を見せないとな。

　ローザが声を上げた。

「ねえカイッ！　大丈夫……だよね？」

「当たり前だろ。俺はこれでも大戦の影の英雄だぞ。この程度の敵、朝飯前だっての」

　自分で名乗った事は一度もないが、勇者アストレアという太陽が作った白と黒、二つの色濃い影──それが俺だ。

　シディアンもレイ＝ナイトも名前ばかりが大きくなりすぎた。俺は守ることに関しても、勇者アストレアの足下にも及ばない。

　それでも、この二人だけは……無事に外に出してやる責任がある。

　不安げに応戦する二人に俺は改めて告げる。

「たとえどんな敵が来ようとも、二人は俺が守る」

　誓ちかいを立てて精神を集中し、ひたすら耐たえて救援を待った。

　が……敵の第十波が過ぎても、救助の手はまだ差し伸べられなかった。

　破は綻たんが足音も立てず静かに忍び寄る。ローザもリリィも完全に息が上がっていた。

　リリィは諦あきらめずに魔法力を練っているが、魔法公式ロジツクは乱れて輝盾もまともに発動できなくなりつつある。

「ハァ……ハァ……どうやらわたくし、修行が足りませんわね。自分がこれほどまで戦えないなんて……情けないですわ」

　美しい顔を泥どろにまみれさせ、致命傷こそないものの、柔やわ肌はだをひどく傷つけられながら、リリィは最後の魔法力をローザに託たくす。

　まずいな、限界か。俺も絶え間ない連戦によって、すでに虚触を放つ魔法力はない。

　空を見上げた。あれから一度も魔槍による攻撃はなく、異形種は接近戦を断続的にこちらに強しいてくる。

　どうやら本当に、魔槍で味方を焼くようなことはしないのか。今までの異形種なら数に任せて味方の被害など無視してきたのに……まるで人間との戦いのようだ。

　人間？　なんで俺はそんなことを思ったんだ。この窮きゆう地ちに……。

　ローザが出がらしの風刃を放つ。彼女も今ので限界だろう。

「ねえ……カイ。人間って結構あっさり終わっちゃうものなんだね」

　マンティス型の首を風の刃やいばで刎はね飛とばして、ローザが力なく笑う。

「弱気だな。らしくないぞ？」

「あのね、リリィも聞いて欲しいんだけど……あたしが使える魔法は……多分次が最後なの」

「……わかった。後は俺に任せて休んでてくれ」

「カイだって限界なんでしょ？　普段は寝ぼけた目をしてるのに、今は全然そんなことないし……」

　敵の第十一波が崖がけの上に隊列を成なす。七割で充分なんて思っていた自分の見通しの甘さを呪のろいたくなった。ローザのこんなにも悲しげな顔を見ることになったのだから。

　小さく震えながらローザは無理に笑う。

「ほら……上に出たら逃げる分の力は必要だし……決断できてよかったかも……だからね、リリィ……」

「な、なんですの？　急に……まさか自分の命を犠牲にしてでも、わたくしたちを救う手立てがあるとおっしゃいますの？　守ることに不向きな黒魔導士にそんな便利な魔法はありませんわ。……だいたい、出がらし寸すん前ぜんの今のあなたになにができまして？」

　痛みをこらえるような悲痛な表情で、リリィは声を震えさせる。

　次々と縦穴に降下して敵の第十一波が迫る。こいつらを倒せば恐らく俺も、完全に魔法力切れだ。だからといって戦わないわけにはいかない。

　ローザの頰を涙が伝った。

「リリィ……あんたとはいっつもケンカしてたけど……それも……楽しかった。一緒にご飯食べたり、キャピタリアの宿舎で同じ部屋で寝起きしたり……友達と呼べる人なんていなかったから……楽しくて……嬉しくて……」

　俺はローザの正面に立つ。

「おい、なにを言い出すんだ！　こんな時に冗談は……」

　ローザの髪は普段の威勢を失って、ぺたんとしていた。涙に濡れた悲しげな瞳で俺をまっすぐ見つめて告げる。

「カイ……先生……ごめん……ね……限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド……完成できなくて……でも、今……二人まで死ぬことはないから……あたしが……守るから……あたしにしか……できないから」




　だって……思いついちゃったんだもの。思いついたら即実行。それが黒魔導士だから。




　ローザが最後の魔法力に火を灯ともす。彼女がどこか遠くに行ってしまうような気がした。

　リリィも目に涙を浮かべ、声にならない悲鳴を上げてローザに手を伸ばす。

　その背後には異形種の群が迫っていた。

　俺も目の前のローザに手を差し伸べる。空気が重くまとわりつくように身体を押し返し、すぐ目の前だというのに、それ以上俺が近づくのを見えない重圧が拒こばんだ。

　かすかに風の匂においがした。

　ローザが呟く。




「……さよなら……カイ……リリィ……」




　最後に彼女はその魔法の名を口にする。

　それは俺が封印することを勧すすめた、出で来き損そこないの創作魔法だった。




　風が爆はぜてローザを中心に全てを空高く巻き上げようとする。

　ローザが足下で、俺とリリィを見上げて笑いかけた。その手に握られた彼女が酷こく使ししてきたマジックロッドが砕くだけ散ちる。

「ロオオオオオオオオオオザアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　獣けもののように吠える。あともう少しというところで届かない。

　風は壁となって俺たちとローザを完全に分かつ。

　ローザの爆ばく風ふうは術者以外を吹き飛ばすのだ。それでも手を伸ばし、彼女を捕まえ無理矢理にでも引っ張ろうとしたが……触ふれる寸前で、ローザはその場に膝ひざから崩れ落ちた。

　もうとっくの昔にローザも限界を超えていたんだ。

　俺とリリィは異形種ともども天高く放り上げられた。

　すでに飛翔を使う余力もなく、落とし穴がみるまに遠ざかっていく。ローザの最後の魔法は俺とリリィを数百メートルほど吹き飛ばした。

　リリィはまるで魂たましいが抜けきってしまったように、風に煽あおられるがままだ。空中で彼女の腕を摑んで抱き寄せると、俺は自分の身体からだに鉄壁をかけて、そのまま背中側から墜落した。

　落下の衝撃に全身が砕けそうになるのを鉄壁でこらえながら、抱き寄せたリリィがこれ以上傷つかないよう、身体を盾にして守る。

　地面を十数メートル転がり、ようやく運動エネルギーがなくなったところで停止した。

　リリィは意識を失っていた。完全に魔法力切れだ。寸前のところでなんとか持ちこたえていた、彼女の意識をつなぎ止めていたものが、ふっと消えてしまったようだった。

　倒れたまま視線を上げると、落とし穴めがけて異形種が……敵が殺さつ到とうしていた。

　意識が過去の自分に戻ったような感覚だ。頭に昇った血が急速冷凍されて、口からは〝今、やらなければならない事〟が自然と漏れる。

「敵戦力を確認……殲せん滅めつ……及および要救助者の救援を……実行……する」

　立ち上がろうとしたが足が動かない。落下の際にリリィを庇かばったことで、変な落ち方をしたようだ。鉄壁の効きも甘く、魔法力が底を突いて治ち癒ゆすらもままならない。

　それでも這はいつくばりながら……俺は少しでも落とし穴の……ローザの元に向かう。

　待ってろローザ……今……助けに……。

　そこで意識はブツッと途切れた。




　目を覚ますと窓の外は赤く燃えていた。

　起き上がって見回すと、そこは学園の医務室のベッドの上だった。

　隣の寝台にリリィの姿があった。どうやら救援は間に合ったようで、俺たちは救護班に回収されたのだろう。治療も施され、痛みはかすかに残っているが、足が動かないということもない。

　安あん堵どもつかの間──

　医務室には俺とリリィしかいなかった。残りのベッドは空からだ。

　夕焼けがまるで血のように、医務室を真まっ赤かに染めていた。













　リリィはベッドの上で横おう臥がしたまま、胎たい児じのように身を丸めていた。その頰ほおに涙なみだの痕あとが残っている。

　立ち上がると俺は独ひとり、医務室の外に出た。

　窓から射し込む夕日が廊下を真まっ赤かに染めている。その奥に斜しや陽ようを背せ負おって、小柄な少女の影がぽつんと待っていた。思わず安あん堵どの息とともにその名を呼ぶ。

「ローザ……無事だったんだな」

　長い廊下に反響するように響ひびいた俺の声に、少女の影はゆっくり首を左右に振った。俺は彼女がローザだと思い込もうとしていたらしい。

　長いツインテールを大きく揺らして、少女は俺にマジックロッドを突きつけ叫ぶ。

「どうしてローザちゃんだけ戻ってこないのぉッ!?」

　憎らしげに俺を見み据すえながら、少女は一歩一歩踏みしめるように俺に詰め寄った。

　ペトラ・パーネル。ローザと同じ黒魔導学科の生徒で、ローザを一方的にライバル視している少女だ。

　二人で会うのは、彼女が試験演習で不正を働こうとしたのを咎とがめて以来だな。

「アンタってばローザちゃんの先生でしょ？　ローザちゃんだけ見殺しにするなんて……許せない！　あの子を殺すのはアタシなのにぃ……」

　ペトラが風ふう刃じんを放つ。殺意の込められた疾しつ風ぷうは、俺の首筋をかすめて痛みを残す裂れつ傷しようを生んだ。あと数センチ深ければ頸けい動どう脈みやくを切断する鋭えい利りな一撃だ。

　ペトラの瞳に涙が浮かぶ。

「なんで……避よけないのよ！　なんで防がないのよぉッ！　なんで……そんなに平然とした顔でいられるわけ!?」

　不意にガラス窓に映った自分の姿を見ると、そこには普段通りの死んだ魚のような目をした顔があった。

　ペトラは吠え続ける。

「あんな白魔導士のクズどもを救って……どうしてローザちゃんを守ってあげなかったのよ！　バカああああああああああああッ！」

　叩きつけるように叫ぶと、ペトラは廊下の向こうに走っていった。

　ローザだけがあの場から戻らなかったのか……。

　フッと背後に気配が湧いた。

「この度はその……大変なことになってしまいましたね。ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　落ち着いた柔らかい口振りの声に振り返ると、そこには白衣の男が立っていた。

　王立研で会ったときのままの姿で、主任研究員──バスティアン・ホープが廊下の柱の陰かげからそっと姿を現す。

「浅いとはいえ、一歩間違えば命に関わるような傷をそのままにしてはいけません」

　頼みもしていないのに、バスティアンはマジックロッドを手にして俺に治ち癒ゆの魔法を施ほどこした。

　痛みが消えて傷も閉じる。まるで時間を巻き戻したように元通りになる。

「なんであん……貴方あなたがここに？」

「あんたでもお前でもけっこうです。かしこまらないで。お気遣いは無用です」

「あ、ああ……それで、どうして学園にいるんだ？」

　バスティアンは一層、目を細めると俺の質問に返答した。

「アオイを迎えに来たのですけれど……人の声がしてこちらに来てみたところ、カイさんが生徒さんと……その……修羅場とでもいうのでしょうか？　仲ちゆう裁さいに入ろうにも、部外者の私など立ち入る隙すきもないようでしたので……」

「恥ずかしいところを見せちまったな」

　バスティアンは静かに首を左右に振った。

「そのようなことは仰おつしやらないでください。それに……カイさんと門下のお二人に、アオイも他の白魔導士の生徒たちも、命を救われたのですから」

　救うために支払った代価については、バスティアンは触れなかった。

　俺はただ、ぼんやりと立ち尽くす。

　バスティアンが不思議そうに首を傾かしげた。

「どうされました？」

「いや、別に……」

「このような言い方は失礼とは存じますが、思いのほか平然となされているようにお見受けします」

「泣きたいとさえ思えないんだ。こんなにも空からっぽな気持ちは十何年かぶりだ」

　バスティアンが小さくうつむいた。

「そうでしたか。これまでたくさん失ってきたのですね。ぶしつけなことをうかがって申し訳ないです。大戦時……後方にいたことがお恥ずかしいかぎりです」

　責めるつもりなんてなかったのに、バスティアンを萎い縮しゆくさせてしまったようだ。

「悪い。そんなつもりじゃないんだ」

　こちらこそ面目ない気持ちになってしまった。バスティアンが顔を上げる。

「え……ええと……この辺りでアオイの姿を見ていませんか？　ずっと探しているのですが、どうも先ほどから行き違いになっているようで。学内放送を使うのは、少々大仰に思えますし」

「通信系の魔導器は持っていないのか？」

「ええ……異形種の通信に影響が出ないよう、アオイも私もそういった魔導器は使わないようにしているのですよ」

　ふと、思う。

　俺は次元解析法リグ・ヴエーダシステムの探知時間を三日分まで拡張した。

　もし四日以上前に、今回の巣への攻撃を異形種側が知る術すべがあった場合は……待ち伏せが可能かもしれない。

　胸騒ぎが言葉とともに漏もれる。

「なあバスティアン。異形種の通信についてアオイはどれくらい知っているんだ？」

「知識なら私と同程度には……あの、なにか気がかりなことでもあるのですか？」

「いや……きっと俺の思いすごしだ。なんでもない」

　通信用の魔導器を改良し、今回の作戦座標や俺たちの戦力情報を異形種に流しでもしないかぎり、あそこまで組織だった異形種の戦力が僻へき地ちに配置されるとは考えにくい。

　不意にバスティアンが手を上げ、招まねくように振る。

「ああ、アオイ。こっちですこっちです。よかった……無事で」

　安堵の声を漏らすバスティアンの視線は、俺の背中の向こう側を見つめている。背後から足音が近づいてきた。俺の横を素通りすると、一いち瞥べつもくれずアオイがバスティアンの前に立つ。

「もう！　バスティアン先生ってば、なんで迷子になるかなぁ？」

「すみません。不慣れなもので……あの、それよりもアオイ。カイさんに言わなければならないことがあるのではありませんか？」

　アオイは嫌そうな顔をこちらに向けた。

「いやー。残念だったね。本当は助けてあげたかったけど、ボクにはボクの守らなきゃいけない生徒がいたからさ」

　まるで何事もなかったように、アオイは建物の出口方面に向かって歩き出す。

「ほら、とっとと帰ろう。こんな危険な場所に、いつまでもいたくないよ。教士なんて、いつ死んでもいい連中がなるものなんだ。ボクやバスティアン先生みたいな才能は、首都で守られながら安全に研究に没頭しなきゃいけないのさ。それが人類への何よりの貢こう献けんだからね」

　バスティアンは困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「アオイ……怖い思いをして怯おびえているのはわかりますが、それは人として……」

「ねえ先生。先生がなんで主任研究員でいられるか……わかってるよね？　一度は主任の称号を剝はく奪だつされたのに復帰できたのは、いったい誰のおかげかな？」

　バスティアンが双肩を震ふるえさせる。名門サリバン家の名声と財力は至いたる所に根を張っていて、バスティアンも入り組んだ権力に搦からめ捕とられているのかもしれない。

　俺はアオイに訊きく。

「初めて死にかけた気分はどうだ？」

「死にかけた……って、バカな事言わないでくれるかな？　というかそっちは一人死なせたじゃない？　教士の責任ある立場が聞いて呆あきれるよ。大戦を生き残ったっていうのも、どうせ仲間を盾にして見殺しにしたからなんでしょ？　次はリリィさんを盾たてにするつもりかな？　ほんと、キミみたいなポンコツに利用されてるのに気づかないなんて哀あわれだよねぇ？　あーもう、門下生を死なせてなんのおとがめもなしなんておかしいし、学園長はキミの首を切るつもりはないみたいだからさ……いっそ辞職したら？」

　アオイはニヘラーっと笑う。バスティアンはなにも言えないようだ。

　俺は歩み出ると、アオイの目前で立ち止まり……その頰を平手で叩いた。

　バチン！　と、破裂音が廊下に響く。直後──アオイは目に涙を浮かべた。

「な、な、なにするんだよ！　いきなり暴力を振るうなんて！」

「俺を悪く言うのは構わないが、命をかけて戦った仲間の……その誇ほこりを否定するのだけは許さない」

　真っ赤に腫はれた頰をさすりながら、アオイは俺を睨にらみつける。

「この事は議会で問題にしてやるから！　ボクのパパを怒らせたらどうなるか……今夜から震えて眠るといいよ。行こうバスティアン先生！　臨時教士なんて二度とやってやらないからな」

　小さな肩を怒らせてアオイが歩き出すと、バスティアンは俺に深く頭を下げた。

「あの……私が言うことではないと重々承知していますが、しばらくどこか安全な場所で休養なさるのもよいかと……微力ながらサリバン家には私から、穏おん便びんに済すむよう働きかけますので。それでは失礼いたします」

　同情めいた口振りで言うと、バスティアンもアオイを追って廊下の向こうに消える。

　赤い夕日はすっかり色を失って、暗い廊下をぽつぽつと魔ま力りよく灯とうが照らしていった。

　ひとりでに声が漏れる。

「まったく……なにやってるんだ俺は……」

　守るという約束を俺は果はたせなかった。

　ローザはもう、ここにはいない。謝ることさえできないと思うと、心にぽっかり穴が開く。ふさがりようのない喪そう失しつ感かんだけが、俺の中に残った。




　校舎の屋上で満天を見上げる。雲が風に流れて月は昨日と変わることなく、淡い光で世界を優しく照らし続けていた。

　あれからどれくらい時間が経たっただろう。俺は校舎内をさまよっていた。ローザがどこかに隠れているんじゃないかと、ありもしない奇跡を探すように。

　どうやらこの屋上が終着点らしい。

「カイ先生！　こんなところにいらっしゃったのですわね」

　校舎に続くドアの前に、少女が独り立っていた。

「ああ……もう身体からだの方はいいのかリリィ？」

　頷きながらリリィは俺の元に駆け寄る。

「あ、あ、あの……カイ先生……ローザがいませんの。どこを探しても……本当にハタ迷惑な人ですわね。そろそろ戻ってきてもいい頃なのに。寮りようの門限はとっくにすぎていましてよ？　あの食いしん坊が夕食を抜くなんて前ぜん代だい未み聞もんですわ」

　今にも泣き崩れてしまいそうな口振りで、リリィは言葉を続ける。

「明日からの特訓はローザだけ外周十周追加ですわね！」

「そうだな」

「次の試験演習も、もちろんペア戦でエントリーして連れん覇ぱを狙ねらいますわ」

「ああ……」

「ローザは負けん気が強くて子供みたいでおっちょこちょいですから、わたくしのような沈着冷静でおしとやかな淑女がそばにいてあげないと、危なっかしいですものね」

「いいコンビだと思うよ」

「この先もたくさんケンカするでしょうね。負けませんわよ」

「負けず嫌いはお互い様だな」

「うふふ……そうですわね。無事、学園を卒業したら……ローザの憧あこがれるシディアンを探す旅を一緒にしようと思いますの。もしシディアンとローザが出会えたら、今度はわたくしのレイ＝ナイト様を探す旅に無理矢理にでも同行してもらいますわ」

「ローザのやつ、きっと口では嫌がるだろうな……」

「そして、二人で……カイ先生にも成し遂げられなかった限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドを完成させますわ」

「できるさ……二人なら……きっと」

　少女の桜色の唇がわなわなと震える。

「わた、わたくしにとって……ローザは初めての……お友達……ですもの……できるに……決まって……いましてよ」

　リリィの頰を大粒の涙が伝った。彼女は正面から俺に抱きついて胸に顔を埋うずめると泣きじゃくる。

　掛ける言葉も浮かばない。

　月明かりに包まれるように、俺たちの影は一つになって立ち尽くす。そっと抱き寄せたリリィの身体は、寒さに凍こごえるように震えていた。

　今はただ、こうしてリリィを支えることしかできない。見上げた星空の瞬またたきの数ほど言葉を尽くしても、彼女の傷が癒いえることはないのだから。

　深く息を吐いたその時──




『カイ・アッシュフォード先生。至急、学園長室までお越しください。ローザ・ワイルドの件で学園長からお話があるとのことです』




　突然の学内放送に、俺もリリィも顔を見合わせた。

　泣き顔から一転して、悲しみと喜びの感情がない交まぜになったような表情を浮かべて、リリィは声を上げる。

「ローザが無事でしたのね！　きっとそうに違いありませんわ！」

「いや、待てリリィ。喜ぶのははや……」

「行きますわよ先生！」

　リリィにぐいぐいと腕を引かれて、俺は屋上から校舎へと戻った。




　執務机の天板に両りよう肘ひじをついて、組んだ手で口元を隠しながら、ルーファスは俺とリリィを交互に見つめる。

　リリィが机の前に詰め寄って、両手でバンッ！　と、天板を叩いた。

「学園長！　ローザは無事ですのね！」

　ゆっくりと呼吸を整えるように息を吐き、組んだ手をほどくとルーファスは指で眼鏡めがねのブリッジをくいっとあげてから……告げる。

「はい。無事……といえば無事です」

　耳を疑うたがった。あの大群に囲まれたのだ。助かる見込みなんてないのに……。

　リリィが机の天板に手を乗せたまま、再びボロボロと大粒の涙をこぼした。

　そんな奇跡があるのだろうか。俺もリリィと同じくルーファスに詰め寄った。

「詳細を教えてくれ学園長！」

「それがその……詳くわしいところまではわからないのですが……次元解析法リグ・ヴエーダシステムが異常を感知して軍部の部隊が到着した時には、彼女は巨大な穴の底で一人倒れていたそうです……しかも全裸で」

「……はっ？」

　最後に付け加えられた学園長の一言に、思わず声が漏れた。

「制服は切り裂かれていたようですが、ローザさん自身に目立った外傷はなく……まさに奇跡が起こったとしか言いようがないんですよ。いやはや……私もこんなことは初めてです」

　リリィがハッとなって身を震えさせた。

「そ、それでローザはどこに!?」

「つい先ほど、学園外の仮設病棟に運ばれました。我々の医療施設を提供すると申し出たのですが、断られてしまって……容態が安定するまでは動かさないようにという判断だそうです」

「行くぞリリィ」

「は、はいですわ！」

　違和感を覚える部分はあっても、なによりローザの──彼女の無事を一刻も早く確認したかった。

　いてもたってもいられず、学園長の「面会には許可が必要です」という制止の声も振り切って、俺はリリィとともに学園の外──復興中の学園都市にある仮設病棟へと急いだ。




　病棟は白衣を着込んだ研究者風の連中と、軍部の魔導士たちでごった返している。

　どうやら救援部隊はそのまま、巣の封印まで行ったらしい。負傷者多数。死者も出すほどの激戦だったようだ。

　戦友の死を悼いたむ魔導士たちの背中に、かつての自分を重ねつつ……俺はリリィを引き連れて病棟の奥に向かった。

　看護系の魔法医助手の女性を摑まえて、ローザの居場所を訊く。

「ここにうちの生徒が運ばれてるんだ。名前はローザ・ワイルド。どこにいるか知らないか!?」

「え、ええと……面会の方は……」

　困惑しながら視線を俺の斜ななめ後ろに向けた魔法医助手に「わかった。ありがとう」と告げて、彼女の視線が示した病室に踏ふみ込こむ。

　そこには……ローザの姿があった。

　ピンクの入院着姿の彼女はベッドの上で上半身を起こし、ベッド用テーブルに山のように積まれたパンを口いっぱいにほおばり、スープで流し込んでいる真っ最中だった。

　後ろから魔法医助手が「患者さんは食事中なので面会はしばらくしてから……できれば明日にお願いします！　ああ……もう……」と、嘆たん息そく混まじりに告げる。

　どっと力が抜けた。同時に口元が緩ゆるんだ。

　ローザはパンを口にくわえたまま喋しやべる。

「ふもごごご……ふがっふが」

　俺の後に着いてきていたリリィが顔を真っ赤にさせた。

「し、心配して損そんしましたわ！　ああもう、そんな食べ方をしていては、お嫁さんのもらい手がつかなくなってしまいましてよ？」

　お前もお前でどういう心配をしているんだリリィ。

　ローザはパンを呑み込むように食べきって、改あらためて声を上げる。

「どうしたの二人して？」

「いや、どうしたもこうしたもないだろう。無事でよかったが……」

　じっとローザを見つめると、彼女は視線を外すようにうつむいた。

「う、うん。連絡遅れてごめんね。しばらく意識が飛んでて……それに連絡する手段もなくって……」

　リリィが改めて訊く。

「身体の方は本当に大丈夫ですの？」

「ええと……一応は大丈夫っぽいわ」

　どことなく歯切れの悪いローザの返答に、俺も質問を重ねた。

「一応ってことは……本調子にはほど遠いんだな？」

　彼女がずっと愛用してきたマジックロッドの破は片へんが、ベッドサイドのスツールの上にまとめられていた。修理してどうこうできるレベルじゃない。何本もマジックロッドをお釈しや迦かにしてきた俺だからこそ、もう手の施しようがないとわかる。

　ちらりと黒い断片の寄せ集めを見てから、ローザは小さく頷いた。

「マジックロッドもこんなになっちゃったし……制服はビリビリだし……さっきから時々、すっごく頭が痛くなることもあって……けど、命があっただけでもモノだねってやつよね？」

　リリィが心配そうに眉尻を下げる。

「頭痛ですって？　どのように痛みますの？　あ、あの……わたくしでよければ治癒魔法で痛みの緩かん和わをしてさしあげますわよ？」

「えへへ……、ありがとね。けど大丈夫だから。なんだか頭の中がキーン！　って、なるんだけど、すぐに収まるし。今は本当に全然大丈夫なの」

　俺は腕組みしつつ確認する。

「ここの魔法医は頭痛の原因を把は握あくしてるのか？」

「しかるべき施設で精密検査をしないとわからないの一点張りね」

「そうか……そのキーンって音は、辛つらいのか？　痛いのか？」

「うーんと……痛いというよりも耳みみ障ざわりっていうか気持ち悪いっていうか……なんだか人の声みたいに聞こえる時もあるし……」

「あんまり無理はするなよ……」

　俺とリリィを気遣うように、ローザはばつが悪そうな顔で笑った。

「大丈夫だって。二人とも心配性ね。あたしってば超強運なんだから。あれだけの異形種に囲まれて、意識を失って……それでもこうして無事だったんだし」

　ローザの瞳が不安に揺らぐ。彼女の生き残り方には確かに不可解なことが多い。だが、それでも彼女が生きて戻って来たことの方が重要だ。

　すぐにローザの瞳に普段の鋭えい気きが戻った。

「それよりあたしがあの時、爆ばく風ふうを使う決断をしてなかったら、みんなやられてたかもしれないのよ？」

　エヘンと胸を張るローザに、リリィがムッとした顔になる。その瞳が涙に潤うるんだ。怒りながら泣きつつリリィは告げる。

「一人で格好をつけるのは金こん輪りん際ざい禁きん止しですわ！」

「ごめん。けど、ほら……元々あたしって故郷の村が襲われた時に、死んでたはずだから……本当はここに居ることも奇跡っていうか……また、生き残っちゃったし。二度も異形種に襲われて死にかけて……それでも生きてるなんて、ある意味スゴイでしょ？」

　ローザは笑う。笑いながらだんだんと、その気勢がしぼんでいった。

「それに今回も……記憶が曖あい昧まいなの。死にかけると記憶がなくなる体質なのかも」

　冗談めかしたように言うローザだが、自分が生き残ったことを誰よりも不思議に思っているようだった。

　不意に、背後から女性の声が響く。

「そろそろお時間なのですけれど。患者さんにはもうしばらく入院してもらいますが、こうして元気ですし、私たちを信じて今晩はお引き取りください」

　リリィもふうっと息を吐く。嘆たん息そくではなく安堵の息だ。

「わかりましたわ。いいですことローザ……ちゃんと学園に戻ってきて……これからもわたくしと一緒に、カイ先生から学ぶと約束してくださいまし」

「え、ええと……うん。わかったわ。ほら、今日はもう遅いから……ちゃんとリリィを女子寮まで送ってあげなさいよカイ？」

　自分の事よりこちらの心配をして、ローザは笑顔で俺たちを病室から送り出した。立ち止まって振り返る俺に「大丈夫よ」と、ダメ押しでローザは明るく告げる。

　その明るさが逆に無性に俺を不安にさせた。




　仮設病棟から外に出ると、バスティアンが俺たちを待ち受けるように立っていた。

「ああ、カイさん。お喜び申し上げます」

　ローザの件はすでに広まっているようだ。リリィがバスティアンにちょこんと会え釈しやくをしながら俺を軽く肘で小突く。俺はリリィに彼がいるいきさつを簡単に説明した。

「……というわけで、アオイは主任研究員に戻るらしい」

「あら……ではアオイは臨時教士を辞やめますのね」

　バスティアンが答える。

「ええ。そうなのです。今夜は一泊して明朝の便でキャピタリアに帰る予定です……本当にお騒がせして申し訳ございません」

　アオイに代わってと言わんばかりに、バスティアンが深々と頭を下げた。この人も不ふ憫びんだなと思いつつ、つい訊いてしまった。

「なあ、アオイの言いなりにならなきゃ、研究はできないのか？」

　バスティアンはゆっくりと息を吐くと「はい」と肯定しつつ頷いた。

「私もかつては最年少主任研究員……でした。当時はただそれだけでもてはやされていたのですが、カイさんが最年少研究員の記録を更新してからは、安易に看板だけで集めていた支援が少しずつ減っていってしまって……いえ、お気を悪くなさらないでほしいのです。資金繰りに苦労したのも、私が研究成果を出せなかったから。つまりは自業自得なのですから」

「あ、ああ……」

　つい口を衝ついて出かけた謝罪の言葉を呑み込んで、俺は訊く。

「それでサリバン家に協力を仰いだんだな」

「ええ。アオイの教育係も兼かねて、異形種制御の研究の傍かたわら、ずっと家庭教士のまねごとを……能力こそ高いですが、アオイがあのように歪ゆがんでしまったのは、私の教育が至らなかったからなのです」

　終始申し訳なさげなバスティアンに、どう返していいのか迷っていると──




　なんの前まえ触ぶれもなく、学園都市全域に異形種の進軍警報が鳴り響いた。













　敵の総数──不明unknown。

　次元解析法リグ・ヴエーダシステムが予言の体てい裁さいを成なしていない。数時間前に戦闘を生き残った魔導士たちが飛ぶように行ゆき交かう仮設病棟の前で、怒声混じりの指示が指揮官クラスの魔導士から矢や継つぎ早ばやに放たれる。

　心細そうにリリィが身を寄せて俺おれを見上げた。普段の自信がなりを潜ひそめ、眉尻を下げた顔はいつになく不安げだ。

「いったいどういうことなのでしょう？　また学園が異形種に襲われるなんて……」

「次元解析法リグ・ヴエーダシステムが利いてないってことだな」

　駐ちゆう屯とんしている軍属魔導士による迎撃部隊の編成が進む。警けい報ほうと緊急避難放送はひっきりなしだ。学園の生徒たちにも校舎への避難指示が出されていた。

　指示する人間の表情の厳しさから、事態の切せつ迫ぱく具合がわかる。

　部隊編成指示が一通り終わったところで、現場指揮官らしき魔導士に声を掛けた。

「私は学園の教士です。学園長にはあとで私から話しておきますので、負傷者を安全な学園の敷地内に移してはいかがでしょうか？」

　使い慣れない敬語で身分証明のＩＤを見せながら提案すると、指揮官は「そんな猶ゆう予よはない！　教士ごときが口出しするな」と、切って捨てた。まあ当然だ。魔導士だろうと学園の教士だろうと、民間人の出る幕まくではない。

　見かねたのか、バスティアンが俺と指揮官の間に入る。

「お待ちください。彼の言うことはたしかです。負傷者の避ひ難なんについては私と彼に一任していただければと、思うのですが？」

　バスティアンの顔を見るなり指揮官が目を丸くした。

「こ、これは王立研の……」

　存外顔が広いらしく、バスティアンは指揮官に謙けん遜そんしながら続けた。

「私なんて大した人間ではないですよ。それで……ご返答は？」

　バスティアンの細めていた瞳が冷たく光った気がした。慌あわてて指揮官が敬礼する。

「は、ハハッ！　ですが怪け我が人にんの搬はん送そうに割さける車両は……」

　編成を済ませた軍属の魔導士たちが、次々と輸送車両で学園都市の東方面に向かっていく。

　俺は指揮官とバスティアンに告げた。

「それなら学園の車両を使えば問題ないだろう？　ちょっと……ひとっ飛びして取ってくるから」

　マジックロッドを両手に構えて、俺は飛ひ翔しようの魔法公式ロジツクを構築した。左右の手に握にぎった白と黒の高速型試作ロッドがうなりを上げた。

　途と端たんにバスティアンと指揮官の目が点になる。

「そ、それがカイさんの力なのですか」

　細かく説明している暇ひまはない。頷くと俺はリリィに告げる。

「リリィはローザのそばについていてやってくれ。俺は一度学園に戻って車両をこっちに回す」

「わ、わかりましたわ！」

　あんな別れ方を体験してしまったからか、ローザを独りにはできないとリリィも素直に指示に従ってくれた。

　俺が飛翔で飛び立とうとした瞬間──

　病棟からピンクの入院着の裾すそをはためかせて、黒髪の少女が姿を現した。

　キッと東側の空を見据える。その表情は憤ふん怒どと憎ぞう悪おに満ちていた。

　すぐにリリィが駆け寄る。

「ローザ！　安静にしていないと身体からだに障さわりますわ！　すぐにカイ先生が避難を……」

　言葉を遮さえぎってローザは言う。

「避難なんてしてられないわよ」

　リリィが声を荒らげる。

「怪我人な上にマジックロッドも失って、まさか一緒に戦うなんておっしゃらないですわよね!?」

　ローザは頷くと、静かな口振りで返した。

「ええ……っていうかね……あたし独りでも戦うわ。異形種をこの世界から一匹残らず駆く逐ちくするまで」

　リリィは正面に立つと、ローザの両肩をぐいっと摑んだ。

「しっかりなさい。魔法が使えなければ足手まといですわ。ここはわたくしとカイ先生に任せて、安全なところに避難してくださいませ」

「安全なところなんてないわ。敵の総数は精せい鋭えいが一万二千。マンティス型とスカラベ型を中心に、ソルジャーアント型も多数。現状の学園都市の戦力じゃギリギリで対処できないよう編成されてる。前線基地からの救援もタッチの差で間に合わない！」

　叫ぶローザの言葉は、普段の勢いばかりが先行しがちな彼女のモノとは思えないものだった。激しい感情の中に一いち握あくの冷静さを保たもっている。

　どうして次元解析法リグ・ヴエーダシステムですら看かん破ぱできない敵の総数を、ベッドの上にいたローザが把は握あくしているんだ？

　俺は飛翔の魔法公式ロジツクを維い持じしたまま、ローザに詰め寄る。

「なんでわかるんだローザ？」

　しゅんとローザのハネっ毛が垂たれる。怒りの形ぎよう相そうはなりを潜め、その表情は悲しくも苦しげだ。震ふるえる声で彼女は続ける。

「聞こえたから……このピンチを呼び込んだのは全部……あたしなの」

　ローザの視線がそっとリリィに向いた。

　リリィはじっと黙り込んでローザの言葉を待っている。

「どういう事なんだ？」

　俺の問いかけにゆっくり頷いてからローザは胸の内を言葉にする。




「信じられないと思うけど……あたしの中に……異形種がいるみたい」




　ローザは小さな肩を震わせて悔くやしそうに笑う。

「ほら……あたしってばリリィみたいな立派な家柄じゃないけど、肩を並べるくらいの魔法の使い手でしょ？　でも天才なんかじゃないの。あたしの中の化け物が気まぐれに力を貸してただけ……なんだから」

　ローザはそっと自分の胸に手を当てた。リリィは目を白黒させっぱなしだ。俺は訴えるように告げる。

「どうしてそんなことを言うんだ？　なんでそうだと言い切れる!?　お前には才能があって、幸運も味方をしたから生き残った……そうだろ？」

「幸運……ううん、あれだけの偶然も二度続けば必然だもの。頭の中に声が洪水みたいに溢あふれてくるの。あたしは仲間だから壊すなって……今だって学園を攻撃しろって……魂たましいに直接呼びかけてくるの」

「それはただの思い込みだ。お前くらいの年齢の奴が陥おちいりがちなだけの自己暗示だ」

　力なく笑いながらローザは続ける。

「だったらよかったんだけどね。寄生パラサイト型っていうのかな……あたしの胸の中なのか、頭の中なのかまではわからないけど、いるんだよね。あたしの中にはあたしじゃない別の意思と命が宿ってる。そいつを通じてカイの秘密とかリリィの弱点とか、全部……連中に伝わっちゃったのかも。一番最初に殺してやりたいのは……あたし自身ね」

　真実だと認めたくないのに、すべてが頭の中でカチッとはまっていった。

　ローザは異形種によってわざと生かされたのだ。

　恐らく彼女が寄生されたのは子供の頃だろう。学園都市にも近い村で唯一の生き残り……そんな彼女が魔法の才能を示せば、保護されたあと、学園に入学するのも自然な流れだった。

　ローザという入れ物を使い、寄生型異形種は様々な情報を得て他の異形種に伝でん搬ぱんした。その結果、異形種が待ち伏せや組織的な戦術を駆使し、ついには次元解析法リグ・ヴエーダシステムを欺あざむくまでに至ったのだ。

　俺が次元解析法リグ・ヴエーダシステムの改良を施ほどこしたあの日、壁や床を埋うめ尽つくした術式を彼女はじっと見ていた、いや見ていたのはローザではなくローザの中に巣すくう異形種だった。

　手の内を見られたままカードで勝負しても勝てるわけがない。

　心のどこかで俺は、アオイが俺たちを亡き者にしようと、事前に異形種に情報を流して襲撃地点を教えていたんじゃないかと疑っていたんだが……とんだ見けん当とう違ちがいだ。

　リリィが悲鳴のような声を上げる。

「そ、そそそそんなの噓うそですわ！　ありえませんもの！　だって……人間と異形種が融ゆう合ごうなんてできるわけないのだから！　そうですわよねカイ先生!?」

　魔法力の波長が違いすぎて、異形種を魔法力化しても取り込むことはできない。人間と異形種は相あい容いれない存在だ。

　ローザは再び東の空を見上げた。

「このまま、なにもせずにたくさんの人を死なせるわけにはいかないから」

　口をきつく結んで決意した顔つきに、悲ひ愴そう感かんはない。

「今のお前になにができるっていうんだローザ？」

「今のあたしだからできるのよ。多分、この世界のどんな魔導士よりも……強いから」

　そう呟いた瞬間、彼女の身体がふわりと宙に浮かび上がった。

　魔法公式ロジツクの構築が見えない。まるで魔法力そのものを推すい力りよくに変換したように、彼女は十メートルほど上空で静止する。

　俺だけでなく、リリィもバスティアンも指揮官もその光景に唖あ然ぜんとするばかりだ。

　空中でローザはそっと目を閉じて告げる。

「前にカイ……言ってたよね？　『もし、竜りゆう脈みやくの魔法力や魔晶石の魔法力を直接使えるような人間がいたら、間違いなく世界最強だ』って」

　つまり……それをしているっていうのか!?

　俺はローザの後を追うように飛ぶ。

「待てローザ！　お前のそれは、いったいどんな力かもわからない！　無理をして身体に負担がかかって……何か取り返しがつかなくなったらどうするんだ!?」

　そっと目を見ると、彼女の瞳は金こん色じきに燃えていた。その色に俺は本能的な恐怖を覚える。人類とは一線を画した根源的に違う存在──そう、感じた。

　金色の瞳のまま、ローザはニッコリ微笑ほほえむ。

「あたしが人間の心まで失ったその時には……カイ……あたしの代わりに……あたしを殺して」

　さらに浮上するローザの視線は、東の遠方を見据えていた。

　そんなローザの腕を取り、強引に引き寄せ、抱だき留とめる。

「お前だけを行かせたりしない。地獄まででも付き合ってやる。だから、もう自分から独りになろうとしなくていい。今度こそ誓わせてくれ……お前を守ると」

「で、でも……あたしの中には異形種がいるんだよ？　あたし自身が憎むべき人類の敵なのに、守ってもらうなんてできないわ」

「お前はお前だ。ローザ・ワイルドは俺の大切な生徒だ。何があろうとその事実に異論を挟はさむ余地はない。だから、異形種と刺し違えてやろうなんて考えるな」

　ローザが恥ずかしそうに頰を赤らめた。

「なんでもお見通しなのね。えへへ……ちょっと嬉しいかも。うん……じゃあ……一緒に来てくれるカイ？」

　眼下でリリィが声を上げる。

「それならわたくしもご一緒いたしますわ！」

　ローザは小さく頷いた。

「わかったわ。けど、きっとリリィの出番はないと思うわよ」

　不意にリリィの身体がふわりと宙に浮かぶ。キョトンとした顔になったかと思うと、突然の浮遊感にリリィは「え、えええ!?」と困惑した。

　俺が飛翔をリリィにもかけたのではない。これもローザの力だ。

　バスティアンが足下で声を上げた。

「あ、あのカイさん！　私たちは……」

「悪いがバスティアン！　他の負傷者の避難誘導を頼む！　学園長に言えば車両を使わせてくれるはずだ」

　バスティアンは大きく頷いた。

「わかりました！　どうかご武運を！　こちらが片付き次第、すぐに私たちも出撃しますから！」

　俺はローザとリリィに視線の高さを合わせる。互いに頷き合うと飛翔した。

　東の荒野に布陣した軍属魔導士と異形種群の戦端が開いたのは、その直後の事だった。




「右翼側これ以上持ちません！　撤てつ退たい命令を！」

「ここを放ほう棄きしてどこに逃げようというんだ!?」

「無理だ！　数が多すぎる！」

「救護班を回してくれ！」

「応援は……応援はまだなのか!?」




　軍属魔導士の部隊は迎撃の陣形をとるが、早くも一角を崩くずされて瓦が解かい寸前だ。異形種が防御の薄い右翼側に戦力を集中しつつある。

　足下を埋うめ尽つくす異形種の波は、今にも堤防から漏もれ溢れ出そうとしていた。

　この数が相手だ。迷っている時間はない。

「リリィはローザのカバーを。俺は虚触ヘカトンケイルで敵陣を切り崩す」

　防衛陣地を飛び越えて敵陣のど真ん中に着地すると同時に、俺は限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──虚触の構築に入る。

　防衛陣地の魔導士たちから「誰だ」「何だ」「死にたいのか」と声が上がるが、お構かまいなしだ。一呼吸遅れてローザとリリィが着地を決める。

　すぐさまローザが俺の右手にそっと手を重ねた。

「待ってカイ。その魔法を使うとマジックロッドが駄目になっちゃうんでしょ？　それはあたしがもらうって決めてるんだから……」

　悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではないのだが、ローザは不敵な笑みを浮かべた。

「だから……ここは任せてちょうだい」

　その黒髪が背を覆おおうほどに伸びた。金色の瞳を燃やし、ローザが声を上げる。

　それは……キーンと耳をつんざくような高周波だ。

　長い黒髪を振り乱して少女が天を指さすと、虚こ空くうに黒い魔法力の槍──あのワーカーアントの巣で見た魔槍が数百と展開された。

　変へん貌ぼうを遂とげたローザは人成らざる声で叫び続ける。マジックロッドも使わず魔法力を直接攻撃手段に変換する。その声は異形種の巣の中心核に眠る、得体の知れない胎たい児じめいた化け物の断だん末まつ魔まの声とも似ていた。

　空を魔槍が埋め尽くす。まるで天に黒い蓋でもしたような、おびただしい数だ。

　さながらオーケストラを統すべる指揮者のように、ローザが腕を振り下ろすと、同時に魔槍が落ちた。右翼の防衛陣地に殺さつ到とうしていた、マンティス型とスカラベ型の大群に漆黒の槍が降り注ぐ。

　スカラベ型が防御魔法を張った。並の魔導士では突とつ破ぱできない強固な防御を、ローザの放った魔槍は易やす々やすと貫つらぬく。

　瞬殺──

　敵の大群が目の前で消し飛んで、右翼側で苦戦を強いられていた魔導士たちから声が上がった。




「なんだ今のは!?」

「いや、なんだっていい！　助かったぞ！」

「陣形を再編成する。負傷者は後方へ！」

「援軍……なのか？」




　彼らに背中を向けたまま、ローザは同じ攻撃を繰り返した。

「ふふふ……あははは！　死ね……死ね死ね死ね死ねッ！　みんなあたしが殺してやるんだからあああああ！」












　ローザが声を上げるたび、異形種の群が魔槍によって貫かれ、消えていく。

　俺もリリィもそれをただ、見守っていた。余よ計けいな手出しをすれば、ローザの放つ魔法の攻撃範囲内に入ってしまいかねない。

「あれ？　カイもリリィもどうしたの？　早く攻撃しないと二人が倒す分まで、あたしが片付けちゃうわよ？」

　嬉き々きとして戦うローザの顔に不安を覚えた。リリィがローザに訊く。

「そ、そろそろ魔法力の方が尽つきてしまうんじゃなくて？」

　ローザは首を小さく傾げてから、うんうんと二回頷いた。

「そうね。ちょっと足りなくなってきたわ」

　そう呟くと、ローザは単身異形種の群に突っ込んでいった。

「おい待てローザ！　いくらなんでも無む謀ぼうすぎる！」

　彼女に輝き盾だてと鉄てつ壁ぺきを掛けて援護したのだが、ローザはソルジャーアントの攻撃を全て予期したような身のこなしで避けると、相手の額に手を伸ばしてそっと触れた。

「こんな連中がパンケーキよりも美お味いしそうに見えるなんて、変な気分ね」

　ローザの触れた手がソルジャーアントの魔法力波長と同調して光る。俺がアストレアから受けた慈じ愛あいに溢れたそれとは違う。見る間にソルジャーアントの肉体は内側に向けてへこんでいった。深海に沈しずめられ圧あつ壊かいするように。その体たい軀くが半分ほどになったところで、ソルジャーアントは消滅した。

　ソルジャーアントから、ローザは魔法力を絞り尽くしたのだ。黒の第六界層──吸きゆう魔まなど比較にならない。魔法力を吸い上げる死の手がソルジャーアントを次々と捕食していった。

「足りないわ。こんなんじゃ全然足りないじゃない！」

　手当たり次第にローザはソルジャーアントを食らっていく。彼女の危険性を認識したのか、すべての異形種たちの注意がローザに向けられた。

　包囲されたローザの退路を作ろうと、俺はリリィに指示する。

「リリィは俺に加か速そくを！」

「はいですわ！」

　すぐさまリリィの加速が加わり、試作高速型ロッドとの連れん携けいで瞬時に魔法公式ロジツクが構築された。

「穿うがて雷らい帝てい！」

　ローザが得意とする第七界層の雷撃魔法だ。槍術式ではないが、ジグザグに雷撃を走らせて敵の包囲を分断する。

　リリィが叫んだ。

「戻っていらしてローザ！」

　だが、その声はローザに届かなかった。金色の瞳が揺ゆらめき、ローザは高周波のような魔法を〝詠唱〟する。

　そうだ。あれは詠唱だ。マジックロッドの代わりに声で魔法公式ロジツクを組み立てる……古代いにしえの魔法形態だ。

　莫ばく大だいな情報量を処理するため、ローザの叫びは高速言語を成す。

　それがあの甲かん高だかい声の正体だ。

　俺の放った雷帝など意に介かいさず、ローザは新たな魔法を試ためし始めた。

　彼女の足下を中心に魔法陣が展開し、水の波は紋もんのように荒野に広がっていった。

　その範囲内にいた全ての異形種がピタリと動きを止める。

　荒野がしんと静まり返る。まるで時が止まったかのように。

　直後──

　マンティス型の一体が、突然、ソルジャーアント型の首を刈り取った。そのマンティス型めがけて、別のソルジャーアント型か群がり、押し倒しては蹂じゆう躙りんする。

　リリィの口から言葉が漏れた。

「同士討ち……ですの？」

　殺し合う異形種たちのただ中を、ローザはゆったりと散歩でもするような足取りで進んでは、時折戦う相手のいない個体に触れてそれを吸収した。

　ローザが笑う。

「あははは！　アオイが言ってた異形種の魔法力化って、本当にすごい技術ね。こんなことができちゃうんだもの」

　誰もがその異様な光景に攻撃の手を止める。

　異形種の半数が同士討ちによって数を減らす中、生き残った数匹がローザの前に並んだ。マンティス型もスカラベ型も、女王を迎えるように跪ひざまずく。

「やっと誰が一番かわかったみたいね……けど、あんたたちの忠誠なんていらないわ」

　居並ぶ異形種をローザは魔槍で穿うがち、その手で吸収し、殺し続ける。

　異形種たちは抵抗もせず、ローザにその身を捧ささげた。

　防衛任務にあたった前線にいる魔導士の誰かの呟きが響く。




「あれは人の姿をした化け物だ……」




　反論できる人間はいない。俺でさえも、あまりの凄せい惨さんさに背筋が震える。

「これでは本当に、わたくしの助けなんて、必要ありませんわね」

　リリィは悔しそうな目をしながら、頰に一筋の涙をこぼした。




　ほどなくして、学園の教士たちによる白黒魔導士の混成部隊が援軍に到着した。

　その筆ひつ頭とうは……アオイだ。真っ先に逃げたものと思っていたが、バスティアンに名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスとでも言われたのかもしれない。

　混成部隊にはバスティアンの姿もあった。約束通り、避難誘導を終えて援軍として駆けつけてくれたのか。

　部隊の先頭でアオイが声を上げる。

「ぼ、ボクが来たからには一安心だよ！　負傷者の治療は任せてよね。なにせボクは魔法医の名門サリバン家の人間だから！」

　そう言うとアオイは戦場の手前で救護班に合流した。

　立ち尽くす俺とリリィの元へはバスティアンがやってくる。

「よかった……間に合いましたね。ところであの……あれはいったいなんですか？」

　彼が示す先ではローザが単独で万を超える異形種の軍勢の半数を倒し、残りを駆逐している。俺はバスティアンにどう説明していいのか、言葉に詰まった。

　が、状況からバスティアンは理解したらしい。

「あれはローザさんでしょうか？　彼女が使っているのは……まるで異形種の魔法力ですね。しかも個体から直接吸収まで……なんて……美しい」

　うっとりと見とれるような口振りで、バスティアンはますます目を細める。

　あれを美しいだと？　野生の獣が暴れ回るかのごとく、その強さは人間のそれを凌りよう駕がしている。だが、とても魔導士の戦い方じゃない。

「バスティアン。今のローザをそんな風に言わないでくれ。あいつは俺の教え子で……黒魔導士なんだ」

「元王立研の主任研究員らしからぬ言葉ですねカイさん。人が異形種を乗り越えた姿じゃありませんか。魔導士の枠わくに捕とらわれてしまうなんて、もったいない」

　遅れてアオイがバスティアンを追ってきた。どうやら救護班からつまはじきにあったらしい。

　ローザの戦う姿にアオイも目を丸くする。

「ええ!?　なんであのぺったんこが、勇者アストレアばりに単身無双してるわけ？」

　遠方で戦うローザがこちらを向いた。

「聞こえてるわよ……あとで覚えてなさい」

　アオイはビクンと身体を引きつらせた。ローザが纏う威圧感にあてられたようだ。

　覚えていろとは、今のお前が言うとシャレにならないぞローザ。

　戦闘は続いている。が、躍動する影は一つだけ。戦場はローザの独どく壇だん場じようだ。

　下手に手出しをすれば敵の意識がローザから分散してしまう。また、ローザの降らす魔槍の雨に巻き込まれかねない。

　だからこそ、誰もが固かた唾ずを呑のんで見守るしかない状況で、フッ……と、ローザは足を止めた。

「へー。あんたがアタリね」

　他の個体よりも一回り大柄なスカラベ型と対たい峙じすると、ローザは無造作にその腹めがけて抜き手を放った。魔法防御と装甲に阻はばまれるはずが、まるでゼリーにでも埋まい没ぼつさせるように、ズブリとローザの腕が異形種の腹に深く突き刺さる。彼女はまさぐるようにすると、なにかを摑んでゆっくりと腕を引き抜く。

　その手には──魔晶石が握られていた。成長すれば結晶核となる魔法力の塊かたまりだ。

「ふふふ……あははは！　これを食べればしばらく魔法は使い放題ね」

　ローザの手のひらに魔晶石は埋まるように溶けて消えた。アオイが「魔晶石を……取り込んだだって!?」と、声を上げる。己おのれの研究を目の前で現実のものにされて、その場にへなへなとへたり込む。

「ふあああ……ちょっと食べ過ぎたかも」

　そう言うとローザはそのままバタリと倒れ込んだ。彼女の支配が解とけたのか、異形種の群が一斉にこちらに向く。その数およそ三千あまり。

「ローザを守るぞリリィ！」

「は、はいですわ！」

　俺とリリィは即座にローザの元へと向かった。俺が彼女を抱きかかえ、リリィが異形種の群を牽けん制せいして退路を確保する。ローザは俺の腕の中で安らかな寝息を立てていた。

　ほどなくして前線基地から魔導士と戦士の混成部隊も援軍として到着し、魔晶石を失った上に劣勢も悟さとったのか、異形種の群は引ひき潮しおのように東へと退去していった。

　すべての危機は去ったのだが、学園都市に戻った俺たちに……とりわけ意識を失い倒れたローザへと注がれる視線は、どれもが恐怖に怯おびえているようだった。













　嵐のような一日が終わろうとしている。

　学園都市の監かん視し網もうは厳げん重じゆうなままだ。異形種が巣を張るための種となる魔晶石は、ローザの体内にある。あくまで希望的な観測でしかないが、魔晶石を失った異形種による再度の学園都市侵攻の可能性は低いと、俺おれはみている。

　そして、魔晶石を吸収したローザは意識を取り戻さなかった。

　長く伸びた髪も元に戻り、眠る顔は今までのローザと変わりなく、目を覚ます気配がないため瞳どう孔こうを確認すると、彼女の瞳ひとみはアメジスト色だった。

　表向きは元に戻ったのだが、もしかしたら俺たちの知るローザではなくなってしまったのではないかと、不安になる。

　仮設病棟のベッドに仰向けになり、眠り姫はすやすやと寝息を立てている。

　今朝からずっと休む間もなかったリリィは、ローザの手を握にぎったまま、スツールに座って前のめりにベッドに寄りかかり、こちらも同じく船を漕こいでいた。

　そんな二人を見守りながら、俺は思う。

　あんな力を見せてしまったローザを、この世界が受け入れるだろうか。

　かつてのアストレアを見ているようだった。大きすぎる力は恐れられる。しかもローザの力の根源は、忌いむべき異形種そのものだ。




　そのことが世間に知れれば、彼女の居場所はどこにもなくなってしまうかもしれない。




　仮設病棟には看護系の魔法医助手がいるだけで、他の負傷者は学園内の医務室や講堂に移されたままだ。

　つまり彼女は隔かく離りされたのだ。

　病室にはバスティアンが呪じゆ符ふで結界を張っている。異形種からの通信を遮しや断だんする魔法公式ロジツクが込められているのだが、それでも万全とは言いがたい。

　そして仮設病棟の周囲には、軍属魔導士が待機していた。

　俺はそっとローザの髪を撫なでる。艶つややかなハネっ毛はこんな状態でも、ピンッピンッ！　と彼女の気の強さを表しているようだった。

　俺の手の下でかすかにだが、ローザがくすぐったがって笑った気がする。

「まだこちらにいたんですね」

　男の声に振り返ると、病室の入り口にバスティアンが立っていた。

「ああ。ローザの目が覚めるまで、一緒にいるつもりだ」

「そのことなのですが……」

　言いづらそうに眉尻を下げながらバスティアンは溜ため息いきを吐つく。

「彼女をしばらく、私たちに預あずけてはいただけないでしょうか？」

「預けるだと？」

「はい。ローザさんのためにもです。学園の施し設せつでは彼女の治ち療りようを満足に行うことはできません」

「結論から言ってくれ」

　俺は立ち上がるとバスティアンに詰め寄った。

「王立研の施設であればローザさんの治療が可能かもしれません。それにアオイもいます。彼の魔法医としての才能と技術は本物です。その二つが揃そろえばあるいは……」

「治療って……ローザを元に戻せるのか!?」

「その可能性も充分にあると思うのです。王立研に在ざい籍せきしていたのですから、カイさんもおわかりのはずです。あそこにはこの世界の最高峰の機器があります。どれだけ時間がかかるかはわかりませんが、ローザさんを必ず元の人間に戻すと誓ちかいます」

「なら一緒に行かせてくれ！　元王立研の研究員なんだ……足手まといにはならないから、俺にもローザを救う手伝いをさせてくれないか!?」

　つい、声が大きくなる。身を乗り出すように告つげる俺に、バスティアンはそっと首を左右に振った。

「残念ですが、恐らくアオイが許さないでしょう。彼はカイさんを嫌っています。かといって、ローザさんの治療に魔法医の名門サリバン家の援えん助じよは不可欠でしょう。それとも内々に治療することを諦あきらめ、三百人議会に報告して判断を仰あおぎますか？」

　それはとてもお勧すすめできないと、バスティアンの表情が俺に告げている。同感だ。今のローザは存在そのものが危険すぎる。議会が存在を許すわけがない。

「だが、ローザの戦いを多くの軍属魔導士が目撃している。それはどうするんだ？」

「ご安心ください。指揮官クラスにはサリバン家の威光で目を閉じてもらいました。こういった時に借かりるために、権力者の〝威い〟というものはあると思うのです」

　狐きつねのように目を細めるバスティアンに、抜け目のない強したたかさを感じた。ここまでしてくれる助力はありがたいが、あとで何らかの見返りを要求されるかもしれない。

　が、それでもバスティアンの出した条件で申し出を受けることが、ローザのために思えた。

　ただ、彼女のそばから離れることに一いち抹まつの不安を拭ぬぐいきれないのも確かだ。

「つまり……俺が行くとその〝威〟ってのを利用できないんだな」

「あれほどカイさんを敵視していましたし、ローザさんとも犬猿の仲でしたからね。ですが、私もアオイの先生ですから、必ず彼を説得してみせます」

　俺はじっとバスティアンを見み据すえて訊きく。

「どうしてそこまでしてくれるんだ？」

　一時、黙だまり込こむとバスティアンは小さく息を吐いた。

「それは……正直に話します。私自身の研究のためです。今のローザさんは人間と異形種の狭はざ間まの存在と言えますから、異形種との通訳ができるかと思ったのです。暗号のように複雑だった異形種の通信を、ローザさんを介して解読できるかもしれない」

　王立研の研究員らしい考えだ。バスティアンは恥はじるようにうつむきつつ続けた。

「治療のためにはどうしたって、彼女の身体を調べなければいけません。そのデータには人類が異形種を超こえるための、様々にして希少な情報があるわけです。それらを手に入れるためにはどうしても〝必要〟があるのです。主任研究員だったカイさんになら、ご理解いただけると思ったのですが……」

「調べるだけじゃ済まないって言うんだな」

「ローザさんには理解を深めるための実験に、協力してもらうことになります」

「ローザを傷つけるつもりか？」

「噓うそはつきたくありませんから、その質問には肯こう定ていとだけしかお返しできません」

　理性が理解を示して、心がそれを拒こばむ。返答に詰つまる俺にバスティアンは確認した。

「では、いったいどうするのですか？　このまま彼女が学園で学べると本気でお思いなのですか？　実験もすべては彼女を救う手がかりを見つけるためです」

　バスティアンの言っていることもわかる。わかるからこそ反論ができなかった。魔法医学は俺の専門外だ。今のローザには時間がない。結論を先延ばしにすれば三百人議会の耳にもすぐに届くだろう。そうなればサリバン家の力で庇かばいきれなくなるのは、火を見るよりも明らかだ。

「カイ……」

　不意に、俺を呼ぶ声がした。

　ベッドの上でローザが目を覚ましていた。

「リリィってば重たいじゃない。さすが頭にたっぷり知識の詰まった秀才ね」

「ローザ、お前、身体の方は大丈夫なのか？」

　身体をずらしてリリィに膝枕を貸しながら、ローザはにらみ合う俺とバスティアンに告げる。

「あたし……王立研に行くね。ここにいるとみんなに迷惑かけちゃうみたいだし……それにほら、王立研が凄すごいとこだって、見学してちゃんとわかってるから」

　にっこり微笑ほほえむ。その瞳は元のアメジスト色を保っており、先ほどまでの狂きよう乱らんが噓のようだ。

　ローザは続けた。

「これは捨て身でも自己犠牲でもない、前向きな意見だから。今のあたしの身体を調べることで、異形種を倒すのに必要な情報が手に入るんでしょ？　それで、あたし自身の治療法もわかれば……もしかしたら、リリィと対等な力はもう出せなくなっちゃうかもしれないけど、今まであたしはズルをしてたみたいなものだし……」

　これまで使ってきた力の何割かは……下手をすればその大半が借り物で、自分のものではないのかもと、ローザは不安になっているようだ。

　ローザは俺に続ける。

「だからね……もしあたしが弱くなって、リリィとコンビを組めなくなっても……第一界層の黒魔法からカイに教えて……欲しいな」

　瞳を潤うるませたローザに俺は頷うなずいた。

「お前は呑み込みが早いから、たとえ一から再スタートしたってすぐに追いつけるさ」

　俺の言葉にローザは目を細めて笑った。

「その時はめいっぱい褒ほめて伸ばしてよね！」

　どうやら俺が行くなと説得するのは無理なようだ。ローザは覚悟を決めていた。そのうえで前を向いている彼女を引き留めることなんて、俺にはできない。

　不意にバスティアンが呟いた。

「ですが……ローザさんは……いいのですか？」

「どうしたのよ？　ずいぶんと歯切れが悪いわね」

「治療をするということは、あの力を失うということに他なりません。そう思うともったいないような気もしてしまって。あっ、気分を悪くさせてしまったなら謝ります」

　バスティアンは以前に俺に「力を持つ者の自由が保証される世界」の理想を語った。力は純粋に力であり、人間がよく使うことで世界に繁はん栄えいをもたらすことができる。

　それを禁じ、封じ、制限する今の世界をバスティアンは腐敗していると断じた。

　ああ、だからバスティアンは、異形種の力を行使して戦うローザの姿を「美しい」と言ったのか。

　先日、王立研の第一研究棟、機密保管庫前で彼が口にした本心からすれば、ローザの人知を超えた力は素晴らしい。たとえそれが異形種由ゆ来らいのものであろうとも。

　バスティアンが部屋の壁にかけてあった時計の針を見つめた。深夜０時を三十分ほどすぎている。

「軍属魔導士の交代要員を移送する臨時列車が出るそうですから、ローザさんにはそれでキャピタリアへ……今から車両で駅に向かえば間に合うと思います。急ぎましょう」

　ずいぶん急だが、善は急げというやつだ。ローザ独りを行かせることの不安を拭いきれないままだが、さりとて他に最善の手など思いつかなかった。

　バスティアンの提案にローザは深く頷く。

「わかったわ。寮に戻ってる暇ひまもなさそうだし……カイにお願いがあるんだけど、あたしの壊れちゃったロッドの破は片へん、預かっててもらえないかな？」

　ベッドを挟んで反対側のスツールにはローザのロッドの破片が置かれたままだ。

「ああ。お前の大切な相棒だもんな」

「よろしくね……えっと……行ってきます。できるだけ早く戻るようにするから、待っててね」

　寝息を立てたままのリリィの金髪をそっと撫でて、ローザは朝を待たずに首都へと発った。
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　なーんて、言ってはみたけど……正直不安で仕方ない。

　リリィにはちゃんとお別れを言えなかった。これで不義理は二回目だから、きっと次に会う時にはものすっごく怒るんだろうな。

　軍用列車の乗り心地は最悪な上に、あたしは貨物庫の檻の中に閉じ込められてしまった。金属剝むき出だしの床が冷たくて、お尻が痛くなりそう。

　異形種の通信から遮断するのにどうしても必要だからって言われたけど……クッションの一つくらい用意してくれてもいいじゃない。

　それに貨物庫には窓がないから、時間の経過もわからないし退たい屈くつ。

　カイとリリィと一緒にキャピタリアに行ったあの日が懐なつかしいな。

　サンドイッチ……美お味いしかったな。

　思い出したら、ぐううううっと、お腹なかが鳴なった。

　ああ、もう。我ながら緊張感がないんだから。

　だんだんと暗くら闇やみに目が慣なれ始めてきたその時──真っ暗な貨物庫の扉が開いて、向こうから照明の光が射した。

　小さな影がこっちに向かってくる。

「やあ、いい気味だね……実験動物。首輪をつけて鎖くさりで繋つないだらもっと見物になりそうだよ」

　手にしたマジックロッドで光こう球きゆうを作り、それであたしのことを照らしながら嫌味ったらしく笑う──アオイ。こんなやつの世話にならなきゃいけないなんて、最悪すぎる。

　けど、どんなことがあっても我が慢まんして治療して、あたしは学園に戻らなきゃいけないんだ。

　ニヤつくアオイに言い返した。

「実験動物って……あたしは人間よ。っていうか女の子なんだから、もう少し丁てい重ちように扱あつかえないわけ？　今すぐおやつと温かいお茶と、それからふかふかのクッションを要求するわ」

　アオイは目を輝かせて言う。

「そんなの必要ないんだよ。キミにはキャピタリアまで眠っててもらう。次に目が覚めた時には……フフフ……まあ、楽しみにしてるといい」

　不意にアオイが魔法公式ロジツクを組み上げた。抵抗しようにもマジックロッドがない。

　嫌な予感がする。あたしはあたしの中に巣くう〝なにか〟に呼びかけた。この力を使うほど自分が人間じゃなくなっていく気がするけど、その嫌悪感すら生ぬるく思えるほどの負の思念を、アオイからは感じる。

「無駄だよ。その檻には停止信号の結界が組み込まれているからね」

　力が……出せない!?　そっか……あたしってバカみたい。この檻はあたしを守るためのものじゃなかったんだ。

　睨みつけてもアオイは涼しい顔だ。

「いくら獰どう猛もうな獣でもね、檻の中にいるんじゃ無力さ。ボクとバスティアン先生の栄えい達たつのために、キミにはこれから死ぬまで存分に働いてもらうよ。あのカイとかいう旧式ポンコツは、もう二度と王立研に近づかせない。キミさ……まさか学園に戻れるなんて思ってないよね？　バスティアン先生がそんなことを許すわけないじゃないか」

　アオイの目は虚うつろで、ろれつも所々怪あやしい。

「フフフ……ハハハハ……このあと研究室に戻ったら、すぐにキミの身体から抗こう体たいを抽ちゆう出しゆつするんだ。バスティアン先生、きっと喜ぶだろうなぁ。いっぱい褒めてくれるだろうなぁ」

「あ、あんたさっきから、なに言ってんのよ」

　やばい。こいつ……目がイッちゃってる。

「なにって……ボクと先生で世界を救うのさ。異形種を糧かてに人類はさらなる進化を遂とげるって、先生も言ってたし。ああけど先生って変なんだよ。ボクと二人だけの時は、すごく厳きびしいのに……他に誰かいる時は、ボクはサリバン家の次期当主らしくしろって……先生をいじめるつもりなんてないのに、そうしろっていうんだ！　ね？　変でしょ？」

　訊いてもいないのにベラベラと……あれ……？　アオイの背後に糸みたいなものが見える。

　意識を瞳に集中させると……うん、やっぱり見えるわ。なにかの魔法？　ああもう、リリィやカイみたいに知識があれば、正体がわかるのに。

「おっと！　おっかないなぁ。封印してるのに目の色が変わるなんて……あとで先生に報告しておかなきゃ。それじゃあお休み♪」

　アオイのロッドの先端から光球が消えたかと思うと、別の魔法公式ロジツクが展開した。

　それは眠りを誘う雲になってあたしを包み込む。まどろむ心地よさにあらがえず、意識がだんだんと白い闇の中に遠のいていった。

　首都に行くと決めたのはあたしだけど……しくじったな。

　カイ……リリィ……こいつら……まともじゃ……ないみたい……。
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　襲撃騒ぎもあって本日は休校だ。

　校舎のどこにも人の気配がない静かな早朝──俺は学園長室に呼び出された。早い時間にもかかわらず、先客の姿がある。リリィだ。

　休みにわざわざ俺とリリィを呼び出すということは、門下の今後についての相談だろうか？

　部屋に入ると学園長のルーファスは相変わらず、革張りの椅子に深く腰掛けていた。広い執しつ務む机づくえの天板には、黒い小さな板状の高性能小型通信用魔導器が置かれている。

　ルーファスは俺の顔を見るなり「おはようございます。カイ先生」と、淡々と告げた。

「ああ、おはよう学園長。というか……呼び出しにしてはずいぶん早いな。それにリリィまで」

　リリィも「おはようございますカイ先生」と、不安げな瞳のまま小さく会え釈しやくする。

　俺はリリィに「おはよう」と返すと再びルーファスを見据えた。

「それで用件は？　まさか門下生を増やせなんて言わないだろうな？」

　一番ありそうな話を振って牽けん制せいするが、的まとが外れた。

「いいえ、そんなことは要求しませんよ。ローザさんの代わりはいないのでしょう？」

　黙って頷く俺にルーファスは続ける。

「実は急報がありましてね。概がい要ようはすでに通信で伺うかがっているのですが、いまいち要領を得ない部分もありまして。間もなく彼女がこちらに到着する予定ですから……」

「彼女って、ローザがもう帰ってくるのか？」

「残念ながら……ただ、事態は我々にとってあまりよくない方向に動いているようです。先日、我が学園にやってきた王立研の魔導士ですが……あのバスティアンという方はどうにも好きになれなくて。ともかく、急ぎ対処が必要でしょうね」

　迂う遠えんな言葉を並べてルーファスが目を細める。そういえば、ルーファスとバスティアンはどことなく似たような雰ふん囲い気きの持ち主だ。ただ、どうしてここでバスティアンの名前が出て来たのかが見えてこない。問題がある人物として名前を挙あげるなら、アオイの方だろう。

「お前の好き嫌いが火急の用件とどう繋がるんだ？」

「バスティアン氏は、どうやら私とよく似たタイプの人間のようです。野心家とでも言うのでしょうか」

　単刀直入に言えばいいものを、もったいぶるんだな。

　俺は小さく首を傾かしげた。リリィもどことなく不思議そうな顔をしている。

「お前が野心家ってのはわかるけど、それならバスティアンよりもアオイの方が野心家っぽいだろう。お前もアオイも野心を隠さないからな」

　俺が訊くのと同時に、学園長室のドアが外からノックされた。

「詳しくはカイ先生も彼女から聞いた方がいいでしょう。どうぞ、入ってください」

　学園長の一声に、応じて現れたのは──アストレアだ。小脇に書類の束たばを抱えていた。

　普段は陽気な彼女の表情が、今は雨あま露つゆに濡ぬれた花のようだった。リリィが慌て気味に声を上げる。

「あ、アストレアさんが、どうして学園に？」

「あのね、走ってきたの。いっぱいいっぱい、一いつ生しよう懸けん命めい走ってきたの！」

　どうしてという質問を、どのような移動手段で？　と、取り違えて彼女は返した。

　いや、走ってきたって……列車の始発も待てないほどなのか。アストレアのスタミナと脚力なら、戦士養成機関ソードテンプルから夜通し走ってきたと言われても、なんら不思議ではないんだが……。

　リリィは「あ、あの……そうではなくて……」と、眉尻を下げた。アストレアは頷く。

「一晩中走るのなんて久しぶりすぎて疲れたけど、言わなきゃいけないことがあるから来たんだよ！　チョー緊急事態かもだから！」

「とりあえず落ち着いてくれ」

　アストレアは部屋の中央まで歩み出ると、一度深呼吸してから俺たち全員に告げた。

「単刀直入に言うね。バスティアンは悪い人みたい」

　あまりにざっくばらんな口振りに深しん刻こくさが伝わってこない。が、困った時にうまく言葉が出て来ないのは、アストレアの癖くせだった。

　確かにバスティアンは慇いん懃ぎんな態度の中にも、節ふし々ぶしに怖さを感じる部分はあったが、悪人という印象はない。先生という立場ながら、むしろアオイに振り回される被害者のようですらあった。

　俺はアストレアに訊く。

「どう、悪い人なんだ？」

「この前、首都で一緒にパンケーキを食べた日の夜に、カイと繋がったよね？」

　言い方に関してはこの際、深く言げん及きゆうはしないでおこう。

「あ、ああ。確か、その日といえば……」

　俺とアストレアが昏睡状態に陥おちいっている間に、襲撃を受けたのだ。アストレアは一呼吸置いて告げる。

「わたしとカイを襲った連中は放置できないじゃん？　実行犯はならず者の魔導士崩れで、すぐに軍ぐん警けいが捕まえてくれたんだ。けど、それでめでたしめでたしじゃなかったんだよ。そいつらへの依頼は色んな経けい路ろを通って偽装されてた。軍警のツテを頼ってがんばって洗い出したら、サリバン家にたどり着いたんだよねぇ」

　なんだって!?　だとすると俺たちを襲撃させたのはアオイか？　いや、それならアストレアはバスティアンではなく、アオイの名を挙げるはずだ。

　彼女は不機嫌そうにほっぺたを膨ふくらませながら続ける。

「しかもねー、さらに調べてみたらサリバン家は当主が行方ゆくえ不明になっててさ。おかしーでしょ？」

　ルーファスが溜息混じりに所感を述べた。

「襲撃の件は報告書で伺うかがっていましたが、まさか議会議員が行方不明とは、穏おだやかではありませんね」

　アストレアは「だよねー！」と声を上げる。俺は「それとバスティアンがどう関与してるんだ？」と、続きを促した。

　アストレアはたどたどしくだが、襲撃を受けた日から今日まで調べた事実を述べた。

　サリバン家の実権は数年前からバスティアンが握っており、議会にはサリバンの名みよう代だいとして次期当主のアオイではなく、バスティアンが出ていたというのだ。

　軍部にも出入りしてパイプを作り、その根を張はり巡めぐらせていたのだという。

　俺はルーファスに確認する。

「議員の代理なんてできることなのか？」

「委任状があれば可能と耳にしたことはありますが……そこまでの信任を三百人議会の議員から得られるとは、よほどの信頼なのでしょう」

　アストレアが反論した。

「でもでも、本当に代理で議会に出られたとしても、実際は他の議員に相手にされないよね？　それに軍関係だってさ。そーだよねカイ？」

「とはいえバスティアンは王立研の主任研究員だろ？　偉い奴と話すのに、ステータスとしては充分じゃないか？」

「そ、そーだけどぉ……第三研究棟の知り合いから聞いた話なんだけどさ、普通は主任から落ちたら這い上がれないって。本当なら偉い人とお目通りなんて無理だって」

「だが、現にバスティアンは主任研究員じゃないか？」

「だから前代未聞なんだって、あたしの知り合いも不ふ審しんがってたんだ。それにね、表向きはバスティアンは実験の成果が出ないから、降格処分の憂うき目めにあったってことになってるけど、実は違法スレスレっていうかほぼ違法な研究もしてたみたいなんだって。そういう人間が、なぜか権力者や有力者に庇かばわれて……いくら優秀でもやりすぎたら信用をなくすよね？　偉い人だって自分に火の粉がかかるかもしれなくなったら、距離を置くのが普通でしょ？」

　バスティアンはまるで権力者たちの弱味を握って、付け込んでいるかのような立ち回りをしている。アストレアは眉を八の字にしながら続けた。

「いくら名門の後ろ盾があっても、やっぱりおかしいんだよ。軍関係のツテも軒のき並なみ高官ばっかりだし」

　そう言って抱えっぱなしだった書類を机の天板にバサリと置く。資料には軍警のエンブレムが捺印されていた。

　アストレアらしくもなく、裏取り調査は綿めん密みつに行っているようだ。

　サリバン家の後ろ盾で、不死鳥のように甦よみがえった男──バスティアン・ホープ。

　悪い奴と言われても、まだ俺の中には本当にそうなのだろうか？　という気持ちが残っている。が、アストレアの瞳は真剣だ。まるで強敵と対たい峙じしている時のような、緊迫感さえ漂ただよわせている。

　これまでの人生で積み重ねてきたアストレアへの信頼が、もつれた糸のように思考を搦からめ捕とろうとする俺の中の迷いを断ち切った。

「わかった。バスティアンを敵と想定しよう。それで、俺たちの襲撃を教きよう唆さした他に、なにか犯罪を裏付ける証拠はあるのか？」

　バスティアンを問い詰めるには、材料は多いに越したことはない。

　フルフルと赤い髪を左右に揺らしてアストレアは溜息を吐いた。

「それがぜーんぜんなの。誰かを脅きよう迫はくしてたとか、そういうんじゃないんだよなぁ……なんかね、色々と話を聞いてみると、バスティアンと直接やりとりをした人って、いつの間にか信用しちゃうんだって。まるで魔法みたいに。もしかしてそういう魔法があるのかなぁ。そうでなきゃ、もうとっくに追い詰めてるのに」

　つまり軍警の協力はこれ以上仰げないということか。

　アストレアがコネクションを持つ、軍警の特捜部にすら尻尾しつぽを摑ませない周しゆう到とうさ……こいつはやっかいだ。

　今思えば暗示のように、俺はバスティアンよりもアオイに意識をもっていかれ気味だった。

　バスティアンが身に降りかかる敵意や嫉しつ妬となどの負の感情を、巧たくみにアオイへと誘導していたのかもしれない。

　困り顔のアストレアに、リリィが告げる。

「どのような魔法かは存じ上げませんけれど、もし相手の精神になんらかの影響を与える魔法があるとしても、使えばすぐにわかってしまいますわ」

　俺もリリィの意見に頷いた。マジックロッドを手にして魔法公式ロジツクを構築すれば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。それが議会議員のようなエリートの中のエリート魔導士や、軍部高官であればなおさらだろう。

　そっとルーファスに視線を向ける。

「俺は今すぐ首都に行かなきゃいけない……そうだな？」

　ルーファスが机の天板に肘ひじをついて手を組んだ。

「我が校の生徒の安全を確保することは急務ですが、カイ先生とアストレアさんが襲撃を受けた件についても、バスティアン氏の直接の関与を証明するものはないのでしょう？」

　俺は天板に両手を開いて叩きつける。

「行かせてくれ。ローザを二度も失うわけにはいかない。必要なら辞表は今、ここで書く」

「……職を辞じす覚悟というなら止めません。ですが、辞表は事前に受け取ったりしませんよ？　貴方が無茶をするということを把は握あくしていた証拠になりかねませんから」

　あくまで俺の一存であることが学園長の出した条件ということだな。俺がしくじっても学園長は知らぬ存ぜぬで通すのだろう。

「それで構わない」

　俺はルーファスに背を向けた。アストレアが頷く。

「ローザの話は学園長さんに聞いたよ。一緒に死線をくぐり抜けて、それからパンケーキを食べた仲だもんね。助けに行こうカイ」

　気持ちはありがたい。が、今回は異形種を相手にするのとは違う。

「お前が動いたら大事になるだろ？」

「だから今まで、ちょっとくらいなら目をつむってきたよ。自分の事なら我が慢まんする。だけど……カイがせっかく見つけた生きがいを奪おうなんて、そんなの絶対だめだから」

　生きがい……か。俺はリリィをそっと見つめた。どこか浮き足だったような雰囲気が、落ち着きを取り戻している。

　その顔には決意があった。

「当然、わたくしもご一緒させていただきますわ」

「お前の将来の事を考えたら、経歴に傷が付くかもしれないぞ」

「そんなものとローザとどちらが大事かくらい、わかっているつもりでしてよ。連れ戻して嫌味の一つも言ってあげないと、わたくし収まりませんの！」

　わかりきっていたことだがリリィを止めるのは不可能だった。




　俺たちは急ぎ列車に乗り、車内でローザ奪だつ還かんの算段を立てる。可能な限り実力行使はしない方向だが、企くわだての違法性は言わずもがな。

　犯罪に手を染めるかもしれないというのに、アストレアは「だいじょーぶだいじょーぶ」とお気楽で、リリィに至いたっては「なんだか悪い事をするのってドキドキしますわね」と、妙みようにワクワクしだす始末だった。アストレアも軍警の知り合いのメンツを潰すようなことになるんじゃないか？

「カイってば、また心配で眉み間けんにしわが寄ってるよ？　そのうちハゲるかもねぇ」

「カイ先生はフサフサですわよ！」

　ローザがいなくとも、女子二人集まってかしましい。

　悲愴感溢れるよりはよっぽどいいか。

　待ってろよローザ。お前がなにを言おうと、もう二度と俺のそばから離さないから。













　午前十時──

　キャピタリア中央駅から列車を乗のり継ついで、王立研第一研究棟最寄りの駅に降りる。

　徒歩での移動はどうしてもアストレアが目立ってしまうため、駅で有料車両を借りると俺おれがハンドルを握にぎった。

　ほどなくして第一研究棟前までやってきたのだが、正門は閉へい鎖さされ、本来首都防衛の任に着くはずの兵士が、番兵のように配備されていた。一度素通りして建物の外周を車両でぐるりと回る。

　どの出入り口にも、普段はいないはずの兵士たちの姿があった。事態を察さつして助手席のアストレアが溜ため息いきを吐つく。

「首都警備の部まで動員するなんてチョー感じ悪いね」

　後部座席で車窓から白はく亜あの塔とうのような建物を見上げつつ、リリィも頷うなずいた。

「敷地内に研究員のみなさんがいらっしゃいませんわ」

　アオイとバスティアンの権限だけで研究棟を一棟丸ごと閉へい鎖さできるとは思えない。

　俺は車両を兵士たちの視界に入らないよう、細い路地に停とめて降りる。

「さて、どうしたものかな」

　警備が一番手薄なのは裏門だ。兵士には少しの間、眠ってもらうとしよう。

　と、提案する前にアストレアが俺に告つげた。

「ここはわたしが囮おとりになるね」

「囮ってどうするんだ？」

「ほら、この前も叙じよ勲くんされたから、こう見えてもわたしってば軍関係者にはすっごい人気なんだよ？」

　軍警さえも動かすほどなのだから、その人気振りは推おして知るべし。

　アストレアは「ちょっと話つけてくるねー！」と、建物の陰かげから研究棟の裏門に独り、歩いていった。

　リリィが心配そうに眉まゆ尻じりを下さげる。

「本当に大丈夫ですの？」

「俺に訊きかないでくれ。ただ、アストレアが戦士系にはめっぽう人気があることだけは間違いない」

　裏門を守る兵士にアストレアは胸を張って、何やら告げた。

　すると──

　ピピーッ！　と、兵士の一人が警笛を鳴らした。まるで雨う後ごの筍たけのこのように、そこかしこから兵士たちが湧わいて出る。

　アストレアは「ちょ、ちょっとみんなどーしてそんなに目が血走ってるのかな!?」と、声を上げると、いきなり裏門から正門方面に走り出した。

　兵士たちがそれに追つい従じゆうする。一時だが、裏門から兵士の気配が消えた。リリィが声を殺して叫ぶ。

「い、今がチャンスですわ！」

「まったく。アストレアのやつ、いったいなにを言ったんだ？」

　彼女が捨て身（？）で作ったこの時間を無む駄だにはできない。逃げるアストレアの背中に感謝しながら、俺はリリィの肩を抱き寄せる。

「い、いきなり大だい胆たんですわねカイ先生！　今はローザを救うための……」

「静かにしてくれ」

　黒のマジックロッドで俺は自分の周囲に隠いん蔽ぺいの魔法を施ほどこした。気配を遮しや断だんし魔法的な探知も欺あざむく犯罪にはうってつけの魔法だ。

　リリィも魔法公式ロジツクを確認して口を閉じる。

「普段通りゆっくり歩けばいい」

　コクコクとリリィは頷きながら、なぜかその顔は真まっ赤かになっていた。




　裏門に到着するなり、俺は隠蔽を維い持じしたまま門に張はり巡めぐらされた結界を調べる。

　幸い、正門ほど高度なものではなかった。一時的に隠蔽を解とくと、五秒で結界を無効化する。リリィが目を丸くした。

「手口がこなれてますわね。もし、カイ先生が今回の件で犯罪者になってしまったら、わたくしとローザと三人で怪盗になるのもいいかもしれませんわ」

「不吉なことを言わないでくれ」

　それくらい危ない橋を渡っているのは間違いないけどな。

　裏門の厚い金属製の扉を開けて、俺とリリィは建物内に侵入した。

　中は照明も落とされて、非常灯のみと薄暗い。二十四時間ひっきりなしに研究が続く建物が、噓うそのように静かだ。

　しかも棟内全域が非常警戒モードになっていた。侵入者を拒こばむように、普段は作動していない探知結界などが、すべて起動状態にある。

　まっすぐ伸びた廊下の先は十字路だ。リリィがマジックワンドを手に俺に訊く。

「ローザはどこにいるのでしょう？」

「たぶんアオイの研究室だな」

「この建物は入り組んでいて、まるで迷路みたいですわ。薄暗いしどこも同じような壁と通路で……正直、わたくしここではポンコツですわね」

　十字路の分かれ道まで進むと、ぴょこんと飛び出したアホ毛をダウジングロッドのように揺ゆらしながら、リリィはまっすぐ進もうとした。

「そっちは正門とロビーだぞ」

　呼び止めるとリリィは「この通りですわ」と苦笑した。俺は告げる。

「安心しろ。改築でもしていない限り、この建物の構造は全部ここに入ってる。目を閉じていたってアオイの研究室にたどり着けるから」

　自分のこめかみを人差し指でトントンとノックしながら、俺は左の道を選んだ。

　こちらはアオイの研究室……とは、正反対の方向だ。

「急ぎましてよカイ先生。一刻も早くローザを助けてあげないと……」

　相棒の身を案じて弱気な顔を見せるリリィには悪いのだが、俺は首を左右に振った。

「その前に、どうしても寄っておきたい場所があるんだ」

「こ、此この期ごに及およんでどこに行こうといいますの？」

　ローザの安全より大切なモノなんてない。と、言わんばかりのリリィだが、俺は小さく頷いて返す。

「念には念を入れないとな。同じ轍てつを踏ふまないように。急ぐぞリリィ」

　俺はリリィの肩を抱き寄せると、再び隠蔽をかける。建物内の結界はすべて把は握あく済ずみだ。要所要所で隠蔽を強化してすり抜けてゆく。

　だんだんと、警備の結界が強固かつ、一歩間違えば触ふれた者をその場で消し去るような強力なものへと切り替わっていった。

　リリィも「わたくし、こういった類たぐいの魔法には疎うといですけれど、殺す気満々な雰囲気だけはわかりますわ」と、息を呑む。

　最後の警戒網をくぐり抜けて、俺は再びその巨大な扉と再会を果たした。

　機密保管庫──その封印を解けば、もはや言い逃れはできないだろう。ここで出くわした時のバスティアンの言葉を思い出す。

　国家の承認によって封印された「黒こく獣じゆう」と「白びやく夜や」を使おうものなら、反逆罪に問われて極きよつ刑けいも免まぬがれない。たとえ、この国を滅ほろびから救ったとしても。

　俺はその禁を破る。たった一人の……大切な生ヒ徒トのために。

　扉を見上げて大きさに圧倒されているリリィに、俺は今一度言い含めた。

「いいかリリィ。もし……何かあった時には自分の身の安全を第一に考えるんだ。白魔導士は生き残ることに価値があるからな」

「そ、それはわかっていますけれど……どうして今、そのようなことを？」

「この扉を開けるともう、後には引けないんだ。全てが終わってもし、お前の立場が危うくなりそうになった時には、遠慮なくすべて『カイ・アッシュフォードに指示された』と言うんだ」

「い、嫌ですわそんなの」

「ローザを助けたいだろ？」

　もう中途半端な力で物事に当たって後悔するのはうんざりだ。なら、この扉の向こうに収められた二本のロッドで万全を期きすしかない。

　しゅんとするリリィに「カイ・アッシュフォードはいなくなるかもしれないが、俺だって捕まったり処刑されたりするつもりはないから」と、囁ささやくように告げた。

　思えば学園に入学する前からの名前だが、それさえ捨てても構わない。

　リリィが思い詰めた顔のまま、ぐっとこらえるように頷いたのを合図に、俺は機密保管庫の扉に向き合った。

　左右の手にそれぞれ試作高速型ロッドを握る。

「いくぞ……術式展開」

　解かい呪じゆ、解かい錠じよう、解放、解凍、解氷、融ゆう解かい、正解──知りうる限りのあらゆる術式を用もちいて、俺は要よう塞さいのような防御結界を切り崩すように紐ひも解といていく。

　一つ一つの封印が絡んだ糸のように複雑に入り組んでいた。

　それらを一本のラインに戻して抜き取り、次の封印の解放に移る。並のマジックロッドでは半日かかるところを、試作高速型ロッドは数秒で終えた。

　隣となりでリリィが「このような封印、見たことがありませんわ！」と驚きの声を上げた。

　６６６の封印のうち、半数以上がダミーだ。看かん破ぱし選りすぐった必要最低限の封印のみを解呪し懐かい柔じゆうし……最後の一枚に手を掛ける。

　途と端たんに白のマジックロッドに亀き裂れつが入った。

　どうやら目の前の扉は、このロッドをもってしても攻略しがたい化け物だったようだ。

「わ、わたくしがこちらを押さえますわ！　一部でしたらカイ先生の代わりくらい、できましてよ！」

　不意に左手にかかる負ふ荷かが収まった。俺の解呪をじっと見つめていたリリィが、模も倣ほうし肩代わりをしてくれたのだ。

「お、お前……そんなことをすれば……」

「これもローザを救うためですもの」

　彼女が魔法を使った痕こん跡せきが残れば、言い逃れできないかもしれない。だがリリィは俺に力を貸してくれた。

　その余力を最大限に活かして、俺は解呪を続ける。

　すぐに右腕が重たくなった。黒の試作高速型ロッドが、負荷に耐えきれず黒こく煙えんのような魔法力の揺らぎを上げ始める。

　ローザにプレゼントすると約束していたが、こちらは守れないかもしれない。だが……リリィの手助けがあれば、わずかながら黒のロッドに生きる道はある。

「リリィ。済まないがそっちをまるごと頼む」

「え、ええっ!?」

　左手の白のロッドに魔法力を込めきると、俺は手放した。制御を失い解呪の術式完成と引き換えに、白の試作高速型ロッドが粉々に砕くだけ散ちる。

　俺は魔法力の配分を黒のロッドに集中させた。破は断だん寸前で黒のロッドはその形状を止とどめたまま、術式を完成させる。

　赤熱する黒のロッド。今にも崩れ落ちそうだが……どうやら失わずに済んだようだ。

　そして、全ての魔法的な封印を剝はぎ取とられた機密保管庫の扉は、祝福するようにその腕かいなを開き俺を招き入れる。

　いくつもの封印された技術技法の粋すいの中心に、台座があった。立てかけられた二本のマジックロッドを前に、俺は小さく息を吐く。

「久しぶりだな……」

　漆しつ黒こくの獅し子しを思わせる凶暴にして全ての黒魔法を統べる王。

　白鳥のような美しいフォルムに秘ひめた沈しずまぬ太陽の化身。

　黒の試作ロッドをベルトに納めると、俺はその黒と白のロッド双方を手に取った。

　力が満ちる。甦よみがえる。振り返り、封印の間を出ると扉はゆっくりと閉まっていった。

「カイ……先生ですの？」

「どうしたリリィ？　俺の顔になにかついているのか？」

　俺が手にしたロッドのことは、リリィも知っている。かつて英雄シディアンとレイ＝ナイトが振るったという伝説の二本だ。

「そちらの優美なロッドと禍まが々まがしいロッドは……もしかして……」

「ああ。幽霊主任研究員の忘れ形見さ」

　やはりそうなのだと言わんばかりに、リリィは驚きながらも納得したような表情を浮かべた。

　右手に「黒獣」を。

　左手に「白夜」を。

　手にして進み出ると、俺は再びリリィを抱き寄せ、告げる。

「こいつは失敗すると壁の中……みたいな魔法だが、安心しろ。第一研究棟は俺の庭だ。跳とぶぞリリィ」

「え、ええ!?　飛ぶとおっしゃっても……」

　リリィが天てん井じようを見上げる。他の研究室などと比べればホールのように広い機密保管庫だが、飛ひ翔しようする意味はない。

　俺は彼女の言葉を訂正する。

「いや、跳ぶんだ。いいかリリィ。抵抗せず俺に身を委ゆだねてくれ」

　途端にリリィが赤面した。

　そっと瞳を伏せた彼女の身体を腕でさらにぎゅっと抱き寄せる。

「よし、いい子だ。そのままだぞ」

　体勢を維持したまま二本のロッドを交差させ、魔法公式ロジツクを展開した。俺以外のまだ誰も、この世界ではなしえていない限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──第九界層が魔法の一つ。

　俺は小さく呟いた。

「空間跳躍……」

　ブンッと視界がぶれたかと思うと、俺とリリィの姿は忽こつ然ぜんと機密保管庫から消失する。

　俺が故郷で古いにしえの魔導書から読み解いた、位置情報の相転移魔法。いわゆる瞬間移動の魔法だった。




　空からの檻おりと布をかぶせられた檻が、壁一面に積まれるように並んだ研究室の片かた隅すみに、俺とリリィはフッと姿を現した。

　目の前に一いつ糸しまとわぬ姿で寝台に拘こう束そくされたローザと、それを囲む二つの背中がある。

　バスティアンとアオイだ。

「先生！　やったよ！　抗こう体たいだ！　抽ちゆう出しゆつ成功だよ！　これをベースに副作用をなくしていけば、ボクらの敵だったものは資源になるんだね！　まさに人類の夜明けだ！」

　幼い子供のようにアオイは無邪気に喜ぶ。バスティアンは目を細めた。が、視線の先にアオイはいない。成果を見守る優しげな眼差しではなく、降って湧いた俺たちへと向けられた、不ふ愉ゆ快かいさと警けい戒かいの混ざった目だ。

「……驚きましたねカイさん。それにリリィさんまで……まさか突然、なにもないところから現れるなんて常識外れにもほどがあります。姿を消す魔法でしょうか」

　バスティアンはゆっくり息を吐く。最初に会った時と変わらない風ふう貌ぼうだが、その口元が醜みにくく歪ゆがんで見えた。

　アオイの顔から笑顔が吹き飛び緊張が走る。その目は俺に敵意剝むき出だしだ。

「な、なんでオマエがここにッ!?」

　今はアオイに説明している場合ではない。彼も利用されているにすぎないのだ。

　ロッドを手にしたまま俺はバスティアンを見み据すえ、訊く。

「ローザになにをした？」

「治療を施すと約束しましたから、それを実行したんです」

　リリィがムッとした顔つきになる。

「な、なぜ首都警備隊がいるんですの？　他の研究員のみなさんもいませんし……この警戒振りは怪しいですわ！」

　リリィの指摘に小型注射器を手にしたアオイがニンマリ笑う。俺がスルーしたことも目の前の成果の前では些さ細さいなことだったらしい。彼が手にしている注射器のシリンダーには、黒い液体が満たされていた。

「そんなの決まってるじゃん。この実験体から抗体と魔ま晶しよう石せきを抽出したんだよ？　特に魔晶石は扱い方を間違えると危ないからね。下手をすればフッとぶのはボクらさ。だから研究棟の半径五百メートルに退たい避ひ命令が出てるんだ……。とはいえ、あくまで念のためってやつだよ。サリバン家の次期当主であるボクが、抽出に失敗なんてするわけないんだけど、バスティアン先生がどうしてもっていうからね」

　魔晶石は恐らく、昨日ローザが異形種の群むれから奪うばったものだ。もう一つの抗体というのも、おおよそ推すい測そくできる。

　人間でありながら、今のローザは異形種の魔法力を使うことが可能だ。彼女は異形種と人間を繋つなぎ、拒絶反応を抑え込む因いん子しの保有者と言える。その力の一部を抜き出したものが抗体というわけだ。俺たちが到着するまでに抽出するとは、アオイも名家の名に恥はじない使い手だ。

　不幸中の幸いというべきか、ローザのその身体は表面上は無傷に見える。サリバン家の魔法医術のレベルは高いらしく、つい安あん堵どの息が漏もれた。だが、呼吸をしているのか不安になるくらい、施術台に拘束された彼女は動かない。

　リリィは厳きびしい表情のまま、アオイからバスティアンに視線を移した。

　俺とアストレアが昏こん睡すい状態の時に暗殺者を雇やとい、襲わせたのはこの男だという。

　バスティアンが俺の手元をじっと見つめる。

「ところで……そちらのロッドはどうしたんですか？　それによく似たものを見たことがあるのですが……模造品にしては出来がいいですね」

「ちょっとある場所から借りてきたんだ」

「本物だとでも？　だとしたらいけません。すぐに戻すべきです。ここは見なかったことにしますから。たとえ使う意志がなくとも手にしているだけで、国家を敵に回すも同じです。いえ、あの結界を破ることは不可能ですし、本物なわけがないのですが」

　バスティアンの声がいつもよりも強く、頭に響くように聞こえた。

　俺は白夜に魔法力を込めて振るい、自じ浄じようの魔法で響きを打ち消す。と、バスティアンの眉がピクンと反応した。

　どうやら言葉になにか仕掛けがあるのは、間違いなさそうだ。

　俺は黒獣をバスティアンに突きつけた。

「今すぐローザを解放しろ」

　黙り込むバスティアンを庇うように、アオイが割って入った。

「バカ言うな！　出ていけよ旧式！　この実験体はこれからも人類に奉ほう仕しするんだ。こいつから抽出した抗体があれば、異形種を人類を発展させる資源にできるんだから！」

　バスティアンが付け加える。

「アオイの研究は完成しようとしています。が、まだローザさんの協力は必要なのです。それに今のローザさんは体内から抗体はもとより、魔晶石まで抽出したこともあって、消しよう耗もうしています。この魔晶石……抽出したばかりなので、まだ柔らかいんですよ。不思議なものですね」

　白衣の男の手には握りこぶし大の魔晶石が収まっていた。魔晶石は高密度結晶化した魔法力の塊かたまりだが、普段は形状も性質的にも安定している。

　バスティアンが軽く握ると手の中の魔晶石に指がしっとり食い込んだ。

「あまり無茶な真似はしないでください。完全凝固まで三時間はかかりますから」

　あくまで俺の見立てだが、バスティアンの手の中の魔晶石は、物質と魔法力の狭はざ間まの状態なのだろう。

　下手にバスティアンめがけて魔法を撃てば、不安定な状態の魔晶石に着火して、建物ごと周囲数百メートル……いや、場合によっては数キロ単位が吹き飛ぶ可能性すらある。こればかりは魔晶石にどれだけ魔法力が蓄たくわえられているかにもよるな。

　思案する俺めがけてアオイが叫んだ。

「っていうかなんなんだよ！　ボクとバスティアン先生の研究の邪魔をして、そんなに楽しいわけ!?　魔晶石も抗体も、人類を救う大切なものなんだよ！」

　アオイが手にする注射器のシリンダー──真っ黒な薬液の得体の知れない魔法力が、小さなガラス筒の中を渦うず巻まく。

　魔法医学は専門外だが、人体に取り入れていいものとは思えない。

　俺はアオイに告げる。

「そんなものに頼らなくても、人類は異形種に負けやしないさ」

「噓だね！　今はいいよ。勇者アストレアがいるんだ。けど、彼女だって人間だ。不老不死の化け物なんかじゃない！　ずっと最強でいられるわけないんだ。だからボクが終わらせる。彼女一人に命運を背負わせる世界を。そうだよねバスティアン先生！」

　瞳をキラキラと輝かせるアオイに、バスティアンは「そうですね」と淡たん々たんと返す。

　それだけでアオイは嬉しそうに笑った。

　どうやらアオイは時間をかけて、バスティアンに思考を誘導されてきたようだ。具体的な方法まではわからないが、家庭教士という立場なら、アオイを意のままに操あやつるくらい造作もないのだろう。

　俺が苦楽を共にしたアストレアを信じたように、アオイにはバスティアンの言葉こそが信じられるものなのだ。よって俺やリリィの言葉は届かないだろう。

「ともかく、その抗体をこちらに渡してくれ。不ふ得え手てな分野だが、解析して危険性を確認するくらいはできる。もちろん結果に手を加えるような真似はしない。元王立研主任研究員の名誉にかけて」

「信じられるか！　ねつ造してボクの成果を貶おとしめるつもりだろ!?」

　怯おびえるネズミのように身を震ふるえさせて、アオイはキーキーと鳴き続けた。

　不本意だが仕方ない。こういった時のために黒獣と白夜を用意してきたのだ。

　魔法力を高め、アオイとバスティアンを安あん息そくの魔法で眠らせようと、魔法公式ロジツクを展開した瞬間──

「カイさん……この不安定な状態の魔晶石には、たとえ安息のような安全な魔法であっても、事故の原因になってしまうかもしれないですよ？」

　発動を……踏ふみとどまる。

　俺の組み上げた魔法公式ロジツクを瞬時に看破しつつ、バスティアンは続けた。

「ここはひとつどうでしょうアオイ……抗体をカイさんに渡してみては。貴方がそこまで自信があるというのなら、検査結果に不ふ備びなど出ようはずもないのですし」

　アオイは首を大きく左右に振る。

「だ、だ、駄目だよ！　絶対駄目！　不備なんて出るわけないけど駄目なんだ！」

　この慌てようはただ事ではない。どうやら抗体の問題点についてアオイ自身が、他の誰よりも理解しているみたいだな。先ほどからの焦あせりや虚きよ勢せいは、抗体に問題があって未完成なことの裏返しか。

　俺はアオイに告げる。

「本当は危険なんだよな？　その抗体は現在の魔法医学医術で扱あつかえる代物じゃない。御ぎよしきれない力を無理に使えば、どんな災さい厄やくを招まねくかもしれない。わかっているならそいつを渡してくれアオイ」

「お、お前にだけは絶対に渡さない！　これはボクとバスティアン先生の夢の結晶だ！」

　バスティアンは小さく頷いた。

「では、私に預あずけてくれませんか？　それなら問題はないでしょう？」

「う、うう……はい、先生」

　涙目になりながら、アオイが抗体の注射器をバスティアンに手渡した。

　リリィが叫ぶ。

「カイ先生！　いけませんわ！」

　注射器を受け取ると、バスティアンは迷わずその針はりを──自分めがけて打ち込んだ。

　自身の、その青白い首筋に。

「ふふふ……はははは……あーっはっはっは！　バカですねカイさん。構わず私に魔法を使っていればよかったものを……とはいえ、そうさせないよう暗示をかけていたんですけどね」

　ピストンを押し込んで黒い液体を自分に注入すると、空からになった注射器を投げ捨ててバスティアンは笑い続ける。

　アオイが驚いたようにバスティアンに迫る。

「な、なんで……先生駄目だよ！　まだ抗体は未完成なんだ！　そんなものを打ち込んだら……人間じゃなくなる！」

「そうです。その通りですアオイ。ついに私は人間を超えた存在になるんですよ。祝福です。福ふく音いんです。ああ、なんてすがすがしい気持ちでしょう。最年少主任研究員として、王立研に迎え入れられて以来の高こう揚よう感かんですね」

　バスティアンはゆっくりと、細めていた目を開く。

　その瞳は金こん色じきに燃えていた。

　さらに、手にした魔晶石をバスティアンは自身の心臓にあてがい、押しつけた。

　それは肉も骨もないかのように、ずぶずぶとバスティアンの身体に埋うまってゆく。魔晶石がバスティアンの肉体に融ゆう合ごうすると、焼けるように服が燃え落ち、研究者らしからぬ、鍛きたえ抜ぬかれた胸板が露あらわになった。

　心臓と一体となった強大な魔法力の供給源の脈みやく動どうに、バスティアンは吠ほえた。

「素晴らしいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　心臓に重なるように、半分ほどまで埋まった魔晶石が男の胸に露出した状態だ。弱点をさらけ出しているとも言えるが、問題はあれが〝どのようなきっかけで爆発する〟かもしれない、危険な代物ということだ。

　胸の魔晶石から異形種の魔法力がバスティアンの四し肢しを巡り、男の全身にどす黒い筋のようなものが浮き立った。

「この魔法力……圧倒的すぎます。ああ……これで私も英雄と同等……いや、それ以上になったのです。ここまで長い道のりでした」

　本性を現したな。訊いてもいないことを饒じよう舌ぜつに語りながら、バスティアンは両腕を翼のように広げた。

　歓かん喜きの表情を浮かべて、一層目を細める。

「力こそ唯ゆい一いつにして絶対的シンプルな問題解決の手段ですから。そうは思いませんか？」

　バスティアンの声が頭の中に響いて俺を頷かせようとする。先ほどまでよりも露ろ骨こつな〝なにか〟を感じた。頭を振り払い拒きよ絶ぜつの意志を込めて返す。

「俺に同意を求めるな」

「ああ、本当に言葉の力とは微び々びたるものです。しかもバレてしまうと途と端たんに効き目が悪くなる。こうしていちいち言葉に魔法力を込めて、一人ずつ説得する方法というのは骨が折れましたからね。古代魔法というのはやはり不ふ便べんですよ」

　バスティアンの言葉に、俺は耳を疑った。

「お前、古代魔法を知っているのか？」

「ええ。私の家に祖父が残した本がありまして……蔵書印から、どこかの図書館のもののようですが、祖父の手記を手がかりに読み解いたその内容は、実に興味深いものでした。言葉に魔法力と暗示を込めて、相手の感情を操作するというんですよ。多少能力が足りなくとも、主任研究員に取り立ててもらうのなんて造ぞう作さもないことでした」

　そうして見つけた力を、バスティアンは自分のためだけに使って今に至いたるというわけか。

「この魔法のおかげで、様々な人に色々と無理なお願いをきいてもらうことができました。マジックロッドを手にしていない魔導士には、誰も彼も警戒を解くものですから……みんな私の話に耳を傾けてくれましたよ。議会議員も軍の人間も……だから十年前は安全な後方勤務に就くことができたんですけどね。私よりも優秀な人間が次々と死んでいくのは、とても痛快でした。しかし……貴方のような優秀すぎる人間が、戦い抜いて生き残ってしまったのは誤算でしたが……」

　ゲスめ。つい感情的になりそうになった自分を、諫いさめるように心の中で深呼吸する。

　魔晶石を取り込んだことで、もはや隠し立てすることもないと、バスティアンの緩ゆるみきった口は流りゆう暢ちように回り続けた。

　ネタばらしを終えて満足そうに笑いながら、バスティアンは足下で崩れたままのアオイに視線を落とす。

「アオイ……今までよくがんばってくれました。もう、貴方には私の助けは必要ないです。卒業です。お疲れ様でした」

　床に座り込み顔だけ上げたアオイの表情が、崩れるように歪む。

「……必要……ないって……先生はボクを……見捨てるの!?」

「用済みなんですよ。私は人を超えた力を得たのですから、サリバン家の権力なんて不要です。そのうち議会議員を皆殺しにして、私が人類の新たな導き手になりますから」

　バスティアンを中心に不ふ穏おんな気配が生まれた。

「ではさっそくですが、この場の全員に死んでもらいます……。これ以上抗体を作られて、私以外に〝力〟を持つ者が現れては混乱の元になりますし」

　金色の瞳が拘束されたままのローザを見据えた。

　同時に俺が手にした白夜が輝きを放つ。思考はそのまま魔法公式ロジツクとなって発現した。

「遅い……」

　輝き盾だてがローザを包み込む。遅れてバスティアンの生み出した魔槍が彼女の心臓を狙う。

　思った以上に俺の腕は鈍にぶっていない。殺意を固めて研とぎ澄すませたような一撃を、漏らすことなく輝盾は完璧に防ぎきる。

　この数ヶ月のうちに、魔法力の総量こそ減ってはいるが、二人の教え子に接し、ふれ合い教えることが、自分自身の知識や技術の最適化を促うながしたようだ。

　改めて俺はバスティアンを睨みつけた。金色に染まった瞳が動どう揺ように揺らぐ。半歩下がってバスティアンは呟いた。

「魔法公式ロジツクを必要としない私の攻撃よりも先に、輝盾が張れるだなんてあり得ません。そのロッドは本物なのですか？　王立研の誰にも扱えませんでしたが……」

「扱えるもなにも、俺が作ったんだから使えて当然だろ」

　バスティアンの表情が苦虫をかみつぶしたように歪む。それからククッと笑い肩を小さく震えさせた。

「そうでしたか。まさかとは思っていましたが……王立研の幽霊主任研究員はカイさんだったんですね。恐れ入りました」

　俺は改めて黒獣を構える。

「今のがお前の最速なら、次は魔槍が放たれる前に……射い貫ぬく」

「できますか？　私は異形種抗体を持ったとはいえ人間ですよ？　むしろ化け物と言えるのは、異形種に寄生されている彼女の方じゃないですかね？」

　バスティアンがローザに視線を落とした瞬間──俺の手にした黒獣が雷らい槍そうを放つ。凝ぎよう縮しゆくされた雷撃が男の右肩を貫通した。

「グハッ！　な、なにをするんです！」

　右肩を左手で押さえるようにして、バスティアンがよろけ気味に一歩下がる。

「俺たちを殺すと断言した相手に、これだけ手加減してやったんだ。この程度で済んでむしろ感謝してもらいたいものだな」

　殺人者の汚名も甘んじて受けよう。それでローザを救えるなら、世界が敵になろうが構わない。ただし、こいつを殺すのはローザとリリィが安全な場所まで避難してからだ。

　俺は身も心も異形化しつつある男から、一瞬たりとも視線を外さない。そのままリリィに告げる。

「ここは俺が足止めする。リリィはローザの拘束を解いて、安全圏まで脱出してくれ」

「わ、わかりましたわ」

　悔くやしげに下唇を嚙みながらリリィは頷いた。

　こんな時、もしローザなら一緒に戦うとでも言うのだろうが、彼女は違う。悔しい気持ちをこらえて俺の指示に従った。

　下手に手出しをすれば、俺の邪魔になると冷静に判断してのことだ。成績表をつける時に、リリィの状況判断の項目に加点しておかないとな。

　リリィが床に座り込んだままのアオイに告げる。

「あなたの先生はとんだ食わせ者でしたわね。利用されていただけだと理解したなら、わたくしを手伝っていただけるかしら？」

「…………」

　リリィの呼びかけにアオイは動かない。うつむいたまま両肩を細かく震えさせていた。

　それならそれでいいと、リリィはマジックワンドを手にする。ローザを拘束するベルトの金具を、小型の光こう弾だんで吹き飛ばした。必要最低限の威力でローザを傷つけないよう、繊せん細さいに制御された優しささえ感じさせる攻撃魔法だ。

　バスティアンが舌打ち混じりに言う。

「本当にイライラします。そうだアオイ。貴方だけは助けてあげます。だから今すぐその二人を殺しなさい。そうすれば私の忠実な犬として飼ってあげてもいいですよ？」

　すでに種明かしをしたにもかかわらず、バスティアンはアオイに古代魔法で語りかけた。アオイにならまだ効くとでも踏んだのだろう。

　拘束からは解かれたものの、未いまだぐったりとしたままのローザに肩を貸して、リリィは引きずるように研究室のドアのそばまで連れていった。無防備な背中にアオイが立ち上がり、マジックロッドを構える。

「連れて行かないで！　ボクの……ボクは……ああッ！　実験体ローザがいなくなったら実験が……ううん、先生に見捨てられるのは嫌なんだ……だから……やめて……」

　古代魔法の影響も手伝ってか、アオイはますます混乱している。念のため俺は輝盾をリリィの背面に展開した。

「バカですね！　死んでも治らないのでしょうけど！」

　同時にバスティアンが魔槍を俺めがけて乱射する。

「やめてよ先生！」

　アオイのマジックロッドが光を帯びた。少年の魔法公式ロジツクはリリィではなく、俺に向けられる。

　アオイの生み出した輝盾が俺を魔槍の雨から守る。バスティアンが忌いま々いましげに呟いた。

「なん……ですか？　私に逆らうだなんて……あり得ないです」

　アオイはバスティアンの魔槍を防ぎきってから、ゆっくりと顔を上げる。気まずそうな表情を浮かべる少年に俺は告げた。

「てっきり背後からリリィたちを攻撃するかと思ったんだが……」

「わかんないよ。もしかしたらそのつもりだったのかも……だけど構築してたのは攻撃系の魔法じゃなくて、輝盾だったんだ」

　最後の最後でアオイの中の良心や善性が、バスティアンの呪じゆ縛ばくを打ち破ったのかもしれない。

　勇者アストレアに憧あこがれ、彼女の孤独と苦しみを癒いやすために研究を続けた。その気持ちは紛れもなくアオイ自身のものだったのだろう。俺は口元を緩ませる。

「まあ、お前に守ってもらわなくても、黒獣があればあの程度の攻撃は軽く無効化できたけどな」

　アオイがぽっかり口を開けて愕がく然ぜんとするが、俺は続けた。

「けど……ありがとうな」

「うっ……うるさい……旧式の……くせに……ううっ……うわあああああああん！」

　張り詰めていたものが振り切れて、アオイがボロボロと涙をこぼす。

「泣いているヒマがあったらリリィに手を貸してやってくれ」

　リリィも声を上げた。

「そうですわよ！　ほらシャキッとなさい。男の子でしょう!?　ええと、このままでは困りますから、そこの布を持ってきてくださる？」

　よろよろと倒れそうな足取りで、アオイは檻に掛けておくための布の束から一枚を手にして、リリィの元に向かう。リリィはローザを一旦降ろすと布をマントのように着せてから、再びローザに肩を貸して立ち上がった。挟むように反対側からアオイがローザを支えて歩き出す。

　三人は肩を並べて研究室から通路に出た。そのままどうにか脱出してくれ。

　あいにく俺はバスティアンの警戒に手一杯だ。どうやら急所を外してこいつを倒すことは不可能らしい。心臓と一体化した魔晶石からの魔法力供給によって、バスティアンは治癒力を爆発的に高めていた。

　先ほど撃ち抜いた肩が、もう元通りだ。

「痛みに驚いてしまいましたけど、案外たいしたことありませんね。どうやらこの肉体は意識せずとも回復するようです。私を殺すつもりなら、この心臓に一撃を加えなければいけませんよ？　それとも頭を吹き飛ばしますか？　今は私の制御下にありますが、それを失えばコレがどうなるでしょうね」

　はだけた胸元を親指で指し示しながらバスティアンは嗤わらう。

「魔晶石が爆発すれば、お前もただじゃ済まないだろ」

「この力を失うくらいなら死んだ方がマシです」

　覚悟の上の捨て身ほどやっかいなものはない。

　一瞬の沈ちん黙もくが研究室を支配した。布を被せられた檻の中で、かすかにだがガサゴソと気配がするくらいだ。捕獲された異形種はまだ、数体残っているらしい。

　潰しておこうかと思ったその時、バスティアンが口を開いた。

「こんな機会は二度とないでしょうから、本心を語りましょう。私は貴方が憎にくい。それほどの力を持ちながら、なぜ学園教士などしているんですか？　力ある者の責任を放ほう棄きして……恵まれた才能を無駄にして……」

「強い力ほど疎うとまれる。平和な時代なら……そんなものは世界中の誰からも忘れられちまった方がいい」

「それは異形種を倒したあとの話でしょう？　まあ……もういいんですけどね。私がいれば。私さえいれば。私だけがいれば世界は救われるのですから！」

　宣誓じみた声と共に、バスティアンの手元から魔槍の束が散弾のように放射された。輝盾で弾はじくが……同時に壁際で気配が蠢うごめく。檻の中に捕獲されていた数体の異形種が、その檻を食い破って開いたドアから通路に滑り込んだ。

　まさか、避難したリリィたちを追っているのか!?

　一瞬、俺は意識をバスティアンから外してしまった。

「甘いですカイさん。いや、カイ先生。教え子など使い捨てればいいのに」

　バスティアンが腕を弓のように引き絞りながら突っ込んでくる。

　ガゴンッ！

　鉄拳の衝撃に、俺は為なす術すべなく空になった檻の山めがけて弾き跳ばされた。

　瞬時に白の第二界層──鉄てつ壁ぺきで軽減したが、コンマ数秒遅れていれば致命傷だ。その拳に身体を貫かれていたかもしれない。

「チッ……反応速度が化け物じみていますね。流石さすが、大戦の生き残りです」

　すぐにバスティアンの魔槍が檻の残ざん骸がいに埋まったままの俺に降り注いだ。

「そろそろ死んでください。アオイもセットにして教え子二人もあの世に送ってあげますから」

　俺は黒獣と白夜をフル稼働させる。

　研究室を脱したリリィたちが廊下を出口方面に進んだと仮定して、経った時間と三人の移動速度から現在地を大まかに割り出し──跳ぶ。

　ブンッ！　と、視界がぶれて、俺の身体は魔槍に焼き貫かれる寸前の所で、薄暗い通路に転移した。

　ちょうどアオイがソルジャーアント型と対峙しているところだった。一匹目を光弾で倒したが、二匹目の追撃にアオイは組み付かれ、その首筋に刃やいばのようなアリの顎あごが迫る。

「危なっかしいな。人のことは言えないが」

　虚こ空くうに突然姿を現した俺は、黒獣に魔法力を込めてソルジャーアント型の頭部を殴り抜けた。頭部を失ってカタカタと手足をばたつかせながら、異形種の身体が崩れ去る。

「ハァ……ハァ……」

　アオイは呼吸を荒らげる。遅れてリリィの光弾が通路の奥から追撃よろしく、後続の異形種に着弾した。俺はアオイの手を取り引っ張る。

「行くぞアオイ！」

「ば、バスティアン先生は？」

「奴は、まだ健在だ」

　そのまま通路の角で待つリリィと、その脇でぐったり壁にもたれかかるローザと合流した。

「全員、俺に身を委ゆだねてくれ。くれぐれも抵抗しないようにな」

　俺は座標を計算しながら、本日三度目の跳躍を行った。




　俺たちが転移した先は第一研究棟の外。

　だが、高さ二十メートルほどの空中である。フッという浮遊感と同時に、みんな仲よくまとめて地上へと落下した。

「きゃあああああああああああああああ！」

　リリィが悲鳴を上げながら、自身に鉄壁を掛けた。それを確認しつつ、俺はアオイと意識を失ったままのローザに飛ひ翔しようを掛けつつ、緩おだやかに着地する。

　ただ一人、墜落したリリィが治ち癒ゆの魔法公式ロジツクを構築しながら俺を睨みつけた。

「あんまりですわ！　毎回毎回、高いところから落とすだなんて！」

「物理的にも課題の難易度的にも、高い位置から放り落として、それでも登ってきたやつを育てるっていうのが俺の教育方針なんだ」

「噓おっしゃらないでくださいまし。落下する状況に陥おちいりやすいだけでしょう？」

　俺の本心を看破すると、リリィは自分自身ではなく、アオイに治癒を掛ける。

「見直しましたわ。けど、カイ先生が飛び込んで来なかったら死んでましたわね？」

「う、うう……」

　ソルジャーアント型と組み合って負ったアオイの擦すり傷きずや切り傷が癒えていった。

　リリィもローザを運ぶのに手一杯で、援えん護ごのタイミングが遅くなったことを気に掛けているようだ。

　ともあれ、アオイが時間を稼かせいだという事実に変わりない。

「よくやったなアオイ。命がけで女の子を守ったのは偉いぞ。まあ、こうして生きているのはただの幸運の産物なので、今後は気をつけるように……」

　アオイは突然、身体をくの字に折って俺に頭を下げた。

「ご、ごごめんな……さい。ずっと……あんな態度で……本当に……ごめんなさい」

「あ、ああ。というか驚いたな。急に態度がガラッと変わって」

「ど、どどどどうお詫わびしたらいい……ですか!?」

「その気持ちがあれば充分だ」

「ボクのせいで大変なことになって……責任を取らなきゃ！」

　追撃があるだろうと今も警戒しているのだが、第一研究棟はやけに静かだった。

「お前のせいじゃない。バスティアンは俺が引き受ける」

　暗示が解けつつあるのだろうか。アオイは顔を上げたかと思うと、へなへなと腰砕けになった。

「ふぅ……はぁ……うう……もう……だめ……」

　肉親にも近いか、それ以上に信頼していた人間に裏切られて、人生の絶頂からどん底に叩き落とされた。そのうえ今し方死にかけたのだから、アオイの精神はすでに限界かもしれない。

　その時、息も絶たえ絶だえな少年を上から見下ろして、黒髪の少女が告げた。

「本当に、さっきはよくもやってくれたわね」

　ローザが目を覚ましていた。思わず歓喜の声が漏れそうになったのを、無理矢理呑み込む。

　羽は織おった白い布ですっぽりと身を包み、ローザはじっとアオイを睨みつけた。

　リリィが「今はできれば穏おん便びんになさって……」と、珍しく仲裁に入ろうとしたのだが、ローザはすべてわかっていると言わんばかりに頷くと口を開く。

「まあ、大体のことは理解したわ。それにしても知識の並列化っていうのかしら。便利すぎて異形種って本当に人類の脅きよう威いね」

　目を覚ましたローザの瞳が金色に燃えている。

　並列化──恐らくだが、彼女は追撃のため檻から放たれた異形種と情報を共有したのかもしれない。

「というわけで、アオイ……あんたへのお礼はあとでたっぷりするから楽しみにしててね。とりあえずサリバン家に請求書を出すから、超素敵なマジックロッドと学園の制服と、それからパンケーキに特大クリームくらいは覚悟してもらうわよ」

　冗談めかしてローザは笑う。その笑顔はいつもの彼女だ。

　いや、以前よりも柔にゆう和わですらあった。

　アオイは首だけ何度もコクコクと頷いてみせる。

　エヘンと胸を張って満足げに、ローザは俺とリリィに向き直った。

「ただいま、カイ、リリィ」

「おかえりなさいローザ。まったく、お寝坊さんですのね？」

「すまなかったローザ。俺がうかつなばかりに……」

　ローザはそっと首を左右に振る。

「王立研で治療するって決めたのは、あたしの意志だから。カイは悪くないわ。まあ、それもこんなことになっちゃったから、治療できるかもわからないけど……ともかくアレを倒さなきゃいけないわよね？」

　ローザは第一研究棟を指差す。不気味な沈黙は続行中だ。アオイが立ち上がってマジックロッドを構えた。

「ぼ、ボクも戦いたい！」

　膝がガクガク笑いっぱなしで、とてもじゃないが戦える状態にはないな。

「なあアオイ。ここは俺たちでなんとかする。お前はこの状況を軍の首都防衛部隊に伝えて、安全な場所に避難してくれ」

「で、でも！　バスティアン先生を……ううん、バスティアンを倒さなきゃ！　利用されてたボクには責任があるよ」

「その気持ちがあるなら、無事戦いが終わったあとでローザの治療法を探してほしい。今度こそ本当に。魔法医学のスペシャリストの力が必要なんだ」

　アオイは肩を落とした。

「けど……あそこまで融ゆう合ごうしているものを取とり除のぞくなんて……今のボクには……」

　若いとはいえ名門名家の出身で、魔法医学の専門家をしてもローザの治療は難しいのかもしれない。

「だったら学園で学び直してみたらどうだ？　基き礎そからやり直してみると、案あん外がいこれまでの自分じゃ気づかなかった発見があったりもするからな。未来のお前にならできるかもしれない。そうだろ？」

「いいのかな……ボクなんかが？」

「ああ。異形種の力と人体に関する研究をしてきた、お前にしかできないことだ」

　俺の言葉にアオイは目に涙をため込んだ。

　虚きよ勢せいも臆おく病びようだから張っていた。心の弱さをバスティアンにつけ込まれた反動は、思いのほか大きそうだ。

　ローザとリリィも「それがよろしいですわね」「いいんじゃない？　っていうか、今度あたしに逆らったらぶっ飛ばすから。絶対服従よ」と賛同した。

　そして──

「わっふー！　みんな揃そろってこんなとこでなにしてるの？」

　あまりにも唐とう突とつに、アストレアが高い建物の合間を縫ぬうようにジャンプしながら、俺たちの前に綺き麗れいに着地を決めた。どうやら警備兵との追いかけっこは、アストレアの完勝に終わったらしい。

　すぐにローザの変化に気づいてアストレアは顔をまじまじとのぞき込む。

「へぇぇ……イメチェンしたの？」

「ち、違うから！　これはその……あのね……」

　人類で最も異形種を倒してきた勇者のプレッシャーに、ローザもたじたじだ。

「目が金色だねぇー。すごいなぁ。チョー綺麗だけど……あ！　でもでも前のアメジストみたいな色も素敵だったよ」

　ローザは「へ？」と、気の抜けたような声を出す。まさか自分を倒しに来たとでも思っていたんだろうか。アストレアに限ってそういうことはあり得ない。

　俺はアストレアの元に歩み寄る。

「アストレア。お前が調べたとおり主犯はバスティアンだった。あいつは今、異形種の力と魔晶石を体内に取り込んで、第一研究棟にいる。正直なところ、なにをしでかすかわからない危険な状態だ」

「そっかぁー。じゃあ建物ごと吹き飛ばしちゃう？」

　細身の長剣の柄つかに手を掛けるアストレアを俺は慌てて止める。

「待て待て待て待て！　お前の力を都市内でぶっ放すのはまずい。大惨事になるから」

「あー。じゃあどうしよっか？」

「バスティアンは俺が……いや、俺たちが責任を持って〝封印〟する」

　そう……魔導士にしかできない方法で。

　ぶっつけ本番になるが、奴の心臓に根付いた魔晶石──もはや結晶核とも言えるそれを、結けつ界かいと凝ぎよう結けつの連れん携けい魔法で異形種の巣よろしく封じ込める。もしくは消し去ることさえも今の俺たちには可能なのだ。

　俺一人では困難なミッションだが、今、この場には〝二人〟が揃っている。

　腰のベルトに手を回す。先ほど機密保管庫の解呪の際に、なんとかその形を留めさせた黒の試作高速型マジックロッドを俺はローザに手渡した。

「今回は特別だぞ」

「えっ!?　これ、くれるの？」

　俺は黙って頷いた。が、ローザの視線は俺の手中の黒獣に向いている。

「そっちがいいなぁ」

「めざとい奴だな。悪いが黒獣はじゃじゃ馬だ。今のローザじゃ持て余すから、こいつで我慢してくれ」

「しょうがないわね。カイが言う通り我慢してあげるから、ありがたく思いなさいよ」

　わざとらしく上からな物言いをして、ローザはマジックロッドを受け取った。

「あっ……すっごく軽い……いいかも」

　小さく振るって魔法公式ロジツクを走らせる。速いな。俺と黒獣ほどじゃないが、異形種の魔法力を術式構築に利用しているのだろうか。

　もし、魔晶石をローザが内包したままだったら……恐らく試作高速型の入力許容量を軽々と超えて、マジックロッドが砕くだけ散ちっていたところだ。

　俺は改めてアストレアに告げる。

「悪いがアオイも一緒に連れていってやってくれ。軍にはもしもの時のために、民間人の避ひ難なんを通達して部隊の展開も頼む」

「オッケー。けど、カイとローザちゃんとリリィちゃんが失敗したら、その時はどうしよっか？　しょーじき、首都防衛の部隊ってそんなに頼りになんないし」

　前線基地の叩き上げと比べて、後方勤務は実戦経験が皆かい無むに等しい。

「そうだな。お前の判断でまずいと感じたその時は……頼む」

　お気楽な口振りと表情を引き締めて、アストレアは「うん」とだけ返す。

　俺たちもろともという意味がわからない彼女ではない。

　それから「じゃあ、とりあえず軍司令部まで行こっか？」と、アオイの手を取り、引きずるように引っ張ると、アストレアは舗装路を蹴けった。

　ガゴン！　と、踏みきりと同時に地面を陥かん没ぼつさせて、アストレアの身体が宙を舞う。

「──ッ!?」

　声にならない悲鳴を上げて、アオイはアストレアの腰に必死に抱きつながら、中央区方面へと消えていった。

　リリィが遠くなる影を視線で追いつつ、ぽつりと呟く。

「自分を優秀と思っていましたけれど……上を見ればきりがありませんわね」

　それからローザに向き直り、リリィは告げた。

「すぐに追いつきますから。それと、この戦いが終わったら楽しみにしていらしてね」

　たちまちローザの顔が青くなる。

「あっ……やっぱり、怒ってる？」

「当然ですわ！　罰としてわたくしをねぎらい、褒ほめ称たたえながら全身をマッサージしてもらいますわよ」

「拒否権はなさそうね」

　まるで戦闘訓練の合間に交わされる他愛ない雑談だ。諦あきらめ気味なローザの返答にリリィが「ぷぷっ」と吹き出した。つられてローザも「あはっ……あはは！」と声を上げる。

「うふふふふふ！」

「あははははは！」

　示し合わせたように同時に笑い合う二人の背後で、研究棟の外壁が崩れた。

　そこから現れたのは数十体……いや、無数の異形種だ。ソルジャーアント型を主軸に、マンティスやスカラベだけでなく、見たこともないムカデのような大型のタイプまで入り交じっていた。

　リリィがマジックワンドを構える。

「おかしいですわ！　あんな数、研究室にいませんでしたわよ！」

　ローザが試作高速型ロッドを手に頷く。

「ええ。だから作ったのよ。あいつ……一度は融合した魔晶石を分離して、第一研究棟の竜脈を利用して巣にしたみたいね。根付く前になんとかしないと……」

　金色の瞳を燃やしてローザが敵情を並列化する。

　まさか首都に異形種の巣が生まれようとは。次元解析法リグ・ヴエーダシステム稼働以来、考えられない事態だな。

　次元解析法リグ・ヴエーダシステムは、あくまで最前線の防壁を中心とした範囲でしか作用しない。

　首都はまさにその監視網にとって盲点だった。













　群むらがる異形種の集団に、ローザが瞳ひとみを光らせた。

「あんたたち、まさかあたしに逆らおうっていうわけ？」

　人間のそれではない、異形種の魔法力を漲みなぎらせてローザは彼らに語りかける。リリィが目を丸くした。

「ま、まさかまた、あの力を使いますの!?」

　なだらかな胸を張ってローザは得意げに頷うなずいた。彼女は女王の如ごとく振ふる舞まい、異形種を食らうことができる。

　が、その威い光こうは新たに生まれた異形種に届かなかった。

「あ、あれぇ？　どうなってるのよ！　あっ！　〝声〟も聞こえなくなってるし！」

　あたふたするローザめがけて、マンティス型が飛びかかった。俺は黒こく獣じゆうで風ふう刃じんを放ってマンティス型をバラバラに切り刻みながら、ローザを庇かばうように前に立つ。

「どうやら向こうも情報漏ろう洩えいに気づいたみたいだな。この異形種たちがバスティアンによって生み出されたのなら、奴の命令しか受け付けないようになっているんだろう」

　ローザは口を尖とがらせて「しょうがないわね。まったくもう」と、マジックロッドを構え直した。

　リリィはすでに、光こう弾だんで遠距離からソルジャーアント型を中心に狙そ撃げきして数を減らしている。

「それで作戦はどうしますのカイ先生？」

「中の状況次第だが、二人には根付く前の巣を自力で排はい除じよしてもらう」

　ローザがキラッと金色の瞳を輝かせた。

「排除って、あたしとリリィがマグレで成功させたっていう、アレよね？　対消滅理論ラグナロク！」

　前回は俺が実演して動きをトレースしてもらったのだが、その時の記憶が二人とも曖あい昧まいなままだ。後日、座学で復習したものの、実際に魔法を起動しての実習はできなかった。

　万が一にも暴走した時に、魔法力切れの俺では二人を止められない。

　だが、今は違う。アストレアのおかげで魔法力も戦える程度には戻り、なによりもこの両手には、俺の全力に応えてくれるマジックロッドがある。

「ともかく、二人ともできるだけ力を温存して、殲せん滅めつではなく自衛に専念するように。このまま俺に着いてきてくれ」

　都市部ということで広域破壊魔法である虚触ヘカトンケイルはむやみには使えない。そもそも巣が構築されつつあるなら、破壊による誘爆を防ぐためにも対処法は封印か完全排除のどちらかだ。

　目指すは研究棟の心臓部──竜脈制御室。異形種が巣を張るにはうってつけの場所だ。

　波のように殺さつ到とうする異形種の群を、俺は思うままにマジックロッドを振るって倒す。

　わざとこちらの手の内を見せつけるように。黒魔法も白魔法もふんだんにそれぞれを織おり交まぜて、連携の巧たくみさを自じ負ふするが如ごとく。

　蛇へびのようにのたうち建物を破壊しながら、巨大なムカデ型異形種が迫る。そいつの動きを重じゆう圧あつで止めて、即座に石せき化かで全身を固めて粉ふん砕さいした。

　ローザがぽかんと口を開ける。

「え……ええ!?　今のって第九界層レベルの魔法でしょ？　魔法力は感じたけど魔法公式ロジツクが一瞬しか見えてないし！　超高速なんてもんじゃないわ」

　それでもかろうじて見えているなんて、いい目だな。並の魔導士では魔法公式ロジツクの展開を認識できない速度なんだが、金色の瞳のおかげだろうか。

　リリィも「カイ先生の本気は、もしかしたらレイ＝ナイト様にも比ひ肩けんするのかもしれませんわね」と、光弾を乱射しながら溜ため息いきを漏もらした。

　敵の攻撃のパターンが変わる。大型ではいい的まとにしかならないと理解したようだ。

　続けて巣穴と化した研究棟から飛び出したのは、無数の飛蝗バツタ型だった。大きさは中型犬程度だが、数も多く跳び回るため動きも不規則で狙ねらいがつけにくい。

　迎撃行動に移ったローザとリリィは、あえなく翻ほん弄ろうされた。

「ああもう！　なんで当たらないのよ！」

「これは厄やつ介かいですわね」

　そんな俊しゆん敏びんな飛蝗型を、俺は雷らい槍そうを無差別にまき散らして仕し留とめた。常に白びやく夜やによって俺自身には加か速そくがかけられている。敵から攻撃を食らうことはあり得ないため、本来なら鉄てつ壁ぺきや輝き盾だてに回す魔法力も加速につぎ込んだ。

「二人とも狙いが甘いぞ。無駄撃ちは消しよう耗もうするだけだ」

　ローザが柳りゆう眉びを逆立てた。

「カイの魔法だって半分は敵に当たってないじゃない！」

「三回撃って一回しか当たらないよりはいいだろ」

「むうう……それはそうかもしれないけど……」

「今の俺は第四界層程度の魔法なら、魔法力消費なしで使えるからな」

「ちょ、ちょっとなによそれ!?　ずるいじゃない！　ああもう！　範囲魔法でぶっ飛ばしたいんだけど！」

「頼むから力を温存してくれ」

「ううぅ、わかってるわよ」

　炎えん矢やを外しまくったローザは反撃のペースを緩ゆるめた。それでいい。

　この状況は俺が使える黒魔法をローザの前で実演するには、うってつけだ。

　少しずつだが、こちらが押している。確実に研究棟の建物が近づいてきた。

　ローザもリリィも自分の身を守りつつ、時には互いをカバーしながら、俺の魔法を熱心に見つめる。

　恐らく先兵として送り込まれたこの異形種たちを通して、俺の手の内はバスティアンにも送られているのだろう。

　異形種の湧わき出だす数が減り始め、こちらの進軍は止まらない。俺たちは再び建物へと戻る。白く無機質な印象だったロビーは、見るも無む残ざんに破壊し尽くつされていた。

　敵が途と切ぎれたところでローザが俺に訊く。

「あんなにじゃんじゃん魔法を見せちゃって大丈夫なの？」

　彼女も異形種を通じてバスティアンが情報収集をしていることに気づいていた。

「ああ。奥の手は残してあるからな」

　限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──脱出のために跳ちよう躍やくと飛ひ翔しようを使っているが、これらが白と黒、二つの魔法を合わせて生み出されたものとは、バスティアンもまだ認識できていないだろう。

　認識の外からの攻撃を準備するために、たっぷりとエサを撒まいてから、俺たちは破壊されたロビーを抜けて奥へと急いだ。




　入り組んだ建物の壁は破られて、竜脈制御室までまっすぐの道ができていた。

　ローザとリリィを引き連れて走ると、空気の変化を感じる。異質な瘴しよう気きが奥から流れ出ていた。建物の壁や床が黒カビに侵おかされたように変色している。

　リリィが口元を手で覆おおう。初めて汚お染せん領りよう域いきに踏み入ったのであれば、その違和感に気分が悪くなるのも仕方のないことだ。

「これは……まさか汚染が始まっていますの？」

　首だけ振り返って俺は頷いた。

「本来なら巣が根付いてからなんだが……ともかく先を急ぐぞ」

　汚染領域内では、魔導士は魔法力の自然回復ができなくなる。汚染濃度は軽けい微びだが、放っておけば確実に広がるだろう。

　首都に巣が根付けば人類は滅ほろびかねない。

　先程から異形種の襲来は途切れたままだ。静かな不安を払ふつ拭しよくするようにひた走り、俺たちは研究棟の心臓部にたどり着いた。

　広いホールは数百人を収容する学園の講堂ほどもあった。すり鉢ばち状じようの部屋の中心に巨大な純白の柱が立つ。

　竜脈から魔法力を吸い上げる中央炉だ。その柱に寄生するように、紫色の結晶が半ば同化するような形で融ゆう合ごうしていた。

　魔晶石は結晶核へと成長を遂とげ、この地に根を張るつもりらしい。

　柱の前に男の姿があった。肌は青白く変色し、瘴気の渦うず巻まく金色の瞳が爛らん々らんと輝く。

　先ほどまで心臓の位置にあった魔晶石は消えていたが、身体の端はし々ばしにその欠片かけらのような結晶体が貼り付いていた。

　男は──バスティアン・ホープは人であることを捨てつつあるのだろう。

「彼らの目を通して見せてもらいましたよカイさん。三百人議会がマジックロッドを封印したのもわかります……貴方は強すぎる」

　口元を緩ませるバスティアンに俺は黒獣を突きつけた。

「時間稼ぎに付き合う義理はないな」

　一呼吸のうちに炎矢を十六回放つ。と、柱の結晶核が光り輝いて、虚こ空くうにソルジャーアント型が無数に〝発生〟した。俺の炎矢はバスティアンの手前で、蟻ありの群に呑まれて爆はぜる。

　バスティアンは嗤わらう。

「いきなり攻撃とはずいぶんな仕打ちです。が、カイさんがそうしたくなる気持ちもわかります。私の方から貴方を排除しようとしたのですから。ですが、それは愚かなことでした。私も反省しました。ここはどうでしょう。共に手を携えて世界に変革をもたらしませんか？　人を超えた力を持つ者同士、仲良くしようではありませんか」

　言葉に魔法力を込めた古代魔法を織り交ぜて、バスティアンは続けた。

「そうだ、貴方を人間の王にしてあげましょう。人類を導くとは言いましたが、私はこんな姿に変わってしまいましたしね」

　開いた手のひらに視線を落としてバスティアンは自じ嘲ちよう気味に呟いた。青白い肌に金色の瞳は、異形の相そう貌ぼうだ。

「ですから分ぶん担たんしようじゃありませんか。血統のみを誇ほこり、無能にもかかわらず人々に抑圧を強いる三百人議会という支配者を打倒するのが、カイさんのような大戦を生き抜いた英雄ならば、民心もきっと味方につくでしょう。私が影から異形種を統すべて、時とき折おり、辺境の村の一つ二つを滅ぼす程度の小さな脅威を示します。それを王となった貴方が率ひきいる正義の軍が蹴け散ちらす。民衆は熱狂し、王をあがめ崇すう拝はいし、真に力ある者による統治が成される。素晴らしいことです」

　ご高説たわごとの間、俺は雷槍や風刃といった攻撃魔法をバスティアンめがけて撃ち続ける。

　その都度、結晶核から発生する異形種が身を挺ていしてバスティアンを守った。

「せめて返事くらいしてくれてもいいではないですか？　だいたい、私を倒してどうするというのです？　機密保管庫の禁を破った貴方はたとえ首都を……いえ、世界を救ったとしても極きよつ刑けいは免まぬがれませんよ？　それに貴方の背後に隠れている彼女はどうなるのです？　普通の人間からすれば、異形種を身体に宿した化け物ですよ」

　重い空気を背中側から感じた。いくらローザ本人が気丈に振る舞ってみせても、彼女の問題を解決する術はまだない。

「私や貴方やローザさんは、今の世界では存在することすら許されないんです。なら世界を変えればいいじゃないですか？」

　異形種が汚染領域を広げるように……か。

　背後からリリィが吠えた。

「ローザを化け物呼ばわりすることは、わたくしが許しませんわ！」

　ローザはなにも口にしない。バスティアンの言うことがまるきりデタラメでもないと、思っているんだろう。

　村を惨劇が襲ってからずっと、ローザは孤独の淵ふちにいた。

　俺は黙もく々もくと牽けん制せいのため魔法を撃ち続ける。その全てが生まれ出る異形種によって防がれようとも構わずに。

　背を向けたままローザに告げる。

「世界が認めようが認めなかろうが、そんなことは関係ない」

　震えた声が背後から響いた。

「ねえカイ……あたしね……この場所が……心地よいの。汚染されているっていうけど、懐かしく感じて……やっぱり……もう人間じゃ……だけど……独りは……嫌なの……」

　声はだんだんと近づいて、すぐ後ろにローザを感じた。こうしてお前の方から歩み寄ってくれたんなら、答えは出たようなものだ。

「お前は人間だ」

「けど……あたしもあいつみたいになるかもしれない……」

「そんなことはさせないさ」

　ローザが俺の背中にぎゅっと抱きついた。

「そばにいても……いい？」

「ああ。だからもう、悲しむことなんてなにもない。つらいなら頼ってくれ。ローザは独りじゃない。お前の居場所は〝ここ〟にある。何度でも言おう。お前は俺の生徒だ」

　ほんの数秒を作るため、俺は黒の第七界層──雷らい帝ていを構築し、即座にぶっ放す。のたうつ雷撃はバスティアンも異形種も釘くぎ付づけにした。

　そのまま振り返ると、俺はローザを抱きしめる。

　彼女の頭をそっと胸に押しつけた。俺の心臓の音を聴きかせるように。

　少女の頰を熱いものが伝い落ちた。

「えへへ……手間の掛かる生徒で……ごめんね」

「お前が不安になった時は何度でも、いくらでも、際さい限げんなくどこまでも、どこにいようとも、こうして引き留めるさ」

「なんかカイって……先生みたいね」

「ああ、やっと成れた気がする。おまえたち二人の教士に」

　腕の中でローザは小さく頷いた。そして、リリィはといえばずっとバスティアンの動きを警戒している。

　雷帝が止むと注意喚起するようにリリィは告げた。

「あら、ちょっと妬やけてしまいますわ。けど、今日だけはローザにカイ先生を譲ゆずってあげますわね。さあ……仕上げと参りましょう？」

　ローザは顔をあげて、俺の腕の中からそっと離れるとリリィの元に戻り並び立つ。

「明日からは、また競争ね」

「ええ、望むところですわ」

　俺は二人に告げた。

「バスティアンに邪魔はさせない。二人だけで結晶核を排除してくれ。できるな？」

「もちろんよ」

「そのために魔法力を温存してきましたものね」

　ローザとリリィがお互いに頷き合って、行動を開始した。柱を中心に反時計回りに走りながら、結晶核の正面へと回り込む。

　二人の行く手を阻もうと、次々と異形種が発生した。さすがに竜脈と同化しつつあるだけに、自由自在という感じだな。ただ、数百人を収容できる講堂ほどの広さがあるにもかかわらず、異形種の発生をバスティアンが抑制しているように見えるのは何な故ぜだ？

　ローザがリリィより三歩先に出る。

「道を開けなさい！　あたしのお通りよ！」

　試作高速型ロッドが、普段は彼女が使わない魔法公式ロジツクを展開した。

　黒の第二界層──氷ひよう牙がだ。つららのように尖とがった氷の牙が、壁のように立ちはだかる甲虫型を射い貫ぬき、そのまま氷漬けにした。

　ローザは吠える。

「リリィ！　加速をちょうだい！」

「あまりペースを上げすぎては、結晶核に到達する前に魔法力切れを起こしてしまいますわよ？」

　懸け念ねんするリリィにローザは「あたしに考えがあるの！　信じて！」と、再び声を上げた。

　リリィは頷きながら加速の魔法公式ロジツクを展開する。詳しい説明を求めずただ、ローザを信じた。

　それに応えるようにローザは氷牙の嵐をもって、次々と異形種を氷漬けにしながら結晶核へと歩みを進める。

　氷像と化した甲虫型にローザの手がそっと触れた。

「そのまま砕け散る前に、食らってあげるわ」

　氷牙で動きを止め、食らい、魔法力を回復して進軍する。そうか……バスティアンが異形種の大群を生み出さなかったのも、ローザを警戒してのことというわけだ。

　忌々しげにローザを見据えてバスティアンは唸うなる。

「ぐぅ……アオイが彼女を殺していれば……出来の悪い生徒ですよまったく」

　精鋭級の異形種でも止められず、二人が結晶核に肉薄するまであと少しだ。

「ですが、未熟な魔導士がたった二人で結晶核に何をしようというんです？　下手に破壊すれば建物ごと吹き飛ぶだけですよ。ちなみに、今の私ならそれに耐たえうるだけの輝盾を展開できますが……」

　本来なら根付く前の巣は、高レベルの魔導士が数人がかりで封印するものだ。

　竜脈の魔法力を吸い上げて、直径一メートル近くまで肥ひ大だい化かした結晶核であれば、封印に必要な魔導士は両手の指で収まらない。

　その魔導士としての常識が、バスティアンの判断を鈍にぶらせた。

「油断したなバスティアン。俺のたった二人の門下生はともに優秀なんだ」

　つい、口元が緩む。ローザとリリィは術式を展開していた。まだ公式化されていない特異な術式の構築に、バスティアンが焦あせったように地面を蹴る。

　二人の少女を止めようとする、その一歩目に合わせて、俺は黒の第三界層──地ち裂れつを放った。床石がせり上がるように壁を作り、天井まで到達する。ローザとリリィは俺が作った壁の向こう側だ。

「なッ!?　なんの真似ですかこれは」

「それはこっちの台詞セリフだ。お前が油断しようがしなかろうが、ローザとリリィの元には行かせない」

「なら貴方を片付けてからにします」

　魔法公式ロジツクを必要としない魔槍が十数本、俺の頭上に展開し、すぐさま落ちてきた。白夜の輝盾で防ぎながら、俺の右手の黒獣が唸り声を上げる。

「炎矢雷槍」

　初歩の攻撃魔法を並列同時詠唱パラライゼーシヨンで同時に発射する。放たれた炎の矢は青い稲いな光びかりを伴ともなって、バスティアンの胸を穿うがった。炎で青白い肌が炭化する。が、即座に癒いえていくあたりが化け物だな。

　回復しながらもバスティアンは震えた。

「ば、バカな……輝盾は展開済みだというのに……」

「完全に同じタイミングで二種類の魔法を受けた時、輝盾はそのどちらかしか防ぐことはできないんだ。前線で戦ってきたなら、輝盾の多層展開は必須だからな」

　たまには嫌味の一つくらいいいだろう。

「それはそれはご高こう説せついたみいります。が、急いでいますので」

　バスティアンが俺の作った石壁に拳を叩きつける。

　壁はあえなく砕け散った。この程度でバスティアンの足止めができるとは思っていないが、俺の手品の種明かしの間に、二人の準備は整っていた。

「行きますわよ」

「ぶちかましてやるわ」

　リリィの手にしたマジックワンドから白の魔法力が噴き上がり白刃を成なす。

　ローザの手にしたマジックロッドから黒の魔法力が噴き上がり黒刃を成す。

　限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──二人の意識が今、一つに重なった。トランス状態なのか、ともに虚うつろな眼差しだが、その瞳はじっと結晶核を見据えたままだ。

　バスティアンが声を震えさせる。

「や、やめなさい！　みだりに傷つければ爆発するんですよ！」

　しない。それはないのだバスティアン。二人の刃やいばは美しく研とぎ澄すまされて、響き合い同調し見事なまでのハーモニーを奏かなでている。

　まるで音おん叉さのように波長は一つに収束した。俺は二人に告げる。

「行け……互いを信じて討うち滅ほろぼせ」

　俺の声が届いたのか、はたまた偶然か。

　二人は同時に頷くと、左右から結晶核を挟んで鏡映しのような動作で己が刃を振り上げ、×字に一いつ閃せんを加えた。




「「対消滅理論ラグナロクッ!!」」




　ガキイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイン！




　結晶核の外殻が切り開かれた。その中で眠る得体の知れない胎児のような〝なにか〟めがけて、二人は止とどめの刃を突き込む。

「「消えてなくなれええええええええええええええええええええええええ!!」」

　少女のユニゾンとともに、白と黒、二つの魔法力が折り重なり、無限の軌道を描いて一点へと収しゆう縮そくしていった。

　ブンッ！　と空間を振動させて、結晶核の中の〝なにか〟は抵抗する間もなくこの世界から消える。結晶核の外殻は崩れ去り、空間を満たしていた瘴気もまた、徐々に収まっていった。黒カビのように広がった汚染領域も、まるで何事もなかったかのように元通りだ。

　そうか……汚染源となった結晶核を対消滅理論ラグナロクで消し去れば、今のように元に戻る可能性があるのかもしれない。

　長年、汚染され続けた土地に同じ事が言えるかまではわからないが、また一つ希望が生まれたな。

　あとはローザとリリィだ。力を出し切ったようで、リリィがよろけて倒れそうになった。それをローザが支える。

「ちょっと……リリィってば……しっかりしてよね」

「ハァ……ふぅ……なんとか意識は……残っていますわよ……」

　二人は顔を見合わせると、頷き合ってから声を合わせる。

「「今の感覚、覚えたから」」

　声がぴったりと重なって、二人はこんな状況にもかかわらず笑い声を上げた。

　魔法力を出し切って、立っているのさえやっとだろうに。

　バスティアンはしばし言葉を失った。俺は無防備な二人の少女の前に立ち、遮るようにバスティアンと対たい峙じする。警戒は怠おこたらない。白夜は常に輝盾を多層展開できるよう、魔法公式ロジツクを構築済みだ。

　バスティアンがようやく声を漏らした。

「結晶核が……消えたんですか？」

「そうだ。言っただろ……異形種の力なんてなくても人類は負けないって」

「ハハハ……ハハハハハハ！　なんと滑こつ稽けいなんですかね。私は……こんな魔法があるだなんて知りませんでした。どうして教えてくれないんです？　本当に意地の悪い人だ」

「まだ、誰にでも扱あつかえる代物じゃないんでな」

「白と黒、二つの相反する魔法を融合するだなんて……反則です」

　がっくりと肩を落として憔しよう悴すいしきった顔のバスティアンに、俺は黒獣を突きつけた。

「どうする？　このまま続けるか？」

　そっと胸に手を当ててバスティアンはうつむく。

「愚ぐ問もんですよ。こんな身体になって……首都に異形種の巣まで生みだそうとした私が、許されるわけがない。私だけではないです。この場にいる全員が咎とが人びとですよ」

　自ヤ棄ケ気味にバスティアンは呟くと、その魔法力を高め始めた。

「巣を失ったのは残念です。が……貴方たちが来る前に、竜脈の魔法力によって生み出した数百の異形種を、私は取り込んだあとですから……全力でこの力を解放すれば、首都の半分くらいは破壊できるんじゃないですかね？」

　他ひ人と事ごとのように言って笑うと、バスティアンは瞳を見開いた。

　これまで以上に金色の双そう眸ぼうが燃えている。もはやこの男には帰る場所も守るべきものも無いのだろう。

　俺はじっと見据えながら告げる。

「このまま大人しく軍警に身柄を送そう致ち……というわけにはいかないか」

「私は私より強い者になら従いますよ？　軍警に今の私を拘束し続けられるとは思えません。ああ、貴方が賛同さえしてくれればよかったんですよ。こうなったのは全て貴方のせいです。私は悪くない。愚おろかな為い政せい者しやに正義の鉄てつ槌ついを下して、世界を救いたいだけなのに……」

「お前とは永遠に平行線だ」

　すうっと目を細めてバスティアンは天井を見上げた。

「ではどうします？　私を殺しますか？　異形種を身に宿すローザさんを生かして、私だけを殺せるんですか？　彼女だっていつ、人類に反旗を翻ひるがえすかわかりませんよ？　もしかしたら、操られているのかも……ああして人の皮を被っているだけで、ある日突然、本性を現して大量殺さつ戮りくを行うかもしれません。世界にとっては脅威でしかない」

　言葉に魔法力を織り交ぜてバスティアンは呪いを吐き続ける。

　ただでさえ疲ひ弊へいしきったローザが不安げに瞳を潤ませた。

　俺もまた、それに倣ならおう。言葉に魔法力を……想いと願いを込めて宣言する。




「世界が敵になろうが、この生涯を掛けてでも……ローザは俺が守る」




　今はなき故郷で先祖から受け継いだ姓名を捨てて、自分の影と勇者に甘えて責任を押しつけ、人類のためとうそぶいて、好きなように研究に没頭して生きてきた。

　王立研を放ほう逐ちくされるまで……二人と出会うまでずっと、逃げてきたんだ。

　そんな俺の言葉じゃ説得力なんてないかもしれない。

　だけど、本心だ。ローザもリリィも俺より先に死なせたりはしない。俺の目が及および、耳に聞こえて、この胸に宿る命の火が燃え尽きるその日まで、守り育はぐくむと誓う。

　そのためなら、俺はバスティアンを……仮にも人間であると主張するこの男を、手に掛けることはいとわない。業ごうはローザにもリリィにも背負わせちゃならないものだ。

　一瞬の沈黙のあと、なぜか二人の少女が俺の背後で悲鳴を上げた。

「か、かか、カイってば……こんな時になに言い出すわけ!?」

「カイ先生ったらなんてことを……あわわわわわ」

　バスティアンが嗤う。

「面白いことを言うんですね。まるでプロポーズじゃないですか？」

「悪いがこれ以上、お前と話すことはなにもない」

　ローザとリリィを背中に守って、バスティアンと向き合うと改めて黒獣と白夜を構え直す。












　背後から二人の声が響いた。

「も、もう見てられないし聞いてもいられないんだから！　あたしも戦うわ！　守ってもらってばかりなんて、格好がつかないもの」

「わ、わわわわたくしにもお手伝いさせてくださいませ」

　背を向けたまま俺は二人に告げた。

「声が震えてるじゃないか。これ以上無理はするな。二人とも……俺の背中を見守っていてくれ」

　黒獣と白夜を強く握りしめて、俺は覚悟を決めるとバスティアンとの距離を一歩一歩詰める。

　バスティアンはじりりとすり足のまま半歩下がった。

「こ、来ないでください……ああ……来るな……これ以上近づくなあああああああああああああああああああ！」

　バスティアンが腕を振るうと、男の頭上に魔槍が二十本ほど浮かび上がった。ビュンと空気を切り裂き、漆黒の鋭利な殺意を俺に注ぐ。

　俺が防いだのはそのうちの三本だけだ。もはや輝盾を張る必要さえない。直撃コースのものだけを黒獣と白夜で弾き跳ばしながら、歩みを進めた。

　俺が弾き跳ばした魔槍が壁に激突すると、陥かん没ぼつしてえぐれるように壁が粉みじんに砕け散る……だけにとどまらない。施設の壁という壁を貫通して、外にまで飛ぶと研究棟の周囲にある建物群に炸さく裂れつし、爆発……倒壊させた。

　一発一発が第七界層級の破壊力だ。だが、黒獣も白夜もそんな威力さえものともしない。

　自分が放った攻撃の威力に酔よいしれることさえできず、バスティアンは身震いする。

「何故そこまでの力を持ちながら……どうして貴方のような人間にそれほどまでの力が……許せません……なぜ私は貴方ではないのですか!?　私に貴方ほどの力があれば、異形種の力など必要なかった！」

　途端にバスティアンの身体が膨張を始めた。細身だった肉体がぶくぶくと泡立つように肥ひ大だい化する。もはや人間の肉体という器に、取り込んだ異形種の魔法力を留めることさえ放ほう棄きしたのだ。

　自爆もいとわず俺たちもろとも消し飛ぶつもりかよ。

　これは生半可な防壁で防げるものじゃなさそうだな。

「何もかも灰かい燼じんに帰きしてしまえばいいんです！　人はどうせ死ぬんですから！　ふふふ……はははは……はははははははは！」

　バスティアンを中心に、魔法力が渦巻く。風船のように膨らんだ肉体がヒビ割れ、そこから魔法力がほとばしり光線が四方八方に飛ぶ。

　ヒビは全身へと回り、光はより強烈なものへと変わっていった。

　目もくらむような閃光の中で、俺は二本のロッドを交差させる。

　俺の背後にはローザとリリィがいるのだ。一歩たりとも退ひくわけにはいかない。

　右手に虚きよ無むの魔法公式ロジツクを。

　左手に超振動テトラコルドの術式を。

　二つを重ねて一つの力に変換する。

「限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──虚触ヘカトンケイル」

　俺は前面に漆黒の空間を生み出した。

　バスティアンが勝ち誇ったように声を上げる。

「ハッハッハッハッハ！　どんな手品かは知りませんが、防げるものなら防いでみればいいんです。私の次の一撃は、研究棟もろとも都市区画を吹き飛ばす威力ですよ？」

　脅しやハッタリではなく事実だろう。俺が目の前に発生させた漆黒の球体は、バスティアンの身体から漏れ出た魔法力を吸い込み始めている。その感触から察するに、起こる爆発の規模は小さな都市をまるごと消し去る威力が予想された。

　両手は虚触の制御で手一杯だ。正面からの威力を無効化できても、回り込んでくる余よ波はまでは防ぎきれない。

「終わりです！　カイさん……貴方にはもう、誰も救えません」

「救えないのはお前だけだ」

　俺は魔法公式ロジツクを言語化して高速詠唱した。

「──ッ!?」

　それにバスティアンは気がついたようだが、もはや溢あふれる自身の魔法力に溺れて止めることはできない。

　カッ!!　と、光が制御室を満たす。遅れて熱を帯びた爆風が溶よう鉱こう炉ろの中のように、壁も柱も何もかもを溶かしながら広がっていった。

　前面に発現させた虚触が破壊のエネルギーを吸い込み、それでも拡散した爆風の炎熱は、回り込むように俺の背後の二人を脅おびやかそうとする。

「輝盾多層展開！」

　マジックロッドに肩代わりさせていたものを、俺は声によって発動させる。現代の公式を使っているが、手法はまるで古代魔法だ。

　虚触を展開させながら、呪文の詠唱とともに白夜には輝盾の補助も行わせた。指先から腕へと伝うように激痛が走る。乱れた詠唱を白夜で補正して、つぎはぎするように魔法公式ロジツクを完成させた。

　言葉とマジックロッドによる複合発動は、俺自身が体験したことのない未知の領域での魔法制御を強いる。

　目の前が暗くなり、手足の感覚も徐じよ々じよに失われだした。かき集めた集中力は霧散し、途切れそうになる意識の中で、声が聞こえた。

　二人が俺の名を呼ぶ。どうやら後背の輝盾の展開は上手くいったようだ。ぶっつけ本番でここまでできるなんて、旧式もまだまだ捨てたものじゃないだろ？

　ほんの数秒の爆発と爆風が、いつ終わるともしれない長いものに感じられた。




　爆音の嵐が去って、世界に沈黙が訪れた。




　王立研が誇る第一研究棟は跡形もなく消し飛び、周囲の街並みもえぐれるように溶けて消える。

　残ったのは灰色の荒野と、爆発の中心となった男の影。そして……俺とローザとリリィだけだ。

　バスティアンは全身が枯かれ木のようにしおれて、青白い肌がボロボロと崩れだしていた。

　燃えるように輝いていた金色の瞳も今や光は弱々しく、かさついた唇を動かして男は俺に訊く。

「ああ……どうして……生きているんです？」

　俺は地面に膝を突きそうになるのを必死でこらえて返した。

「それは俺たちのことか？　それともお前自身のことか？」

　バスティアンはそっと目を細めて、最初に出会った時のような穏やかな顔で呟いた。

「もちろん……両方ですよ……」

　竜脈を制御していた柱の跡には、地下深くへと続く縦穴とシャフトが伸びている。

　バスティアンはよろけながら縦穴へと近づいていった。

「今の私は進化した人類です……竜脈から直接魔法力を得れば……フフフ……そうすれば……今度こそ貴方に勝てますね。そうだ……そちらの二人を人質にとるのなんてどうでしょう……手出しできないカイさんを切り刻んであげますから……」

　俺は黒獣を構えた。

　流石さすがに三つの魔法を使うっていうのは、想定外だったな。

　左手の白夜からの反応がない。無茶をさせすぎたらしく、ロッドの中心がヒビ割れていた。

　そして黒獣もまた、白夜と呼こ応おうするようにその息い吹ぶきを失いつつある。迷っている時間はなかった。

「バスティアン。これで……終わりだ」

　最後の一撃は黒の第一界層──基本中の基本である炎矢だ。

　文字通り、炎を矢のように撃ち出すこの魔法は、黒魔導士が最初に覚えるものだが……黒獣から放たれたそれは、一筋の熱線のようにバスティアンの心臓を射貫いた。

「ああ……あと少し……なの……に……」

　乾いた藁わらのようにバスティアンの身体が炎に焼かれる。

　その肉体はまるで、異形種よろしく崩れていった。事切れる間ま際ぎわの男の言葉が空気に溶けて消える。

　もはや魂までも異形に染まり、とっくに人間を捨てていたのかもしれない。

　これで全て終わったのだ。ある男の野望が、王立研の施設だけでなく周囲の町ごと消し去った。

　まったく。つい先日無茶をしたばかりだっていうのに……またアストレアの世話になるかもしれないな。

　見上げると、空はまるで何事もなかったように青く澄んだ色をしていた。そのまま仰向けになって倒れそうになると──

「しっかりしてくださいませ」

「そうよ！　カイはあたしたちの先生なんだから！」

　二人の少女が左右から挟むようにして、俺の身体を支えてくれた。ああ、ぶっ倒れることさえできないんだな。




　それからしばらく──首都の守りを固める軍属魔導師団と軍警によって、俺たちは保護という名目で拘束されたのだった。













　あれから数日──意外なことにローザの処しよ遇ぐうはこれまで通りと通達された。

　合わせて俺おれもリリィも無事、学園に戻ることができたのだ。これには裏で、学園長ルーファス・ホワイトハウスのただならぬ尽じん力りよくがあったらしい。

　始業前の早朝、うららかな日ひ差ざし舞い込む学園長室に呼び出された俺は、本人からそう聞かされた。恩着せがましいにもほどがある。

　広い天板の執務机に肘ひじを突いて、両手を組みながら優やさ男おとこが笑う。

「こう見えても私は取引が得意でしてね。議会の方はなんとかしておきましたから。そうそう、カイ先生と門下生の二人を不問にするよう、軍部に匿とく名めいながら超強力な嘆たん願がんがあったのも後押しになったのですけれど……いったいどなたですかね？」

　名前を出さないのは俺への配はい慮りよかもしれないが、そんなことができる知り合いは勇者以外に心当たりがない。アストレアにまた借かりができたようだ。

「さあな。まあ世の中、きちんと見てくれている人はいるってことじゃないか？」

　しかしルーファスも大たい概がいだ。どんな交渉で議会を抑おさえ込こんだのだろうか。

「約束通り、例の物は処分させていただきました。これも条件の一つでしたから……第一研究棟及びその周辺の〝消滅〟については、バスティアン・ホープ氏が魔晶石の取り扱いに失敗し爆発事故を起こしたということに決まりました。その際に機密保管庫も吹き飛んでしまった。貴方は例のマジックロッドのことは知らない……いいですね？」

　俺の腰のベルトには、相変わらず燃ねん費ぴ最悪のポンコツクソロッドが下がっている。

　黒こく獣じゆうと白びやく夜やは破断し、廃はい棄き処分となったのである。

　眼鏡めがねのレンズ越しの要求するような視線に、俺は頷いて返した。

「ああ。墓はかまで持っていくよ……ありがとう」

　大戦を共に生き抜いた戦友の最後は、門下生の二人を守るという使命を全まつとうして終わった。手元に残せば禍か根こんになるかもしれない。これも学園長なりの配慮なのだろう。

　それに早晩、黒獣も白夜も俺の魔法制御に対応できなくなるのは目に見えていた。

　古代魔法エンシエントと現代の魔導技術の融ゆう合ごうという新たな可能性が生まれたからだ。魔法公式ロジツクの展開に詠えい唱しようを補助とした、新型マジックロッドの開発も進めたい……が、そんな予算はどこからも出ないだろうな。

　朝の日差しが柔やわらかく照らす学園長室に、小鳥のさえずりがどこからか聞こえてくる。

　軽くせき払いを挟むと、ルーファスは青いファイルを取り出した。

「ところでカイ先生。アオイ・サリバンの事ですが……当主が行方不明となりサリバン家は議席特権を剝はく奪だつされたとのことです。また、アオイ本人の申し出により、サリバン家の資産は第一研究棟および、周辺の復興に充あてられることとなりました」

　アオイなりのケジメということか。そういえば、ローザはアオイにたっぷり礼をしてもらうつもりだったようだが、これでご破算だな。

「それじゃあアオイはどうするんだ？」

「共同研究者ということにはなっていますが、アオイにはバスティアン氏による長期間の洗脳の形けい跡せきが見られました。軍警の調べでバスティアン氏の犯罪に関わる証拠も次々と見つかっています。共犯の疑いも消えて、全てを失い一から再スタートということになりました。そこでいかがでしょうか？」

　俺にファイルを押しつけるとルーファスは微笑ほほえむ。

「いや、待て……魔法医学なら他に門下があるだろ？　たしかに学園で学び直せとは言ったが、門下生にして面倒をみると約束した覚えはないぞ」

　受け取り拒否をして開くことなくファイルをつっかえした。ルーファスは眉尻を下げて口元を緩ませる。

「やれやれ。アオイは今や貴方の大ファンにして崇すう拝はいすらしているようですよ？　根こん負まけしたらいつでも相談してください。三人目の門下生として登録できるようにしておきますから」

　それではバスティアンの位置に俺がスライドしただけだ。アオイのためにも門下に加えるのは避さけた方がいいかもしれない。

　とはいえ、今のローザが学園に居られるのも、アオイがバスティアンの研究情報の予備を俺にリークしてくれたおかげだった。

　まいったな。せめて組む相手がいればいいんだが。実戦経験皆かい無むとはいえ、アオイレベルの才能を持った白魔導士と、釣り合うフリーの黒魔導士の生徒なんているんだろうか。

　いかん。あいつを門下に加える算段をするなんて。二人で現状は手一杯だ。

　学園長が小さく息を吐く。

「では、私からは以上です。今日も一日、よい教士であってください」

　学園長室から社交辞令と一緒に吐き出された俺を、廊下で待つ少女の姿があった。

　二年の黒魔導士──ペトラ・パーネルだ。ローザの自称ライバルがこんな朝早くから、学園長室にいったい何の用なのだろう。

　じっと俺を睨にらみつけると、ペトラは蚊かの鳴なくような声で言う。

「ローザちゃんを……あり……がと……」

　呟くやいなやペトラは赤いツインテールを揺ゆらして、廊下の向こうに風のように去っていった。

　いったいなんだったんだ今のは。そういえば、ペトラも黒魔導士の名門パーネル家の出身だった。アオイと釣り合うかもしれない……。

　……いやいや、ないか。




　午後の訓練のため、演習場に向かった。門下生の二人はちょうど準備運動を終えたところだ。

　リリィはこれまで通りだが、ローザの左手首にはこれまでにない銀の腕輪が嵌はめられていた。アオイ経けい由ゆで得たバスティアンの研究資料にあった、異形種の通信を遮しや断だんする術式を埋うめ込こんだものだ。ローザ自身の魔法力によって起動し続けるその魔導器は、即席ながらも充分に効力を発揮した。

　リリィがうらやましそうにローザの左手を見つめる。

「ローザだけカイ先生の手作りアクセサリーなんて不公平ですわ。左手の薬指は空あけておきますから、将来はそれにぴったり合うリングがいいですわね」












　ローザが首を傾かしげた。

「え？　なんで左手なの？　リリィは右利きでしょ？　っていうか、あたしのこれはアクセサリーじゃないし、右手だとマジックロッドを振ふりにくいから左手首につけてるんだけど……ちょっとリリィ、なによそのムズムズした顔は？」

　リリィが顔を真まっ赤かにさせて口ごもった。

「も、もしかして知りませんの？」

「し、しし、知ってるわよ。ええとあれでしょ……あっ！　カイが来たからこの話はまた今度にして、今日もばっちり特訓ね！」

　ローザの瞳ひとみは美しいアメジスト色に戻っていた。彼女の中の異形種はリング型魔導器によって、現在は休眠状態にある。バスティアンの研究は高度なもので、その才能は紛まぎれもなく天才と言えた。おかげで副作用やローザ自身の魔法力を阻そ害がいすることなく、ピンポイントで異形種の力のみを抑え込む魔導器を作ることができたのである。

　この影響なのか、ローザという情報の核を失った異形種たちは、組織的な戦術を使うことがなくなったという。

　一時期の不調も噓うそのように次元解析法リグ・ヴエーダシステムの運用は順調で、世間一般で言うところの〝第一研究棟爆発事故〟以降、散発的な異形種の襲撃は全てこれまで通り前線基地の部隊が撃退に成功している。

　そしてこの度たび、首都においてより機能を限定した低消費魔法力型の次元解析法リグ・ヴエーダシステム設置が決まったとのことだ。議会議員は不安を煽るとこれまで設置に反対してきたようだが、真相を知る上層部の強い後押しがあったに違いない。

　俺とローザの無事は、どこかそういったこととの〝兼ね合い〟なのかとも思う。

　バスティアンを倒したあの日以来、ローザは時とき折おり憂うれうような悩むような悲しげな顔をするようになった。だが、その都度リリィがそっと彼女に声をかける。リリィがいない時には、俺がローザの相談相手を務つとめた。

　全てが今までと同じく元通り……とはいかないが、この二人と過ごす日々が終わるのを少しでも先延ばしにすることができたのを、今は素直に喜ぼう。

　そして、ローザとリリィがまた一歩、前に進んだことも……。

　俺は二人に告げる。

「じゃあ今日は久しぶりに二人で一対一の攻防をしてみようか。この数日でお互たがい、様々な経験を積んだからな」

　リリィがマジックワンドを手にしてバトンのようにクルクルと回転させた。

「いざ、尋常に勝負ですわローザ！　逃げるなんて許しませんから。わたくしと供に、魔法を極めますわよ」

　ローザも応じてマジックロッドを手にした。中身は王立研謹きん製せいの試作高速型ロッドだが、外装は破断してしまったローザのロッドに換かん装そうしてある。

　見た目はこれまでと変わらなくとも、中身が別物という意味では今のローザと同じ境遇だ。

「ええ……絶対に負けないんだから！」

　対抗意識を燃やしながらも、二人の視線は互いを信頼し、言葉はなくとも通じ合っているようだった。

　これからもそんな二人の少し先を歩き、魔導士としての道を示していく。今の俺にできるのはそれだけだ。

　きっとその先に、人類の希望があると信じて。









あとがき






　応援していただいた皆様のおかげで、二巻が出ました。ありがとうございます。

　自分は毎回、こんなシーンが描きたいなぁ……と思ったところを、物語の盛り上がりに合わせているのですが、今回はいかがでしたでしょうか？

　ネタバレになるのでこれ以上は言えませんが、まさかあんなことになるなんて……。

　ちなみに、一巻ではカイがその力を振るう度たびに、次々とマジックロッドが破は断だん、消滅していき、それでも圧倒的な力を見せつける終盤の無双シーン！　が描きたくて、あのお話のプロットを作っていきました。

　今回は、それとはまた違った「おおっ！」となるようなお話を目指したところ、ページ数がいっぱいいっぱいで、あとがきも一ページになってしまった次第です。

　その分、内容は全力マックス１２０％オーバーでお送りしております。今回の『はぐれ魔導教士』も、十年に一度の良い出で来き映ばえです（ボ○ョレー的自画自賛）。

　最後に、二巻でもますますパワーアップした素敵なイラストを描いていただいたポップキュンさまと、こうしてお付き合いくださった皆様に改あらためて感謝を！





二〇十七年七月　原はら雷らい火か　
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